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　生活圏を脅おびやかすものとして俺が想像していたのは、もっと別のものだった。

　それは現実的に考えれば災害であったり、ちょっと中二病的な妄もう想そうをこじらせたときには学校を襲うテロリストであったり、ゲームをしたりファンタジー映画を見た日の晩に夢想するドラゴンとかモンスターだった。




　俺の部屋に現れた脅きよう威いは、キラキラ輝く円形の模様と、そこから生える触手のような物体だった。

　いったいいつ、どこからそんなものが発生したのかはわからない。

　とりあえず高校から帰宅して、夕飯まで最近買ったゲームでもしようと自室に入ったとき、ウネウネ動くそれを見つけた。

　ウネウネ、ウネウネ……。

　野太い何かが、フローリングの上でのたうっている。

　俺にできたのは、無言で部屋の扉を閉め、そのまま外出することだった。

　近所のコンビニに行って漫画雑誌を立ち読みし、適当な菓子を買い食いし、しばらく当てもなくぶらついていたところ、足が疲れてきたので近所の河原に座り、おもむろにこう思った。

　……えぇ、何あれ？　……何かの尻尾しつぽ？

　いや、でも、民家に突然現れる尻尾とかってある？

　ムカデとかの虫の尻尾ならありうるかもしれない、と希望を見み出いだすも、でもあのサイズは虫だとあり得ないし、そもそも多足類特有の、あのうじゃうじゃした足が一本も見られなかった、と考えを改める。

　じゃあ蛇へびか何か……？　でもこんな都会の真ん中で、あんなサイズの蛇がいるとは思えない。近所には動物園もペットショップもないし……。

『尻尾　部屋　突然発生』

　スマホを取り出して、そんなワードでネットを検索する。しかし、こういう生物学的な事情に役立ちそうな情報は、カエルの尻尾しつぽが成長によって消えるということとか、トカゲが尻尾を切って逃げるとかいうことくらいだった。

　つまり、何もわからないということ。

　そんなとき俺の頭に浮かんだのは、あれは誰かのいたずらかドッキリではないか、というものだった。

　そうだ、それ以外にない！　思いついてしまえば話は簡単で、考えれば考えるほどそれ以外の可能性がないように感じる。

　なははーんだ。誰だか知らんが、脅おどかしやがって。そういうことかよ。ああ、よかったよかった……。




　──よくないのである！

　俺の頭にあったのは、飼い猫のヌーコのことだった。やせ細って庭で鳴いていたところを保護してやり、両親を説得して飼う許可をもらった雌の子猫。

　体力が回復するとすぐ俺になつき、いまでは寝床にまでもぐりこんでくるような可愛かわいい奴やつだ。

　ヌーコは俺の部屋からほとんど出ないし、ひょっとすると、いまもあの尻尾を前にして怯おびえきっているかもしれない。

「誰だか知らんが、俺のヌーコを泣かしたらただじゃおかねえ！」

　幽霊が柳だとわかった途端に勢いづくのと同じで、謎なぞの物体の正体に見当をつけた俺は、血気盛んに家まで戻った。そして、部屋の中であの触手か尻尾のような何かが蠢うごめいているのを確認すると、俺はそれを思い切り蹴け飛とばしてやった。

「──いたッ！」

「ほれ見ろ！　誰かが入ってんだな！　俺の貴重な時間を無駄にさせやがって！　両性類、爬は虫ちゆう類るいについてちょっと詳しくなっちまっただろうが！　オタマジャクシに甲状腺を食わせると、強制的にカエルに成長させられるって知ってた!?」

「わたし、カエルは食べる側なので、カエルたちの食事情はちょっと……」

　わけのわからないことを言う奴やつである。

　俺は喋しやべるそれをさすりながら、中の誰かに問いかけた。

「おい、何だよこれ。着ぐるみか？　蛇へびの鱗うろこ？　っぽいのが、すごいリアルに作り込んであるなあ。こいつは職人技ですよ」

「何を言ってるのかわからないけど、人が来てくれて助かったわ！　見ての通り、魔ま法ほう陣じんに捕まって身動きが取れないの！　ちょっとそっちから押してくれない？」

「魔法陣……？」

　俺はそのウネる物体の根元にある、光る円形の模様を見つめた。

「そう、たまにこういう正体不明な魔法陣が現れるっていうのは知ってたわ！　でも、まさか自分がその被害に遭あうなんて！　雷に打たれるような確率だって聞いてたのにぃ……」

　それから、その声の主はめそめそと泣き始めたようだった。

「おい、あんた。よくわからんが、誰かにこの着ぐるみの中に閉じ込められたってことか？　放置プレイって奴やつ？　ほーん、中から出られないってことは、チャックは外付けなんだ？」

「うわーん、変な見当つけてないで早く助けてよお！」

「泣きたいのはこっちだぞ。人の家で勝手に変なプレイを始められたら困る。これ、父さんがようやく手にしたマイホームだし。変な噂うわさが立って資産価値を下げられたくないんですが」

「ひっく……な、何か変な人にからまれたよお……」

「それはこっちの台詞せりふだろ！　そもそもあんた誰だよ？」

「見たらわかるでしょ！　ラミアよ！　名前はオメガ！　早く助けてってば！」

　大声が響くやいなや、ウネる物体が俺の身体からだに巻きついてくる。

　かなりの圧力で締しめあげられ、思わず着ぐるみの表面をパンパンと叩たたいた。

「く、苦しい！　何だよ、あんた本職のレスラーか何か……？　相撲すもう部の伊い藤とう君でもここまでのサバ折りはできなかったぞ！　外に出してやるから、抱きつくのをやめろお！」

　すると万まん力りきのような力が、すぐに弱くなった。

「じゃあ、そっちから魔ま法ほう陣じんの方に尻尾しつぽを思い切り押して！　私もこっちで抜け出そうとしてみるから！」

「……え、そういうタイプ？」

「はあ？」

「チャックとかじゃないの？」

「……早くしないと、今度は絞しめ殺すわよ！」

　理不尽に意味不明な要求をするレスラー（仮）に恐怖を覚えながら、慌あわててその言葉に従う。

　尻尾を光の円の方に押しながら、俺はこの声の主がどうやら女であるらしいことに気付いていた。男でここまでキンキンと高い声を出せる人もいないだろうし。

　つまり女子プロレスラーということか。いや、プロかどうかは知らんけれども。

「それじゃ、行くわよ！　せーのっ!!」

　岩のような何かが、ずずっと動く感じがしてからはすぐだった。全体重をその謎なぞの着ぐるみに預けていた俺は、勢い余ってその光の円の向こう側に倒れ込んでしまった。

　目の前が肌色一色になり、何事かと目を剝むく。

　突っ伏した身体を起こそうとして手を地面につくと、その地面はやたら柔らかかった。

　ふにょん、というか、ぽよん、というか、とにかくそういう擬音で表現したくなるような感触。俺は地面に目をやり、自分の下に金髪の女の子がいるのを──




　──!?







　え、これどういう状況？　何で女の子を押し倒してるの？　齢よわい十六にして、俺ってば、もうそこまでの甲か斐い性しようを身につけたの？

　そしてあろうことか、俺の左手はその女の子の胸に置かれ──

[image: ]




　──!?







「き、き、キヤアアアアァァァァァァ!!」

「どぅわあああああああああああああ!!」

　突然身体からだの下に現れた女の子が悲鳴を上げ、俺は彼女の上から飛びのいた。

「ひ、左手は添えただけ！　揉もんだら試合終了ですよ！」

「ど、どどどどこ触ってるのよ、この変へん態たい！　ドスケベ！　あんたみたいなエロ男に助けを頼むんじゃなかったわ！」

　女の子は涙を浮かべて、さっと胸元を押さえた。

「……た、助けを頼む？」

「あんたが魔ま法ほう陣じんの向こうから私を押し出したんでしょ？　でも、どさくさに紛れてエッチなことするような奴やつだったなんて、とんだ人選ミスね！」

　よくよく聞くと、彼女の声はさきほどまで謎なぞの着ぐるみの方から響いていた声と同じだった。どうやらこの少女が、いま意味不明な放置プレイを課されていた子で間違いないらしい。

　しかし辺りには、さっきのでかい蛇へびの尻尾しつぽのような着ぐるみが見当たらない。

　それに、その中で動いていたはずの少女の様子は何かイメージと違った。

　もっとムキムキのゴリラ女を想像していたのに、随ずい分ぶんと細身で、柔らかそうな体つき。どうして柔らかそうとか、そのへんの事情までわかるかというと、彼女が随分と露出の多い格好をしていたからだった。

　上半身はエジプトのベリーダンス衣装めいた布製の衣服で、下半身は裸だった。




　……下半身は、はだ




　──!?







「うわああああああ！　ち、痴ち女じよだあああああああ！」

「あ、あれええええ!?　わ、私の尻尾しつぽは!?」

　あたふたと顔を真っ赤にして、女の子座りの態勢を取る少女。それで局部を隠そうとしているらしい。しかし、お尻から足にかけての煽せん情じよう的てきなラインは丸出しのまま。

「お、おかしいわ！　尻尾モードになれない……!?」

「尻尾モードって何なんだあああああ！　おまわりさあああん！　助けてええええ！」

「なんであんたが助けを呼ぶのよ！　状況的に考えて、被害者はわたしでしょ！」

　彼女にそう言われて、俺は痴漢冤えん罪ざいによって人生を棒に振った人たちの話を思い出した。

　た、確かに、この状況はまずい！　あんなワンポイントシュートで、俺の将来を台無しにされてたまるか！

　しかしよくよく考えてみると、ここは俺の部屋。

　誰かに見られることも、通報されるようなこともないのだ。

　そう安あん堵どの息を吐きながら辺りを見回してみて──ピシリと固まる。




　そこにあったのが、勝手知ったる我が部屋ではなかったから。

「……え、どこ、ここ……？」

　目の前には、生い茂る森に囲まれた湖が広がっていた。

　湖の畔ほとりにはレンガ造りの大きな建物が建っていて、その周辺に多くの人々の姿も見える。

　どういうこと……？　俺の部屋ってこんなに広かったっけ……？

　俺が目の前の情景に困惑していると、金髪の少女がずいっと顔を近づけてきた。下敷きになって寝転がっているときはわからなかったが、髪は頭の両側で結わえられていたらしい。俗に言うツインテールという奴やつだ。

「ねえ！　あんた、わたしに何か変な魔ま法ほうかけたでしょ？」

「……は？　魔法？」

「尻尾しつぽのある姿になれないなんて、ラミアの名折れだわ！　早く魔法を解かい呪じゆしなさい！」

　ラミアというと、よくゲームとかで登場する上半身が女性、下半身が蛇へびのモンスターのことだろうか。え、じゃあ、さっきの蛇の尻尾みたいな奴やつは、ラミアの下半身っていう設定だったってこと……？

　そう思いながら彼女の下半身に目をやると、どこからか取り出されたらしい布が巻きつけられた腰があり、そしてその下には、すらりとした二本の足があった。

　安心した、穿はいてた。いやまあ、布巻いて隠してるだけだけど。

「──って、待て待て！　状況が飲み込めないんですが！」

「はあ？　ラミアは人の姿にもなれるのよ。でも、それは仮の姿。本当は、蛇の尻尾で獲物を締しめ殺す、怖ーい亜人デミヒユーマンなんだから。わかったら、さっさとわたしの言う通りにするの」

　彼女は得意そうに腕を組み、ふふんと鼻を鳴らした。

「そんなプレイの設定を聞いてるんじゃあない！　誰だお前!?　ここはどこ!?　私は誰!?　いや、私は創そう真ま！　それは知ってる！」

「わたしはさっき言ったでしょ。名前はオメガ。あんたはソーマっていうの？　ここはどこって、あんただって、ここに調達士になるために来たんでしょ？」

　訝いぶかしげな表情を浮かべ、金髪の少女──オメガは建物の方を指さした。

「……調達士になる？」

「あそこで、いまから試験があるの。わたしは年に一度の調達士試験を受けるために、ラミアの里を抜け出してきたんだから。だから、こんなところで足止めを食ってる場合じゃないの！　尻尾を返して！」

　足止めを食らいたくないために尻尾を返せとは、これいかに……？

「なら、足のままの方がいいんじゃないか……？」

「わけわかんないこと言ってないで！　ほら、これ、あんたの魔ま法ほうでしょ！」

　少女は自分の腰あたりを示した。彼女のすっぽんぽんの下半身を見てしまった身としては、思わず赤面してしまいそうになるが、何とか感情を抑えてそこに目をやる。

　すると彼女の腰の周りに、キラキラと光る輪っか状の何かが浮かんでいるのがわかった。

　外国人の子のようだが、何とも奇抜なアクセサリーを身に付けているものだ。

「……え、でもこれ、どうやって浮かべてるんだ？　磁力か何か？」

「もう、どれだけとぼけるのよ！　純粋種の人間って、こんなに物わかりが悪いの？　こんなパーばっかりだったら、試験は楽勝ね……ってそうじゃなくって！」

　純粋種の人間？　ハーフとかクオーターじゃないってこと？　そりゃあ、こっちは純度百パーセント、混じりっ気なしの日本人ですけど。

「あの、ここって日本ですよね……？」

「ニホンって何よ？　ラミアを二本の足にしてやったぜ、ウハハってこと？　うわ、性格わっるぅ……」

「アイアム、ジャパニーズ！　オーケー!?」

「ちょっと待って……流石さすがにあんた、言動が謎なぞ過ぎるわ。いい？　ここは〝未み塔とうの街〟オウランティアの郊外よ」

　いつの間にか、少女の目には憐あわれみのようなものが浮かんでいた。

「調達士のことも何もわからずに来たのね……格好も変だし、きっと故郷を追われたジプシーか何かね……？　オウランティアの街中には優しい人もいるし、慈善施設もあるわ」

「ま、待て！　何だ、その可か哀わいそうな人間を見るような目は!?」

「助けると見せかけて、わたしにエッチなことしたのは不問にしてあげる。うん、優しさって大事！　ここで待ってて。私が後で街の中に連れて行ってあげる。もう時間がないから魔法を解いてもらうのは後にするわ。姿を封印するような大だい呪じゆ文もんなんて、きっと解呪に時間がかかるだろうし。あんたみたいなとぼけた奴やつにそんなフクザツな魔ま法ほうが使えるのか疑問だけど、人は見かけによらないっていうもんね……。あとで病院か貧民院まで面倒見てあげるから、わたしの試験が終わるまで、逃げ……いや、どこにも行かないでここにいるのよ？」

「ねえ、いま明らかに逃げるなって言おうとしたよね？」

「ふふん、私にそんな口を利きいていいの？　世間知らずのあんたは知らないだろうけど、ラミアには魅了チヤームの魔力があるんだから！　言うことが聞けないなら、わたしの虜とりこにしてあげる！」

　そう言うが早いか、少女は背伸びし、俺の頰ほおにちゅっとキスをした。

　少し話しただけでもかなり痛い子であることはわかるが、よくよく見るとかなり可愛かわいらしい顔立ち。そんな子にキスされたとあって、俺は内心で激しく動揺してしまった。

　これが巷ちまたで噂うわさの、外国人特有の積極的なスキンシップってやつか……!?

「いい、ソーマ？　ここで愛いとしいご主人さまの帰りを待ってなさい。あんたが魔法を解いたら、わたしも魅了チヤームを解いてあげる。わかった？」

「え……あの……はい」

　柔らかい感触に一瞬我を忘れ、適当な相あい槌づちを返してしまう。

　すると少女は満足げに頷うなずいてから、踵きびすを返かえして建物の方に向かって行く。

　俺は彼女の後ろ姿を見送りながら、思わず頰に手をやった。

　誰かにキスをされるなんて、初めての経験だった……。




　──それから俺は、くるりと振り返って駆かけ出した！

　魅了チヤーム？　そんなもん知らん！

　あんな頭の湧わいた女の子の相手をしてる場合じゃねえ！　ここはどこなんだ!?

　レンガの建物から逃げ出し、近くの橋を渡って対岸に行こうとしたとき。

「ちょっと君、待ちなさい！」

　風と一体となりかけていた俺を、壮健な体つきの男性が呼び止めた。

　なんだか、ファンタジー世界の住人のような出いで立たち。さっきの子の衣装といい、俺はコスプレ会場にでも迷い込んでしまったのか……？

「君、あれだろう？　初めて試験を受けるっていうんで、チビってるんだろう？　だがいかんなあ。ここまで来たんだから受けて行きなさい！　悪いことは言わん！　調達士が足りないってことで、試験は最近かなり易化してるんだから！」

「え……すいません、ちょっと何言ってるかわかんないです」

「おじさんもなあ、最初はそうだったんだよ！　でも、いまじゃ立派な一級調達士として頑張ってるんだ！　象ぞう牙げ材ざい、剣けん猫びよう牙が材ざい、鮫こう牙が材ざい、狼ろう牙が材ざい、アキバ材──猛もう獣じゆうのハントを任せれば、右に出る者はいないと言われているくらいでね！　君みたいな少年を見ると、つい応援してあげたくなる！」

「痛いです。痛い痛い。ちょっと肩を握る手に力込め過ぎでは……？　あと、その中には猛もう獣じゆうの牙きばに羅ら列れつしちゃいけない類たぐいのものがある気がするんですけど……」

「いいから」

　いつのまにか接近を許していたおじさんが、妙な迫力をもって迫ってくる。

「あの建物に入って、空いている席につきなさい。なあに、試験が始まれば緊張もなくなるさ！　おじさんは調達士試験の度たびにここに来て、逃げようとする若者の尻しりを叩たたいて受験させるのが趣味なんだ！　合格率の底上げもできているという自負もあるし、そろそろ〝塔とうの会〟から特別報酬をもらえるんじゃないかと思うくらいでね！」

「それ、ただの迷惑行為じゃないですか……？」

「受かったときは、おじさんのことをそれとなく役人に伝えてくれよ！　逃げようとしたとき、背中を押してくれたおじさんがいたことを！　ああ、でも落ちたときは君の責任だからな！　また来期頑張ってくれたまえ！」

　変なおじさんに退路を断たれ、俺は先ほどオメガという少女が入って行った建物の中に入ることになった。

　何かがおかしい。俺はいま愛あい猫びようのヌーコを膝の上に乗せて、ゲームでもやっているべきなんじゃないのか？　自分の身に何が起きているのかわからない。

　ただ、何か決定的におかしなことが起こっているということだけは明らかだった。
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《問一》




　完全無欠に悪逆非道の限りを尽くす王が、世界に覇はを唱となえています。その覇王に従えば、世界の半分をくれるという条件を提示された場合、あなたは彼の味方になりますか？




　イエス？　オア──イエス!?









「なんでノーがないんだ……？　しかも尻上がりのテンションは何なの……？」

　誰かの呻うめき声が聞こえる。

　俺は建物の中の一室で、謎なぞのテスト用紙に向き合っていた。その問いの一つ目。

　イエスかイエスしか選択肢がないなら、答えはイエスしかあるまい。

「イエス……と」





《問二》




　猫耳、犬耳、兎うさぎ耳みみの亜人デミヒユーマンが仲間にして欲しそうな目でこちらを見ています。一人しか選べない場合、あなたは誰を選びますか？




　１、猫耳　　２、犬耳　　３、ねずみみ









「こんなもん出題者の好み次第だろ……？　あと兎うさぎ耳みみはどこいった……？」

　誰かの呻うめき声が聞こえる。

　俺は愛猫のヌーコのことを思い出し、

「猫耳……と」




　……………
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「……受かっちゃったよ」

　試験終了から少し経たち、俺は建物の前に張り出された番号表を見て、ぽつりと呟つぶやいた。

　こういう経験は、一年とちょっと前に受けた高校受験の合格発表以来かもしれない。

　ただ重要な違いとして、今回はまったく嬉うれしくないということ。

　そもそもこの試験が何のためのものかわからないし、受かる気もないので適当に回答して二分で終わらせた。その結果が、合格……。

　周りには肩を落とす人や、「受かったぞおおお！」と奇声を発しながら走り回る人など、一般的な合格発表時の風景が広がっていた。

　割合としては、前者の方が多い気がする。つまり不合格者が多いということだ。

　うわ、あの人とかガチ泣きしてるし。ええ……これ本当に何の試験だったの……？

「はーい、捌はけて捌はけて。不合格の方は、また来期頑張ってくださいねー。合格の方はもう一度建物に入ってください。調達士として登録しますから」

　役人風の人が現れ、場を促うながした。

「はい、それじゃあ合格者の皆さんはどこかのカウンターに並んで、番号札と交換に小冊子『調達士の心得～春を迎えた君へ～』と『パンデモニウム』を受け取って下さい。チュートリアルとかしないので、心得は各自で読んで下さいね。ま、ギルドでクエストを受注していくうちにだいたいわかりますから、読まなくてもいいですけど」

　ギルド？　クエスト？　なんかゲームでよく聞く単語だけど……。

　俺は屈強な男たちの波に流されるようにして、一つの列に並んでいた。

「……あの、すいません。さっきの人が言ってたパンデモニウムって何ですか？」

　俺は比較的温和そうな人が前にいたのを幸いに、思い切ってそんなことを聞いてみた。

「おいおい、テンション高い質問するねえ君！　それ面白いと思ってやってるの？　流石さすがにそんな簡単なこと知らないで、調達士試験に受かるわけないだろうっ!?」

「いえ、あの……経験から察するに、魔ま的てきな何かだとは思うんですけど……」

　漫画とかゲームの経験だ。パンデモニウムというと、確か悪魔の都市みたいなものを指す言葉だったような気がする。

「こっちは五浪でようやく試験に受かったんだぞ！　トンチンカンな振りして『パンデモニウムも知らないで受かった俺カッケーワラワラ』ってのをしたいなら、余所よそを当たることだね！」

「いえ、すいません……ですよね……俺が間違ってますよね……」

「でも特別に答えちゃう！　今日はめでたい日だからね！　パンデモニウムってのは、そりゃあ、君、僕たち調達士の全てになるものじゃないか！　身分証明書であり、ステータスを反映したりする魔ま法ほうの金属だよ！　クラスだって最初はそのアイテムが決めてくれるんだから！」

「金属？　……っていうと、アルミニウムとかゲルマニウムとかのノリのニウムですか？」

「はあ!?　サイリウムを投げ込ミウム!?　いったい何の話だね!?」

「そ、それはこっちの台詞せりふでしょ！　そんなトンデモニウムの話なんて一切してねえ！」

　何だよ、サイリウムって？　この人たち、熱狂的なアイドルファンか何か？

　ほんのさっきまで温和そうだと感じていたおじさん（テンション高め、五浪）とそんなやりとりをしていると、隣の列で聞き知った声が上がって、俺はおやっと思った。

　俺の視線の先に入るのは、オメガとかいっていた女の子。

　あれ、あの子も、このよくわからない試験に受かったのか。

「だから！　わたしの種族はラミアだって言ってるの！　このパンデモニウム、おかしいんじゃないの!?　不良品よ、不良品！」

　彼女に対応しているカウンターの役人が、ぽつりと呟つぶやいた。

「……クレーマーである。困った」

「マニュアルだ。マニュアルで対処しよう……」

「マニュアルって何よ！　わたしを型にはめて考えられると思ったら大間違いなんだから！　役人はこれだから嫌いやなのよ！　ここもラミアの里と同じね！　住民の声に真剣に耳を傾けず、ポストの上でとぐろを巻いて、ふんぞり返ってるやつらばっかり！」

「ラミアの里はいま関係ないのでは……」

「関係なくないわよ！　あんたたち役人は、総じて同じ穴の狢むじななの！」

「あなたの中にも、役人を型にはめる考え方ができている気がするが……」

　そう言われた少女は、途端にきょとんとした表情を浮かべた。

「……あれ、そうかしら？」

「ま、ま、いいからこちらへ」

　いそいそと他の役人が集まってきて、彼女をなだめるようにして上の階に連れて行く。

「なんだったんだ、いまのは……」

　そうこうしている風に、俺がそのパンデモニウムとやらを貰もらえる順番がやってきた。

「はい、これを持ってください」

　それは銀色に光っていて、小こ判ばんのようなかたちをしていた。

「ちょっと上の光に掲げてくださいね。そうそう……すると、下に影ができるでしょ。ここにあなたの詳しよう細さいが浮かび上がるって寸法です。うーんと、何々……」

　その人の言う通り、小判型のアイテムの下には黒い影が下り、そこに銀色の文字のようなものが走っていた。

「ああ……相当、能力値が低いですね……まあ、これは後々どうにでもなりますから、あんまり気を落とさないで下さい。この能力値なら……あ、やっぱりクラスは騎き士しか……」

　見ているこっちが申し訳なくなるくらい、その役人は落胆しているようだった。

「……あの、すいません。これっていま、俺のことを見てるんですよね？」

「そうですよ。でも、はあ……」

　溜ため息いきまで出る始末。

「……くどいようですけど、これは俺のことなんですよね？　だとしたら、ちょっと失礼じゃないですか？」

「いえ、忘れてください。あなたが一人前の調達士になるには最低、二年はかかるだろう、と。そう思うとやり切れないだけですよ。〝未み塔とう〟の完成が、また遠のくということですからね。だから私は、筆記試験だけのいまの制度は嫌きらいなんです。ま、そんなことをあなたに言っても仕方ないでしょう……んん!?」

　家畜でも出荷しようとしているかのような様子だったその役人が、突然目を剝むいた。

「種族……アンノウン!?」

「……は？」

「そ、ソーマさま！　……ですよね!?　あなた、ひょっとして出身は恥ち丘きゆうとかいう場所なのでは!?」

「え、地球って……そりゃ当然でしょ」

　地球でなければどこだというのだ。

「おお、なんていやらしい場所の出身なのだ……」

「──おい！　あんた、いい加減にしろよ！　黙って聞いていれば好き放題言いやがって！　いったいあんたらは何なんだ！　しかもこれは何の儀式だ！」

「あ、あなたの対応は私では手に余る……」

　彼が指をパチンと鳴らすと、先ほどオメガに群がっていたような役人たちがどこぞより現れ、俺の両脇から腕をがっちり拘こう束そくした。

「……え？　は？」

「……ちょっと上まで来てもらいます。そういうマニュアルでしてね」

「種族アンノウン！　種族アンノウン入りまーす！」

「待って待って！　何、この『一万円札入りまーす』みたいなノリ!?　種族って何だよ！　俺は人間ですって！　ジャパニーズボーイのハイスクール・スチューデントですよ！」

　必死に暴れてみたものの、数人の大人たちに力で敵かなうはずもなく、俺は抵抗むなしくどこかへと引きずられていった。
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　連れてこられた上階の一室。

　そこには、先ほどのオメガもいた。

　彼女は俺を見ると目つきを鋭くし、「あ！　こいつです！　こいつ！」と言いながら、詰め寄ってくる。

「ソーマとか言ったわね！　あんたのせいで、いまわたしは大変なんだから！」

「は、はあ？」

「なるほど、あなたですか……彼女の種族を変更してしまった原因というのは」

　部屋にはもう一人、綺き麗れいな女性が立っていた。ハッと目が覚めるような美び貌ぼう。しかしもっと目を引く特徴は、耳が正常な人間のものとは思えないほど長いところだった。

　何だよ、今度はエルフのコスプレ……？

　どうやら彼女が、オメガのクレーム対応をしていたらしい。

　長耳の彼女は、こちらに近寄ってきた。

　すると、俺の傍そばに立つ役人が背筋をピンと伸ばし、

「シュミーアさま！　この彼は種族アンノウンです！　かねてよりのご命令通り、対応をお任せしてよろしいでしょうか？」

「ありがとう。後はわたくしに任せてください。これは極めて珍しいケースですからね。まさか魔ま法ほう陣じんが生き物の上に開くなんて！　でも、きっとこれも神のご意志でしょう。しかし、よくアンノウンを見つける指示を出す前に、彼を探してくれましたね？」

「そりゃあ、彼は調達士の試験合格者ですからね。え、そういう話でしょ？」

「ご、合格者？　この彼は、調達士の試験を受けたのですか？」

「そうですが……？」

「おお！　おお……何という大胆不敵な！　まだこの世界のことをほとんど知らないはずなのに、そのような苦難をもう乗り越えたのですね！　すばらしい！　すばらしいわ！」

　彼女は俺を拘こう束そくしていた役人とそんなやりとりを交わすと、俺の方に向き直った。

　どえらい美人から輝くばかりの笑顔を向けられ、思わずクラっとする。

「初めまして、ソーマさま！　わたくしはシュミーア。〝未み塔とうの街〟オウランティアの管理責任者を務めるエルフです。オメガの話から察する限り、どうもあなたは先ほどこの世界にやってきたようですね！　きっと不安で押しつぶされそうになっていたことでしょう……」

「ちょっと。この世界って何を言っているんですか。ここは日本でしょう」

「ソーマさま。あなたは所謂いわゆる、恥ち丘きゆう人ですね？」

「いや、あんたもそうでしょ」

「な、何とハレンチな……!?　い、いえ……コホン……申し訳ありません。何もわかっておられない方に、このような態度を取るべきではありませんでしたね」

　そう言いながら、シュミーアさんは頰ほおを赤らめた。

　え、いや、いまハレンチな要素あった？

「結論から言いましょう、ソーマさま。ここはあなたのいた世界ではありません。私たちの世界には、たまにそのあなたのいたチキュウという場所とつながる魔ま法ほう陣じんが発生し、その世界の住人が紛れこむことがあるのですよ。あなたも、その一人ということです」

「……は？」

「あなたは、光り輝く円形の模様をくぐったでしょう？　それこそが、その魔法陣なのです。運悪く、その魔法陣はこの可か哀わいそうなオメガの身体からだの上に開いたようですが。あなたは勇ゆう敢かんにも彼女を助けるため、そちらの世界に現れた彼女の尻尾をこちらに押し出したそうですね？　そのとき、勢い余ってこちらに来てしまったのでしょう」

「え、えーっと……」

　困ったぞ。どうやら、この人は真正らしい。コスプレするだけじゃ飽き足らず、こんな脳内設定を見ず知らずの人間に披露するなんて。

「信じてもらえていないようなので、まずはこれを見て下さい」

　シュミーアさんが腕を真横に伸ばし、手の平を広げる。

　その直後、轟ごう音おんとともに部屋の壁が吹き飛んだ。

「ぎゃああああああああああ!?　な、何!?　地震!?　はたまたテロリズム!?」

　一瞬にして腰を抜かし、床をはいずり回る俺。

　そんな俺に、彼女はしゃがみ込んで手を伸ばした。

「魔法です。あなたの世界にはない力だと聞いていますので、信じてもらうには手っとり早いと思ったのです。しかし、驚かせてしまったのなら申し訳ありませんでした」

　彼女の手を借りて、身体を起こす。その手が余りにもほっそりとしていたので、思わずドギマギしてしまった。

「ま、魔法？　魔法って、ゲームとか漫画の中の話でしょ……？」

「これまでわたくしが接してきた他のアンノウンの方も、そのようなことをおっしゃっていましたね。我々の世界観と近い文化を、空想の中とは言え、あなた方もお持ちだということ。ならば、理解をしていただきやすいとも思うのですが……」

「うーん」

「もちろん、まだ信じられないのは当然でしょう。ですが、わたくしの述べたことは事実です。まず、前提として……」

「待って。それってひょっとして俺も魔ま法ほう使えたりする？　なら信じられる気がするんだけど」

「えっ」

　シュミーアさんは意表を突かれたようだった。どこか得意気な顔でしていた説明を中断し、今度は目を丸くする。

「えーっと……クラスによりますが」

「クラス？　ああ、さっき下では騎き士しとか言われたかなあ。騎士なら使えます？」

「ちょ、ちょっと待って下さい！　ソーマさまはこの世界に来て間もないんですよね……？」

「そうですけど？」

「なら、ちょっと諸もろ々もろのことを受け入れるの早すぎませんか……？　疑念の眼まな差ざしを、一瞬にしてワクワクに満ちた期待の瞳ひとみに変えられても戸と惑まどうんですが。普通の人は、もう少し葛かつ藤とうとかあると思うんです。わたくしたちも、色々とマニュアルを用意していまして……。そしてお互い苦労に苦労を重ね、紆う余よ曲きよく折せつの果てに、この世界を信じていただくのが理想なんですよね」

　俺は腕を組み、うーんと唸うなった。どう説明すればいいのやら。

　もともと俺は、その場の勢いで生きているような人間だ。どう言えばわかってもらえるのだろうと考えるうちに、なぜ俺が彼女を説得しようとしているのか、この状況に疑問を持ち始める。ちょっと待て。俺はいま説明を受ける側でいるべきだろ。

「……あの、いいですか？　俺だって当惑してるんですよ？　でも、変な世界に紛れこんだって仮定した方が、いままでの話に辻つじ褄つまがあうし。突然、家が広くなってコスプレイベントが始まると思います？　ないですよね、そんなこと。そんな可変性の家を、平均的サラリーマンの父さんが買えるわけないし。だから俺もわけわかんなくて慌あわててたけど、説明されると『あー、なるほどね』って感じなわけです。俺のいた日本にはそういう作品も多いんですよね、最近」

「さ、作品……？」

「ジャンルとしては、異世界転生とか異世界召しよう喚かんものですよ」

「ジャンル」

「『参ったな、俺もついに異世界デビューか』……そういう心意気ですね、いまは。買っていただきたい」

　シュミーアさんが困惑し切った目でこちらを眺ながめていたので、俺は急いで言葉を付け足す。

「……いや、引くのはずるいと思うんです。ああ、実はそういう妄もう想そうをしたことがあったんですよ！　俺も異世界行けないかな～とか。ここがそうなんですね。なるほど西洋ファンタジー風、と！」

「あ、あの……空想と現実をごっちゃにしない方がいいと思うんですが……」

「え、でもこれは現実でしょ？」

「それはそうですけど……」

「じゃあいいじゃないですか。異世界。アリだと思います」

「……」

「で、俺は魔ま法ほうを使えるんですか？　魔法使いたいです魔法」

　俺がそう蒸し返すと、シュミーアさんは途端にやる気を失った様子で、ぞんざいな対応になった。

「……クラスは騎士でしょう？　なら、初期状態では使えないですよ」

「ちょっと待って。さっきみたいに『おお！』とかやって下さいよ。気分、盛り下がるでしょ」

「ええ……だって、せっかく考えてたマニュアルが使えなくなったんですもん。これ、世界各国の偉い方々と一緒に考えたマニュアルなんですよ。はあ、また作り直しですかね……」

「……いや、マニュアルて」

「《異世界人アンノウンを迎え入れるためのマニュアルVer.1.1.2》」

「うーん、ちょっと更新されてるところにリアルさを感じますね」

　シュミーアさんは三角座りで身体からだをゆすりながら、本格的にいじけ始めた。

「はあ……何でよりによって、せっかくこっちにきてくれた異世界人アンノウンがこんな変人なんでしょう？　魔法の反応まではよかったんですけどね……『で、でもまだ信じられるもんか！』とか『トリックだろ！』とか『プラズマだァ！』とか、そういうのを期待してたのに……」

「おい、じゃああんたまさか、さっきのは俺を驚かせるためだけの魔法だったのか？　信じさせようとか、そういうのは建前だったってこと？」

　すると、ピタリと動きを止めるシュミーアさん。

「……あ！　ま、魔法が使いたいんでしたよね!?　通常アンノウンはこの世界に来たときに、周りの物質によって身体を構成されますから、それによっては魔法が使える可能性ももも！」

「誤ご魔ま化かすな！　こちとら、齢よわい十六にしてちびりかけたんだぞ！　アメリカとかじゃ、これ訴訟案件だからな！」

「オメガの尻尾しつぽが失われたと聞きます！　となれば、あなたを構成しているのはラミアの身体なのですから、いまあなたはその力を受け継いでいるはずですよ！　魅了チヤームの力を！」

「……くそっ！　力技で逃げ切る気だな!?」

「魅了チヤームは異性を虜とりこにする特殊技能です！　あなたのパンデモニウムを、光にかざしてくれませんか？」

「はっきり言って俺はこの世界で、まだ碌ろくでもない人間にしか会ってないと思います。あなたもそのリストに加えますよ」

「あなたのパンデモニウムを、光にかざしてくれませんか？」

　この手の輩やからには、もう何を言っても無駄だ。

　色々と思うところはあったが、俺は彼女の言う通りにしてみた。

　影の中に銀色の文字が踊り、そこに目をやったシュミーアさんがパンと手を打ち鳴らす。

「ほら！　ここに書かれていますよ！　特殊技能、魅了チヤーム！　これで、オメガの方の疑問も解決ですね！　尻尾しつぽを失ったあなたは、もうラミアではありません！　ですからあなたの種族欄から、ラミアの文字が消えたのですよ！」

「はあ!?　ちょっと待って下さい！」

　待ったをかけたのは、金髪ツインテールの少女、オメガ。

「じゃあ、このパンデモニウムは正しいってことですか!?　このステータス値も!?　わたし、こんなに弱くありません！　ラミアの里ではすごく強かったんですから！」

「い、井いの中なかの蛙かわず大海を知らずという言葉もありますよ……？」

「知らなかったからって、泳げないとは言ってないでしょ！　わたしは大海でも泳げたカエルなの！　いや、やっぱりカエルサイドの事情は知らないけど！」

　ことわざのその先を見み据すえるその姿勢、流石さすがは蛇だ足そく娘むすめである。

　そんなことを考えていると、オメガはキッと俺に鋭い視線を向ける。

「……こいつのせいなんですね！」

「……は？」

「とぼけないで！　あんたがわたしの尻尾を取ったから、わたしは弱くなっちゃったんでしょ！　そ、そう言えば、あんた、わたしの魅了チヤーム効いてないじゃない！」

[image: ]

　そう言うが早いか、オメガは自分のパンデモニウムを日にかざし、そこにある文字に目を這はわせた。

「な、ない！　やっぱりない！　ステータス欄に魅了チヤームが載のってないわ！　うわーん、ラミアのアイデンティティを根こそぎ奪うばわれたああ！　もうお嫁に行けないいぃぃ！」

「泣かないで……泣かないで下さい、オメガ」

　シュミーアさんは、おろおろしながらオメガを慰めた。

「方法はありますよ、オメガ。ええ、わたくしもそのことをあなたにお伝えしようとしていたのです！　そのために異世界人アンノウンを探そうとしていたのですが、まさかその方が調達士試験を合格しているとは思いもしませんでした。これは、ある意味幸運かもしれませんよ？」

「ひっく……幸運……？」

「そうです。ソーマさまの身体からだがあなたの尻尾から出来ているということは、彼を元の世界に返すことができれば、あなたの尻尾はきっと返ってくるでしょう？　そこで調達士の目的をよくよく思い出して下さい」

　わけがわからないとばかりに眉まゆをひそめるオメガに、シュミーアさんは説明を続ける。

「天にぽっかりと現れた、消えない巨大な魔ま法ほう陣じん……それを覆おおい隠す塔とうを立てるための素材を調達するのが、試験に合格したあなたの役目です」

　言いながら、シュミーアさんはオメガを連れて部屋の窓まど際ぎわまで歩いた。

　何となく俺もその後を追い、窓からひょいっとシュミーアさんの指さす大空を眺ながめ───仰天した。

　天高くに浮かぶ巨大な魔ま法ほう陣じん──そして、そこに向けて伸びるドデカい建造物──

　俺は、この世界で何回か聞いた「〝未み塔とうの街〟オウランティア」という言葉を思い出す。

　まさか、あのとんでもなくデカい建造物が、その〝未塔〟だっていうのか……？

　オメガは涙を拭ふきながら、シュミーアさんに問いかけた。

「調達士の役目はわかってます。わたしだって、調達士になるのに憧あこがれてましたから。ですけど……それとあいつと、どういう関係が……？」

「天に開いたあの魔法陣は、ソーマさまの世界とつながっていると考えられています。突発的に現れる魔法陣と、大きさの違いこそあれ、まったく同じかたちで、かつ同じ模様をしているのですから。つまりは塔が完成し、あの天空の魔法陣に我々が到達したとき、この世界に紛れこんだ異世界人の方々を、元の世界に返すことも可能になるだろう、ということです」

　ハッと息を飲むオメガ。

「調達士としての役割を全まつとうして塔を完成させれば、あいつを元の世界に送り返せる！　そうすれば、わたしはラミアに戻れるってことですね！」

「その通りです。そしてソーマさまにしても、元の世界に帰りたくてたまらないはずです。ですよね!?」

　クワっと迫力ある表情を向けてくるシュミーアさんに、俺はとても面食らった。

「そ、そりゃあそうですよね……？　俺だって高校生としての生活があるし、元の世界でやらないといけないこともありますよ。俺がいないとヌーコだって寂さびしがるでしょうし」

「そう！　ですからわたくしは、ソーマさまが調達士試験に合格したのが幸運だと言ったのですよ。調達士は一人ではとてもやっていけません。パーティーを組む必要があるのです。ここまで言えば、もうおわかりでしょう？」

「え……？　それってひょっとして……」

　戸と惑まどうオメガと俺に向け、シュミーアさんは飛びきりの笑顔を浮かべて見せた。

「おめでとうございます！　あなた方はもう仲間ですよ。これからともにクエストをこなし、塔に必要な様々な素材を調達して下さいね。そしてお互いのため、塔の完成を急ぐのです！」
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　何でも、このオウランティアの上空に巨大な魔法陣が現れたのは、十年ほど前のことらしい。

　なぜなのかはわからない。しかしこの世界の住民たちは、その魔法陣が外の世界とつながっていることをすでに知っていた。

　それまでも同じような魔ま法ほう陣じんが世界の色々なところで現れ、外なる世界の人間──異世界人アンノウンをこちらの世界に送り込んできたからだ。

　普通の魔法陣はすぐに立ち消えるが、オウランティアの空高くに現れた魔法陣はあまりに巨大であり、含がん有ゆうする魔力が膨ぼう大だいなためか、まったく消える素振りを見せなかった。

　外界との門とも言えるあの魔法陣を、そのままにしておくことはできない。

　異世界人アンノウンには、本当に様々な人間がいた。無害な者もいれば、この世界を滅め茶ちや苦く茶ちやにしようとした者もいたらしい。

　そこでこの世界の人たちが考えたのは、あの魔法陣に到達する巨大な建造物を建築し、外なる侵略者に備えようとすることだった。

「それでね、あの塔とうの中には、いまダンジョンが作られてるの」

　シュミーアさんと別れてから、俺はオメガにこの世界のことを色々と聞いていた。

「ダンジョン？」

「悪意を持ってこっちの世界にくる侵略者をやっつける施設よ。わたしたち調達士の役目は、その施設の完成のために色々な素材を調達してくることなの」

　色んな異世界作品を嗜たしなんでいる俺は、この説明を聞いて眉まゆをひそめた。

　……おかしい。

　異世界におけるダンジョンって、攻略するものじゃなかったっけ？　クリアしたら、財宝が手に入る的な。それがお約束じゃなかった？

　なのに、何で俺は──作る側なんだよ……？




　それから、オメガは俺を自分の寝床に案内した。

　湖からそう遠くない郊外に張ってあるキャンプテント。

　周りには、他にもちらほら同じようなテントが張ってあり、近くに温泉が湧わいていた。

　どうもここに来るまでに聞いたオメガの話によると、天空に巨大な魔法陣が現れるまで、もともとオウランティアは温泉街として栄さかえていたらしい。

「この時期は調達士試験に向けて、色々な国の人がここに集まってくるのよ。で、みんなここでキャンプをするの。野宿だけど、近くに温泉はあって身体からだはずっと清潔にできるし、食べ物は街から売り子がくるから簡単に手に入る。それにみんなでワイワイできたし、結構いい生活だったわ」

「いい生活だったって、もう終わりなのか？」

「だって、もう試験が済んで、みんないなくなっちゃってるじゃない。落ちた人は自分の国に帰る。受かった人は都市の中で暮らし始める。小額だけど、調達士は塔とうの会からお金も貰もらえるんだから。わたしも明日からは、オウランティアの中で生活するわ」

「ギルドに行ってクエストを受注するわけだ。そうやって、金を稼かせぐと」

「あんた、この世界に来て間もないくせに、何でそんな要領得てるのよ？」

「まあ、よくある話だ。気にしちゃいかん」

「ふーん……」

　オメガはじろじろと俺を見つめてくる。

「……ソーマ？　パーティーを組む上で、もちろんわかってると思うけどね？　あんたの身体からだはわたしの一部でできてるんだから、わたしのことを最優先しないとダメなんだからね。前線に立って戦って、わたしが魔ま物ものにやられそうになったら助けるの。とりあえず、必須スキルは『挑発』よ。わたしに襲いかかるモンスターを引きつけて、場合によっては迷わずタコ殴なぐりにされるの。いい？」

「は？　そんな我がままが通ると思ってんの？」

「我がままじゃないわ！　わたしはこれまで、巧みな尻尾しつぽさばきで無む双そうしてきたのよ！　ラミア相撲すもう大会ジュニアチャンピオンなんだから！　ときには張り尻尾の力押し！　ときには庇かばい尻尾のテクニック！　そしてラミア相撲の花、巻きつき～巻きつきで～オメガ山の勝ち～。……そういった成功体験を積み上げてきたんだから！」

「お前絶対、日本文化に精通してるだろ」

「キボンヌ安価？　……変なこといって誤ご魔ま化かす気ね!?　わたしの尻尾の代わりなんだから、そのくらいしてもらわないと困るって言ってるの！」

　何だよキボンヌ安価って。お前いつの時代のネット民だよ。

「……突然こんな世界に来てしまった俺に同情とか覚えないのか？　だいたい、俺はお前を助けようとしてこんなことになっちまったんだぞ」

「あんたくらいの年齢なら、一人立ちしていいくらいでしょ？　故郷にそんなに拘こだわる必要ある？　え、何歳なの？」

「十六ですが」

「わたしも十六。ま、引き分けってとこ？」

　ふふん、と得意そうに言うオメガ。

「おい、誰もそんな話をしていないだろ。お前だって、突然見知らぬ土地に連れてこられて、周りにわけわからん人間たちが現れたら困るだろ。いま、俺がそういう状況です」

「困らないけど？　ここはわたしにとっては見知らぬ土地だし、わけわかんない人だってたくさんいたわよ？」

　うーん、やはり異世界。人の価値観が違うのか。

　あるいはオメガは亜人デミヒユーマンとかいっていたし、そもそも普通の人間とは考え方が違うのかもしれない。人付き合いというか、誰かとのコミュニケーションに不都合を感じたこともないのかも……。会ったばかりの俺にも、ずけずけと遠慮なくものを言うくらいだし。

　同情を買えないと思った俺は、不ふ貞て寝ねを始めようとして……テントの中に大量の抱き枕が転がっているのを見つけた。

「え、何これは……」

「わたし、何かに巻き付かないと寝られないの」

「……キャラものもありますね……」

「べ、別にいいでしょ！　誰かに迷惑かけてるわけでもないんだから！　この子は邪じや神しんヴィクティアさまをイメージして作られた『びくちゃん』。こっちはヴィクティアさまが処刑されるときに繫つながれた柱がモデルの『ピラー丸』」

「そ、そういうのが流行はやってるんですか？　この世界では……」

「わたしのオリジナルよ」

「だったら、もっとましなもんをモデルにキャラクターを作らんかい！　何だ邪神とか、柱とか！　お前、頭おかしいんじゃないか!?」

「失礼ね！　わたしはヴィクティア教徒よ！　ヴィクティアさまご本人はもちろんのこと、その邪じや遺い物ぶつの柱だって信仰の対象なの！」

　邪じや遺い物ぶつ……？　それって聖遺物的なやつ……？

　オメガは自分のパンデモニウムをかざした。するとすぐ、ランプの影に彼女の詳しよう細さいが現れる。

「ほら、見なさいよね！　わたしのクラスは邪神官！　これは神官の上位職よ。混こん沌とん値ちがすごく高くないとなれないんだから。シュミーアさまにだって、最初から上位職になれるなんてすごい！　ってお褒ほめの言葉をもらったの」

「混こん沌とん値ち？」

「秩序値と相反するパラメータよ。普通の人は秩序の方に振れているものらしいわ」

　それ、お前が野や蛮ばんってだけじゃないか。ラミアって言えば半分モンスターなわけだし。

「そう言えば、オメガは種族がラミアじゃなくなったって騒いでたけど、結局いまは何の種族なんだ？　ここに書いてるよな？」

「ああ、ダメ！　見ないで！」

　オメガは顔を真っ赤にしてその欄を隠そうとするが、俺はすでにその文字を読み取っていた。

「……天使？」

　そう言って少女の方を見ると、オメガはますます顔を赤くして小さくなる。

「……シュミーアさまは、きっとこの輪っかのせいだろうって……わ、わたしだって好きでなったわけじゃないもん……」

　彼女の腰付近に浮かぶ、光の輪っか。最初、オメガが俺のかけた魔ま法ほうだと決めつけていた奴やつだ。

「……これ、あんたの世界とつながった魔法陣じんが、変異したものだろうって。触ることもできないし、とりあえず放置しておきなさいって言われたわ」

「……え、落ち込む要素ある？　天使の方がいいだろ。ラミアよりも」

「はあ!?　天使なんて最低よ！　ヴィクティアさまの処刑を実行したのも、天使たちだって言われてるんだから！　聖なる神の使いなんて、邪じや神しんヴィクティア教徒の名折れだわ！」

　そうか、こいつはモンスター娘。聖なる神さまサイドは嫌いやってわけか。

　しかし、そうなると参った。せっかく一時的とはいえゲームのような世界に来て、所謂いわゆる冒険者のような暮らしができると思っていたのに、俺は正義のために戦えないってこと？

　俺が一人うーむと葛かつ藤とうしていると、オメガがずずいっと顔を近づけてくる。

「……おい、近いなんだ、近い近い。距離感を考えろ距離感を」

「だいたい、ソーマだってわたしのことを馬鹿にできないでしょ！　あんのうん……だっけ……とにかく、そんなへんてこりんな種族なんだから！」

「そんなこと言われても、俺の身体からだ、人間と変わらないしなあ……」

　手の平を握っては開いてを繰り返し、違和感がないことを確かめる。

　シュミーアさん曰いわく、アンノウンの身体は元になった物質の性質を受け継ぐというので、モンスター娘のものとはいえ生物の身体でできている俺は、現実世界のときとほとんど違いなく過ごせるだろうという話だった。

「岩とか砂とかじゃなくてよかったってことなのかな。ゲームとか漫画のゴーレムみたいな格好にならなくて済んだわけだし」

「いかにも下僕って感じだから、わたしはそっちの方がよかったけど」

　不平がましく唇を尖とがらせるオメガ。こいつ、絶対性格悪いよな……。

　彼女は俺に抱き枕を、ぽん、と一つ投げて寄こしてくる。

「馬鹿話してても仕方ないわ。もう寝ましょ。明日はギルドに行って、めぼしいクエストを探すの。同期生の調達士に負けるわけにいかないもの」

　言いながら髪を結ぶ紐ひもを解くと、綺き麗れいな金色の髪が、ふわりと背中に落ちた。

「それはいいけど、俺は抱き枕なんていらないぞ」

「あんたはわたしの尻尾しつぽなの！　抱き枕に巻き付いてもらわないと寝られないの！」

「……それは気分の問題では？」

「それが何より大事なことでしょ！　ほら、早く巻き付いて！　足をもっとこう……ああ、もう！　センスないわね！」

　ちょっと待ってくれ。これは俺の想像していた異世界生活と違う。

　まさか一日目から、抱き枕の抱き方について亜人デミヒユーマン種にレクチャーを受けるなんて。

　そんなことを考えているうち、いつの間にか、俺は抱き枕にしがみついたまま鎖くさりでぐるぐる巻きにされ、火あぶりのため木に縛り付けられる豚のような拘こう束そくを受けていた。

「……え？」

「い、言っとくけど、わたしが寝てる間、変なことしたら丸飲みにするから……!!」

　顔を赤らめて、そう言うオメガ。

　いやこの状況で、そんなことできるわけないですやん。こっちは忍者とかマジシャンじゃないんだぞ。て言うか、寝ることすら危ぶまれるんですが。

　しかしそこだけは安心したことに、少しするとすぐに睡すい魔まが押し寄せてきて、俺は眠りに落ちることができた。
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「ほら、早く起きなさい！　いつまでピラー丸に巻き付いてるの！」

　キンキンと甲高い声が響き、俺は眠りから覚めた。

　ぱっと目を開くと、金髪の少女が俺を覗のぞき込こんでいる。

　上のテントを透かして光が差し込んでいるところを見る限り、もう朝なのだろう。

　ああ、やっぱり昨日のことは夢ではなかったらしい。ここは異世界で、こいつは──

「そんなに物欲しそうな顔してもダメよ？　ピラー丸に関する著作権、及び劇作化やグッズ販売に関わる二次的利用権は当方に帰属します」

　──元ラミアのオメガ。

　……え？　この世界も権利とかそういうのにうるさい感じ？

「……おい、馬鹿なこと言ってないで早く鎖くさりを解けって。なーにがピラー丸だよ。俺だって好き好んで、こんなもんに抱き付いてるんじゃないやい」

「……設定、聞く？」

「いいから。そんなもん求めてないから。早く。エコノミークラス症候群になっちゃう」

　それから俺は、起きて数十秒で「よいではないかごっこ」をする羽目になった。時代劇によく出てくるような、エロ殿さまが女性の着物の帯を引っ張ってくるくる回すあれだ。

　鎖を解かれてまず気付いたのは、身体からだの節々が痛いということ。

　きっと無理な姿勢で寝て、寝違えたのだろう。

　次にオメガの方に目を向けて気付いたのは、彼女がバスタオル一枚の半裸姿であること。

　きっと痴ち女じよなのだろう。




「──じゃなくてええええ！　な、なんだお前、その格好はああああ！」

「温泉に入ってきただけよ！　着替えるから、テントから出てってって言ってるの！」

「お、温泉？」

　思わず、声が裏返る。

　そう言えば昨日はその話を聞くだけで、実際に温泉には行かなかった。すごく興味はあったんだけど。俺がそんなことを考えていると、オメガは湿った髪を手で撫なでつけながら、ジロッと俺の方を睨にらんだ。

「あんたも入ってくれば？　どこも、もうほとんど人はいなかったけど」

「ほお、温泉ねえ……」

　俺は首をひねり、

「……まさかとは思うけど、この辺の温泉って混浴だったりする……？」

「そりゃ混浴よ。都市の外だから、何が起きても自己責任」

　……まじで？　異世界半はん端ぱなくね？

　俺は気持ちを切り替えて、朝のクエストに出かけることにした。流石さすがは異世界。現実世界ではほとんど見かけない混浴種（Ｓレア）が野放しになっているなんて。

　ＦＰＳなどのゲームにおけるプレイスタイルを自己分析するに、俺は近接戦闘ではなく遠距離からスナイプを狙ねらうのを好む傾向がある。つまりは危険を冒して目の前の女の子の半裸姿を眺ながめるよりも、安全な場所から花園を覗のぞきたいということ。

　しかし、俺は言葉の難しさを実感する羽目になった。

　湯けむりの向こうから現れた生き物の姿を見た瞬間、俺はオメガのテントにＵターンした。

　温泉は、人間とモンスターの混浴だった。
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　異世界に大きく裏切られた後、俺たちはオウランティアの街に入り、ギルド会館の前に張り出された張り紙を眺めていた。

　この街を管理する『塔とうの会』の公認というクエスト一覧。

　そこには、塔に必要な何々という素材を持って来いという、調達士としての本分のような内容もあれば、害がい獣じゆう駆く除じよのように、街そのもののためになる依頼もある。

　オウランティアは、石畳とレンガで造られた綺き麗れいな街だった。ベースは中世ヨーロッパ風であるものの、日本的な温泉街に似た雰囲気もあって、和様折せつ衷ちゆうここに極まれりと言った風ふ情ぜいある光景──。

　これぞファンタジー世界とばかりの空間に囲まれ、自然と俺のテンションも高まってくる。

「きょろきょろしないでよ。お上りさんみたいに思われるでしょ」

　オメガが俺の服の袖を引っ張って言う。

「しょうがないだろ。珍しいもんは珍しいんだから。凄すごいなあ……異世界凄すごいなあ……」

「あんまりとぼけたこと言ってて、怖い人に捕まって売られても知らないから。そういうの、風ふ呂ろに沈められるって言うのよ」

「お、お前、それ意味わかって言ってるのか……？」

「当たり前でしょ！　わたしは『ラミア金融伝─身み波なみの女帝』のファンなんだから。『貸した金は必ず取りたてるでえ！　内臓売るか風ふ呂ろに沈むか、どっちか選ばんかい！』……痺しびれるわ！」

「勝手に痺しびれてろ」

「ちなみに風ふ呂ろに沈むっていうのは、温泉街で『身み波なみ温泉宿』のチェーン店オーナーを務めるって意味よ」

「結構な好待遇じゃねえか！　何なの!?　この世界では、借りた金返さなかったら一国一城の主あるじになれるの!?　何で毎度、想像の斜め上をいくんだ異世界!!」

「身波は任にん俠きようのラミアなのよね」

「それもう任にん俠きようとかじゃなくて、ただのお人ひと好よしじゃねえか。粗あら挽びきのツンデレかよ」

「……ま、それは置いといて」

　箱をどかすようなジェスチャーをしながら言うオメガ。

「いっぱいクエストがあるわね。塔とうの完成を目指す云うん々ぬんの前に、わたしたちはここで生活力を身につけないといけないわ。そのために、まずはお金を稼かせぐの。いまのわたしたちでもできそうなのは、ＥからＧくらいの難易度までよ。どれにしようかしら？」

「……これは？　建築素材のアーク石五百Ｂ？　報酬は六万ゴールドだって」

　貨幣価値はわからないものの、難易度は最低レベルと思われるＧ。となれば、きっと楽で簡単な内容なのではないか、と思ったのだった。

「石五百Ｂブロツクって、あんたボックスアイテム持ってないでしょ。どうやって運ぶのよ」

「ボックスアイテム？」

「色んなものをアイテム化して、しまっておける魔法の収納アイテムよ。『ブロック』ってのは、世界標準の単位のことね。大体、これくらいかしら」

　オメガは何もない空中に、およそ一立方メートルくらいの大きさの立方体を描くような手振りをした。

「へえ、そんなアイテムがあんのか」

「結構高いわよ。調達士は、ボックスを買って一人前って言われるくらいだし。ブランドがあってね？　いまは魔力ハイブリッドエンジン搭とう載さいの、容量五万ブロックオーバーが人気！」

　車みたいね。

「お前は持ってないの？」

「ふふん、持ってるわ」

　偉そうに胸を張って、これ見よがしに腕を伸ばすオメガ。

「この腕輪がそう！　この中に色んなアイテムがしまってあるの！」

　そう言えば、こいつ腰巻きをどこからともなく取り出していたし、そのボックスとやらに布をしまってたってことか。

「お前が持ってるならいいじゃん。パーティー内の誰かが持ち運べばいいんだろ？」

「わたしのボックスは中古なの。お姉ちゃんのお下がり。大分魔ま力りよくが弱まってるから、十ブロックくらいしかものをアイテム化しておけないわ。五百ブロックなんてとても無理ね！」

「そんなところまで偉そうに言う必要ないだろうが！」

「箱なしの甲か斐い性しようなしに言われたくない！　とにかくこれは無理。素直にモンスターを討とう伐ばつしてこいとか、そういうのをやればいいの。あ、これなんていいんじゃない？」

　オメガが指差したのは、難易度Ｆのクエストだった。

「オウランティアの西の森に、悪いサキュバスが住み着いて困ってるんですって！　そいつのせいで森の魔物が妙に強くなってるから、退治してほしい。報酬は……ええ、百万ゴールドも貰もらえるの！」

　一人で言って、一人で驚く。

「なんでなんでなんで！　なんで難易度Ｆのクエストがこんなに破格なの!?　普通、難易度が高いほど報酬も大きいものでしょ！　他のＦクエなんてよくて十万くらいなのに！」

　Ｆクエって。日本の国民的ゲームを二個足したような言い方やめろ。

「それは曰いわく付つきってことだろ。やめとこうぜ。ほら、よく見てみろ。これ依頼主がシュミーアって書いてるぞ。シュミーアってこの街を管理してるっていう、昨日のあの碌ろくでもないエルフのことだろ。絶対おかしいやつだぞ、そのクエスト」

「シュミーアさまの依頼!?　じゃあ絶対これにするわ！」

「待てって！　こっちのやつにしよう。吸血鬼の食糧用にヒルモンスターを狩ってくる。なんかいま、血液が値上がりしてるってさ。『お徳用！　お一人さま一日二匹まで！』って書いてる」

「そんなしょぼいクエストやらない！　こっちのサキュバスにする！」

　オメガが大声を出すと、何だか周りの空気が変わった気がした。ざわっと一瞬ざわめきが広がってから、急にシーンと静まり返る。

　そして、大量の視線を感じた。

　そっと辺りを見回すと、妙に憐れん憫びんというか同情というか、クエストの掲示板前に集まっていた調達士らしき人たちがみんな、そんな顔をして俺たちを見ていた。

「……オメガ、やめとこう。絶対やばい奴やつだよ、これ……」

「西はこっちね！　ほら、行くわよ！」

　ぐいっと首根っこを捕まえられ、俺は引きずられるようにして連れて行かれた。

「や、やめてえええええ！　まだ死にたくないいいいい！　だ、誰か助けてええええ！」

　しかし、誰もオメガを止めようとする者はいない。

　人たちの間を進む途中、ぽつぽつと言葉が聞こえてきた。

「……彼女たちならワンチャン……？」

「が、頑張れ！　ドリーの生いけ贄にえになってきてくれえ！」

　生いけ贄にえ？　なんだよ、生いけ贄にえって！　超怖いんですけど……!?
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「ふっ……!!　俺さまの魅力に酔いな！　魅了チヤーム!!」

　場所は都市壁から西に行ったところの森。入口から少し進んだあたりにて。

　俺はモンスター相手に無む双そうしていた。

　まさか俺に、こんなチート能力が備わっていたとは。

　都市を出る前と打って変わって、俺は強気になっていた。

　きっかけは、オメガから剣を借り、おーそれっぽいなと思っていた矢先、いきなり現れたイノシシ型のモンスターの攻撃を避けようとして、咄とつ嗟さに素手でそのモンスターに触れたことだった。

　そのモンスターは急におとなしくなり、ごろりと腹を空に向けてハアハア言い出したのである。

「えっ、何このイノシシは……？」

　俺の疑問に、オメガが答える。

「ソーマの虜とりこになったんだわ。何も介さずに直接触れると、魅了チヤームの効果が発動するの。でも、人が使ってるのって、見てて気に入らないわね！　わたしは使えなくなったのにぃ！」

　ぶーぶーと不平を言うオメガに、俺はぽつりと訊たずねた。

「……なあ、魅了チヤームって異性を虜とりこにする技能なんだよな？」

「そう言われてるわね」

「じゃあさ、ひょっとして人間に使えば、可愛かわいい女の子をメロメロにできちゃったりもするわけ……？　なら、ハーレムを築いたりも……？」

「え？　あ、待って」

　そのとき、オメガは何かに気付いたらしい。

　彼女はほんのりと顔を赤くしてから、残念そうに首を横に振った。

「……あー、それは無理じゃない？　ほらソーマ、このイノシシを見て。仰向けになってるからわかりやすいわ──こいつ、オスよ」

「……は？」

「そう言えば、昨日あんたを縛るときに素肌に触ったけど、わたしは虜とりこにならなかったし。それに確かあんた、シュミーアさまに助け起こされるとき、あの方の手を握ってたわよね？」

「そうだったっけ？」

「そうよ。でもあの方がその後、あんたの虜とりこになっていたようには見えなかったわ。もともと少しでも好意のある相手に対して魅了チヤームは効かないものだけど、ほぼ初対面のあんたに、あの方が好意を抱いてたとは考えにくい……だから、きっとあんたの願望は達成不可能ね！　オスのラミアは魅了チヤームを使えないからこれまで検証のしようがなかったけど、魅了チヤームは異性を虜とりこにするんじゃなくて、きっとオスにしか効かない力なんだわ！　このイノシシが証拠よ！」

「い、意味ねえ！　男なんて惚ほれさせても仕方ないじゃねえか！　何でこう空回りするんだ！」




　──というやりとりの後、幸運なことに遭そう遇ぐうするモンスターがことごとくオスだったため、俺たちは血を流さずに森を進んでこられたというわけだ。

　いまも、俺の虜とりこになった巨大な牛型のモンスター（♂だろう）が俺に鼻をこすりつけてくる。

　そんな様子をジト目で睨にらみ、オメガはまだ不満そうに言った。

「……引くわー。『俺さまの魅力に酔いな！』ですって……」

「い、いいだろ別に！　こういうときしか活用できないんだから！」

　俺は人間相手には、魅了チヤームを封印することに決めていた。この力では誰も幸せにならない。

「ふん、まあいいわよ。あんたのおかげで、ここまでほとんど戦わなくて済んでるわけだし？　でも、この森ってなんなのかしら。これってベヒーモスよ……？　こんな比較的平和な街の近くにいるようなモンスターじゃないわ。どうしたのかしら……？」

「えっ」

　俺は驚いて、身を摺すり寄せてくる牛を見つめた。

　よくよく見ると、でけえな、こいつ……。

　こんなのとまともにやりあったら、絶対無事じゃ済まないだろ……。

「ああ、ソーマ。ベヒーモスは求愛中に相手を殺すこともあるから気をつけてね」

「えっ」

　俺は再び驚いて、身を摺すり寄せてくる牛を見つめた。

　ちょっと待って。なんか、目が血走ってない……？

「ぶも、ぶも、ぶもももーん、ぶも」

「あんた、モンスターの言葉わかる？　『君、食べちゃいたくなるくらい可愛かわいいねえ！　食べようかなあ！　大丈夫、オレの胃袋は肉も消化できる！』ですって。……やばいわね。相手の都合をまったく考えないタイプだわ」
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「べ、べひ雄くん……？　ぼくたち、一緒にいちゃいけないと思うんだ……。これからはお互い、違う道を進もう……？」

「ぶ、ぶもおおおおお!!　べひひーん!!」

「『いやだ！　一生、一緒にいよう！　具体的かつ詳細に言うと、オレの血肉になってくれということなんだ！』」

「ひ、ひいいいいいい！　な、なんか直訳みたいいいいい！」

「わ、わたしのせいじゃないわ！　この牛、訛なまりが激しいの！」

「そんなどうでもいいこと言っとる場合かあああ！　助けてくれえええええええ！」

　俺は、一目散に逃げ出した。後ろから、恐ろしい地響きを鳴らしてベヒーモスが追いかけてくる。

「オメガああ！　助けてええ！　邪じや神しん官かんさまあ！」

「……ち、治療はしてあげられるわ！　わたしは邪神の加護を受けた、回復魔法のエキスパートなんだから！　あんたが死なない限り、だだ大丈夫！」

「役やく立たたずううううう！　しかもそれ、何か回復しなさそううううう！」

　背後に猛もう烈れつな衝しよう撃げきを受け、俺はエビ反りになって吹っ飛んだ。

「ぐえぇっ……!!」

「モウ、たまらん」

「『さあ、追い詰めたぞ！　愛の巣（※胃袋の意か）に入るんだ！』」

「いやこいつ、いま喋しやべっただろ！　て言うか、まだ翻ほん訳やくしてんじゃねえよ！　しかも注釈まで添えて！　死ぬ！　俺、死ぬって！」

「魅了チヤームを解きなさい！　そうすれば食べられずに、殺されるくらいで済むわ！」

「馬鹿野郎！　どどどっちみち死ぬだろうが！」

「パンデモニウムが壊れるだけよ！　いまは説明してる時間がないわ！　いいから早く魅了チヤームを解くの！」

　わけもわからないまま、俺はオメガの言葉に従い、魅了チヤームを解こうとした。そのとき──

「……貴様、何をしている？」

　──凜りんとした声が響き、俺の傍そばまで接近していたベヒーモスがびくりと硬直する。

　俺は半泣きで漏らしそうなまま、声の主を見つめた。

　そこに現れたのは、真っ黒な長い髪を腰まで伸ばした、魅み惑わく的なプロポーションをした女性──こんな美人を見たことがないというくらい整った顔立ち。しかし、一目で普通の人間でないことはわかる。

　頭に二本の巻き角、背中に二枚の小さな翼つばさがあり、先端がスペードのかたちをした細長い尻尾しつぽを生やしていたからだ。

「……べひぞう。貴様、いま何をしていた？　この森で、人を殺すことは許さんと言っておいただろう？　貴様、私の命令が聞けんような低能だったのか？」

　すると、牛がガタガタと震えだす。

「ぶも、ぶもぶももも……」

「つい、出来心で、だと？」

　ギロリ、とベヒーモスを睨にらむ女性。

「……ふん、貴様の処遇は後で決める。行け」

　ベヒーモスは迫力を失って小さくなり、すごすごと森の奥に帰って行く。

「た、助かったわ。ありがとう！」

　オメガが女性に近付き、彼女に向かって思い切り頭を下げた。

「礼を言われるようなことではない。むしろ、こちらが謝あやまらなければならん。私の家畜が迷惑をかけたな。君、大丈夫か？」

　女性は俺に近付くと、手を差し出してくる。ぐっと力強い感触。そして、ひょいっといとも簡単に立たされた。

「か、家畜？　さっきのベヒーモスはあんたが飼育してたってのか？」

「その通りだ。魔王の城の番ばん獣じゆうを務めたいと言って、私の『ドリーズブートキャンプ』に加えてやったのだがな……どうやらその夢は口だけのようらしい。魔王の城の番獣ともなれば、品格も求められる。それが、あの様ではな。……失望の極みだ」
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　何だか、妙に男らしく笑う女性。それが元々の美び貌ぼうのせいで、変な色気を醸かもし出だしている。

「……えーっと」

「おお、自己紹介が遅れたな。私はドリー。種族はサキュバスだ。この森で、森番のようなことをしている」

「さ、サキュバスですって！」

　彼女──サキュバスのドリーの言葉に、すぐ反応するオメガ。

「じゃああんたが、この森に住み着いているっていう悪いサキュバスね！　あんたのせいで、森の魔物が強化されてるって、シュミーアさまがお困りなのよ！　神妙にお縄なわにつきなさい！」

「シュミーアの奴やつが私を迷惑がっているだと？　ほう、そいつは面白い！　私はあいつの夢を叶かなえる手助けをしてやっているというのに！」

　サキュバスは、ふっとニヒルに笑った。

　何だろう、なんか凄すごい男らしくてかっこいいんだけど……。俺のイメージのサキュバスって、もっと妖よう艶えんというか性的というか、男が思い浮かべる女性の理想像みたいな感じだったんだけどな……。日本では、淫いん魔まとか呼ばれることもあるくらいなんだし。

「手助けってどういうことよ？」

　オメガは腕を組み、不満そうに訊たずねた。

「言葉通りの意味だ。ここには多種多様のモンスターを放し飼いにしている。となると、調達士の腕試しの場にもってこいだろう？　シュミーアは調達士たちに、あの塔とうを完成させる手伝いをさせている。しかし調達士にはときに、素材を調達するため過酷な場所で、強力な魔ま物ものと戦わなければならない場面も出てくるのだ。となればここで調達士を鍛きたえ、強化してやれば、それだけ塔の完成を早める結果につながるというわけだ。それを、迷惑と言われるとはな！」

「えーっと……それ、シュミーアさんに許可取ってやってます？」

　俺が訊きくと、サキュバスは眉まゆに皺しわを寄せ、

「なぜ、私がシュミーアなどの許可を取らねばならんのだ？　それでは私があいつより下のようではないか！　奴やつとはかつてパーティーを組んでいたこともある。そんな相手に、わざわざ伺うかがいを立てるような真似まねはできん！」

「……え、パーティー組んでたの？　あのエルフのお姉さんと？」

「そうとも！　私はついぞシュミーアの奴やつとは反りが合わなかった！　だが、あいつの夢だけは否定できん！　信じられんほど巨大な夢だ！　見ろ！」

　サキュバスの指差す方向にはオウランティアがあり、空に向かって伸びる〝未み塔とう〟がある。

「天空の魔ま法ほう陣じんが現れたとき、そこに到達する塔を建て、いざというときに異世界人アンノウンたちの侵入を食い止めるダンジョンを作ろうなどという……馬鹿げた発想を抱いたのがあいつだった！　途方もない夢！　叶かなえられんかもしれん！　だがそれは誰よりも大きく、甘美で、魅力的な夢だ！　そう思うだろう、君たち！」

「さっきから、夢、夢って拘こだわるなあ。ベヒーモスのときも言っていたし」

「ソーマ、夢を食べるのがサキュバスよ？　知らないの？」

「ええ……俺のイメージでは、サキュバスが好むのはこういう夢じゃないんですが……もっとこう、エッチな夢だったりさ……そもそも寝るときに見る夢と、目標として叶かなえようとする夢って別じゃないの？」

「快楽としての本質は同じだ！　もちろんサキュバスの中には、いま君が言ったような淫いん夢むを好む者もいる！　だが、私が好きなのは人の達成感！　途方もない何かをやり遂げたという、えも言えぬ充足感なのだあああ！」

　天に向かって腕を突き上げ、パタパタと両の翼つばさを振るサキュバス。

　うわ、この世界でやっとまともな人に会えたかもしれないと思っていたのに、とんだ変人ですわ。こりゃ、関わらない方が無難だな。

「……お、オメガ。聞いたか？　ドリーさんは、目的を持ってオウランティアに貢献しようとしてるんだ。そうシュミーアさんに伝えよう。な？」

「ええ、百万ゴールドはー？」

　俺はさっと顔を寄せ、小声で囁ささやいた。

「……馬鹿！　俺たちじゃ太刀たち打うちできないようなモンスターをビビらせるような女だぞ！　こんなの、二人だけで追っ払えるわけないだろ！　あの掲示板にあった難易度は、何かの間違いだ！　事情を知ってる風の奴やつらは、このクエスト避けてたろ！」

「そ、それもそうね……！　あんた、なかなか冷静じゃない……」

　俺はサキュバスに向き直り、

「と、いうわけで、俺たちは帰りますんで……ドリーさん、でしたっけ？　助けてくれてありがとうございました。頑張って下さいね、へへ」

「……おい、待て」

　そそくさとその場を立ち去ろうとする俺たちを、サキュバスが制止する。

「君たちの夢はなんだ!?」

　なんか絡からまれたよ。しかも、こんな絡からまれ方ってある？

　あなたは神を信じますか、に匹敵するくらい怪しい声かけじゃない？

「ちょ、ちょっとぼくたち急いでるんで……」

「……ほう？　夢も語らずに、この森から抜け出せるとでも？」

　どんな脅おどしだよ。

　しかし、こいつを敵に回すとまずい。ここは言うことを聞いておいた方が賢明か……。

「そちらの少年から聞こうか。自己紹介と、自己ＰＲ、あとドリーズブートキャンプに入って叶かなえたい夢を語ってくれ」

「ドリーズブートキャンプ……？」

「私の訓練を受けられる場だ。なんと無料！」

「入りたくない場合は……？」

「入れるか入れないかは私が決める！　さっさと夢を言えええ！　それから自己紹介！」

　いや、さっきと順番変わってるやん。何なのこの夢至上主義者……。

「……名前はソーマ。夢は……まあ、あの塔とうを完成させて、元の世界に戻ることかな？」

「……何？　元の世界だと？」

　サキュバスは、かたちの良いい眉まゆをくいっと持ち上げた。




　　　７




　俺の説明を聞き終え、うーむと深く息を吐き出すサキュバス。

「なるほど、面白い……君は所謂いわゆる、異世界人アンノウンという奴やつか！　不運には違いなかろうが、別種の幸運には恵まれているようだ。何も知らずに調達士試験を受け、それに合格するとはな。なかなか稀け有うな境遇！　ふっふっふ……はあっはっはっはっは！」

　こんなに豪快に笑う人をリアルで見たことがなかったため、俺はやや引いてしまった。

「ど、どう？　とりあえず、俺はこんぐらいで勘弁してくれない……？」

　すると、サキュバスはピタリと笑うのを止め、

「……うーん、しかし、夢としてはいまいちと言わざるを得んな。未み塔とうの完成。それはシュミーアの夢に乗っかっているだけなわけだし……」

　夢、夢、うっせえな、この人。なんか段々、腹立ってきたんですが。

　Ｊポップ歌手でも、ここまで夢とか言わないんじゃねえか。

「だがまあ、君の夢が達成したときは、他の人間にはない達成感を味わえるかもしれんな。何せ、勝手のわからぬ世界にいるという不安から解き放たれるわけだからな。うん、及きゆう第だい点てんだ！」

「……そいつはどうも」

「次！　そっちの金髪ツインテール！」

　話を振られたオメガは、露骨にあわあわし出す。

「わ、わたし？　わわ、わたしの夢は調達士になることだもん。もう叶かなっちゃったから、夢なんてないわよ……？」

　そう言って、さっと目を逸そらすものの、明らかに何かを隠していることがミエミエだった。

　サキュバスは、ジロッとオメガを覗のぞき込こんだ。まさにこういう状態を、蛇へびに睨にらまれたカエルというのだろうが、問題は睨にらまれている方が蛇娘だということ。

「おい……なぜ、調達士になりたかった？　目的があったんだろう？　ただ漠然と、調達士を目指していたわけではあるまい？　……貴様、さては夢を隠しているな！　私にはわかる！　そんな理不尽を許せるものか！　さあ吐け！　さもなくば貴様を魔ま物ものたちの苗なえ床どこにするぞ！」

「な、苗床？」

「モンスターの子を産み続けてもらう。この森で、一生な。そうだな、最初はさっきのべひぞうにするか。あいつは先ほど、何やら発情していたしな？」

　サキュバスがそう凄すごむと、さあっと青ざめるオメガ。

「夢を隠すというのは、それだけ罪深い行為だ。そして罪には罰を与えねばならん。わかるな？」

　いや、わかんねえよ。それ、あんたが勝手に言ってるだけだろ。

　とはいえ、

「……おい、オメガ。正直に言っとけ。この人は危険だ。やると言ったら必ずやる、そういう顔をしてるだろ」

「そうだ！　私はそういう顔をしている！」

「う[image: ～][image: ～]、もう！　絶対笑わないでよ！」

　今度は急に真っ赤になり、オメガはサキュバスをちょいちょいと手招きした。

　ものすごく嬉うれしそうな顔で耳を近づけてくるサキュバスに向かって、オメガはごにょごにょと何かを呟つぶやく。

　ごにょごにょ。ごーにょごにょ。

「な、何だと……？」

　よろり、とサキュバスが揺らめいた。

「ば、馬鹿な！　そんなことが可能であるはずがない！　き、貴様、私を担かつごうというんだな!?　そうやって魅力的な夢をちらつかせて、私をその夢の奴ど隷れいにしてやろうというんだろう！　そうだな!?」

「ほら、そうやって馬鹿にするでしょ！　だから言いたくなかったのにぃ！」

「何ぃ!?　で、では、まさか本気なのか……？」

　サキュバスは、ふらふらと後ずさり、がっくりと片膝をついた。

「ほ、本当にその夢のために、調達士を志したというのか……？　だからあの塔とうを完成させたい、と……？」

「本当よ！」

「とんでもないやつだ……」

　顎あごを手の甲でぬぐう仕し草ぐさをするサキュバス。

「……あの塔に巻き付いて寝たいだと……？　オウランティアのシンボルを、抱き枕にしたいと言うのか……？」




　──は？




「わあああああああ！　何で言うの！　ばかばかばか！　何のためにあんたにだけ聞こえるように言ったと思ってるのよ！　ばかあ！　夢泥棒！」

「ちょ、ちょっと待ってくれ。あの塔に巻き付く？」

　俺は我が耳を疑った。なにそれ？　──と。

「それって、あの……オウランティアの真ん中に立つ予定の、馬鹿デカい塔のこと？」

「そうよ！　悪い!?」

　顔を真っ赤にして叫ぶオメガ。どうやら、色々なものがふっ切れたらしく、

「ああいう柱状のものが好きなの！　で、それに巻き付きたいの！　この世で一番大きな塔があるって聞いたら、ラミアとして巻き付きたいと思うのは当然でしょ！」

「いや、お前側のサイズが足りないだろ。明らかに」

「私もそう思う！」

　サキュバスが俺に同調してくる。しかし彼女の顔は、オメガに自分の言葉を否定してもらいたいとばかりにむずむずしていた。

　やめろよな。他の人に見られたら、俺までおかしい人間だと思われるだろ。

　しかしオメガは、自信満々に言い放つ。

「……脱皮を繰り返せば行けると思うわ！」

「え、ラミアって、そんなにデカくなれるもんなの？」

「黒いカラスしか見たことがないからって、白いカラスがいないとは限らないわ！　わたしはラミアという種の限界を超えるの！」

「だめじゃねえか」

「いや、待て！　この少女の言うことには一理ある！　この前、オウランティック・オオガラスに白い種が発見されたのだ！」

「出てくんなよ！　ややこしくなるから！　黒いままでいろ！」

「それに、邪じや神しんヴィクティアさまの眷けん属ぞくだったムンムンガンドは大陸くらいある大だい蛇じやだったっていうし！　だったらラミアだって可能なはずよ！」

　ムンムンガンドて。それ、ヨルムンガンド世界蛇の親戚か何か……？　で、色気がムンムンなの？

「わたしはビッグになるの！　比ひ喩ゆ表現じゃなく、直接的にね！」

「うおおおおおおお！　君の夢はすばらしい！　すばらしいぞ！　かつてここまで私を興奮させた奴やつは、シュミーア以外におらん！　何ということだ！　まさか、この諦てい観かんに支配されたさとり時代に、ここまで無む謀ぼうな夢を抱く者がいるとは！　これは流石さすがの私も脱帽と言わざるを得んな！」

「わかってくれる!?」

「当たり前だ！　夢には、叶かなう前と、叶かなった後しか存在せん！　諦あきらめるという選択肢があり得ないのだ！　どれほど無む謀ぼうと思えても、追いかけている限りそれは夢！」

「……えーっと」

　いつまで経たっても話が終わらなさそうなので、俺は待ったをかけた。

　こいつら、当たりの入ってない宝くじの賞金について話してるようなもんだ。

「客観的に考えて無理では……？」

「客観的に考えるな！　君は君だ！　思うところがあるなら、自分の意見として言え！」

「そ、そうか……じゃあ俺の意見として言わせてもらうぞ……。冷静になるとわかると思うんだが──」

「冷静になるな！　冷えた頭で現実的に達成可能だと思い描くような案件は、通過点であって夢ではなあい！　『庭付きの一戸建てに住みたい』……？　……住めばいいだろ！　ローン組んで買え！　『子どもは最低二人欲しい』……？　産めばいいだろ！　やればできる！」

「ちょっと、ちょっと！　何、勝手にヒートアップしてるんだ！」

「あ？　……ああ、すまない……実は君たち以前にもこの森にやってくる者がいたが、そいつらが余りにくだらん夢ばかり話すものでな。鬱うつ憤ぷんがたまっていたのだ……」

　サキュバスはハッと我に返ったらしく、顔を赤らめた。こういう仕し草ぐさだけは、やたら妖よう艶えんである。

「……ちょっと興味を引くような夢を言う奴やつもいたが、私がそれを少し手伝ってやろうとすると、すぐに音ねを上げて逃げ出すのだ。悪夢だと言ってな。それゆえ私は随分と夢に飢えていてな。しかし久しぶりに刺激的な夢の話を聞けた。おかげで今夜はいい夢が見られそうだよ」

「……色んな意味の夢が入り交じってて、一連の言葉を理解しづらいなあ。いま五回も夢って言わなかった？　それ、わりと多義語なんだよね……」

「ソーマとオメガといったか。決めたぞ、私が君たちの夢の成じよう就じゆに協力してやろう」

「……へ？」

　と、返したのはオメガだった。彼女は何度も目を瞬まばたかせた。多分、俺も概おおむね似たような反応をしていたと思う。

　サキュバスはスッと酷薄な笑みを浮かべ、

「……そしてこの瞬間、べひぞうの処遇が決まったな」

　そう言いながら、開いた掌てのひらをさっと前に突き出す。

「──魔ま獣じゆう召しよう喚かん門もん！　ベヒーモス！」

　凜りんとした彼女の言葉とともに、何もない虚こ空くうにドス黒い穴が開く。その黒点は、バチバチと稲いな妻づまを発しながら巨大になっていき、牛の姿をかたち取った。

「……ぶも？」

　そこに現れたのは、さきほど俺を食おうとしていたベヒーモス。きょろきょろと辺りを見渡し、自分の隣にサキュバスがいるのを確認した途端、ガタガタと震え出した。

「……べひぞう、喜ぶがいい。貴様の罰が決定した」

「ぶっも、ぶっもぶももも！」

「言い訳など聞かん！　貴様は肉となるのだ！　この少女たちをより強く、より大きく成長させるための栄養になあ！」

「ぶもおおおおおおおん！」

　その瞬間、俺はさっと目を背そむけた。何かドスドスと打撃音が聞こえ、その度にベヒーモスの悲痛な鳴き声が響きわたった。

　少しすると、何かが小さくパチパチと爆はぜる音とともに、ジューという小気味の良いい音が聞こえてくる。辺りに、旨うまそうな香りも漂い始める。ジュー。パチパチ。ジュー。

　思わず、俺はサキュバスの方を見た。

　焚たき火びの上に架かけられた平たい石。その上に、見たことがないほど分厚い肉が乗っている。

「おいしそう！　わたし、お肉って大好き！」

　オメガは涎よだれを垂らしそうな勢いで、火に近づいて行った。

　可か哀わいそうに……どうやらあのベヒーモスは殺処分の後、肉にく塊かいにされてしまったらしい……。

　殺されかけた恐怖はあるものの、もとはと言えば俺の魅了チヤームが原因なので、気の毒なことをした。そんなことを思いながら、俺は天国のベヒーモスに向け手を合わせた──。

「べひぞう、貴様はもう行っていいぞ。これに懲こりたらもう私の命令に背そむかんことだ」

「ぶもーん」

「──って、生きてんのかよ！　じゃあこれ誰の肉だよ！」

「はっはっは！　面白いことを言う奴やつだ！　もちろんべひぞうの肉に決まってるだろう！　ベヒーモスはこの程度の肉を切り取られても死なん！　二、三か月もすれば元通りだ！」

　見ると、血まみれの牛が、げっそりした調子で森の奥に帰っていく。

　異世界生物……恐ろしい子!!

「さあ、できたぞ！　ドリー式三分クッキング！　食べてみてくれ！　弱肉強食焼肉定食だ！」

「定食って……肉しかないんですが……？」

「おいしい！　おいしい！」

「はっはっは！　ソーマも彼女を見習え！　好き嫌きらいはいかんぞ！　何でもよく食べ、バランス良く栄養を採ることが身体からだをデカくする秘ひ訣けつだからな！」

「こんな料理で栄養バランスを語るな！　肉焼いただけだろうが！　おかずは!?　野菜は!?」

「野菜は牛が食うとる！　貴様が考える必要はない！」

「そんな無茶な！」

「おいしい！　おいしい！」

「て、てめえも食ってるばっかりじゃなくて、この状況に違和感を覚えろ、この蛇だ足そく娘むすめ！」

　すると、サキュバスはきょとんとした顔で俺を見つめる。

「何を言っているのだ、ソーマ？　私たちはもう仲間だろう。一つのパーティーが同じ食卓を囲む。この光景のどこに違和感がある？」

　ちょっと待て、いまこの人なんて言った？　パーティー……？

「いや、あのね……」

「ふふ、君たちの夢を成じよう就じゆさせるには、とにもかくにも塔とうを完成させることが重要だからな。それがシュミーアの夢でもあるわけだし、一石二鳥……いや、一石三鳥だ。ともにパーティーを組み、塔完成のために必要な素材を手に入れるのだ。改めて自己紹介しておこうか。私はサキュバスのドリー。調達士ではないが、そんな資格がある前からパンデモニウムは持っている。クラスは妖よう魔ま獣じゆう魂こん師しだ」

「妖魔獣魂師！　っていうと魔物使いの上位職よね！　すごいわ！」

　嬉き々きとした様子のオメガが、キンキン甲高い声を上げる。

「いや、妖魔獣魂師へのクラスアップはさほど難しくないのだ。混こん沌とん値ちが高いだけでいいからな。私は亜人デミヒユーマンだから、元々純粋な人間よりも遙はるかに混こん沌とん値ちが高い」

　ま、また亜人デミヒユーマンか……そんで、また混こん沌とん値ち高め……これって絶対野や蛮ばんだってことだよな？　こいつらの中に流れる魔物の血がそうさせてるんだよな……？

「……ってか、違う違う！　そうじゃないんだよ！　都合良く話を進めるな！　何勝手にパーティーとか言ってんだよ！」

「遠慮するな！　私と一緒にいれば、そのうちいい夢が見られるぞ！　君たち二人、ドリーズブートキャンプへの入会を許可しよう！」

「遠慮とかじゃねえええ！　あんた、ありがた迷惑って言葉知ってるか！」

「ありがた契約!?　うちは契約制ではないが、感謝の気持ちだけは受け取っておこう！」

「ち、違う！　お前、絶対わざとやってるだろ！」

「いいじゃない、ソーマ！　これってクエスト達成になるってことでしょ!?　これでこの森は安全になるんだから！」

「……おい。外がい患かんよりも内ない憂ゆうを心配しろよ。こんな頭のおかしい奴やつをパーティーに入れたら、絶対滅め茶ちや苦く茶ちやになるぞ。もっと普通の人間にしよう。例えば、秩序値が高いことを条件にしてメンバーを募集してみるとか……」

　しかし、すでにオメガの目は金色に輝いている。

「百万ゴールド！　信じられる!?　百万ゴールドよ！　ねえ、ドリー、私オウランティアで豪遊したいわ！　街の近くにいたんだから、あそこの娯楽にも詳くわしいでしょ！　案内して！」

「聞けよ！　なあ、俺は普通のパーティーを組みたいんだよ！　百歩譲ってお前は仕方ないとしても、これからの仲間選びは慎重にしたい！　わかるだろ!?」

「……はあ？　何言ってんの？　百歩譲ってとか、尻尾しつぽを失なくしたわたしへの当てつけのつもり？　何万歩譲られても嬉うれしくないわ！　譲るなら尻尾の一ズリを譲って！」

「いや、一ズリって……」

　……何？　尻尾での移動って、そういう単位なの？　なら、どっちもどっちなことを五十ズリ百ズリとか言ったりするの？

　その理屈だと千歩進むことはセンズリとか言われて、万歩計なんてマン──

「だいたい、普通のパーティーって言ったって、言い出しっぺのあんたが一番異常じゃないの。そんな人間とパーティーを組まないといけないわたしの不安を考えて！」

　変なことを考えていた俺は、オメガの言葉に戸と惑まどってしまった。

「ど、どういう意味だよ」

「もちろん、安心ではないという意味よ！」

「不安の意味を聞いてるんじゃねえええ！　俺のどこが異常だってんだ!?」

「オスを魅み了りようする力を持った男なんて、はっきり言って変へん態たいだわ！」

「も、もとはと言えば、お前の能力だろうが！　それに俺は人間相手に魅了チヤームは使わないって決めたのお！　もう、この呪のろいとは決別するのお！」

「ふふ、ならば君たちを、オウランティアの『ホビット執しつ事じ酒場』に連れて行ってやろう。彼らは可愛かわいいぞお。はっきり言って、そこらの女より可愛かわいい！　ソーマ、君が彼らの前でも、同じことを言えるか見ものだな！」

「……え、まじで……？」

「ほう？　いま、興味を覚えたな！　見える！　私には見えるぞ！　前言を撤てつ回かいし、ホビットの酒しゆ池ち肉にく林りんに溺おぼれるのもやぶさかではない、と豪語する貴様の姿がな！」

「変な夢を見るな！　て、てめえ、まさか腐ってやがるのか!?」

「さあ、シュミーアから金をふんだくり、オウランティアでともに今後のことを話し合おうではないか！　善は急げ！　街までダッシュだ！」

「──とか言って、あんた飛んでるじゃない！　ずるいぃ！　わたしも尻尾しつぽが欲しい！」




　そんなこんなで、俺たちの初クエストが終了した。なんだか、なし崩し的に変なサキュバス（亜人デミヒユーマン）が付いてくるようになり、俺は早急に元の世界へと帰る意志を固めるのだった。







[image: 第二章　猫を被る]
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「酔っ払って英雄に首を切られたヤマタノオロチは、再生してから自分の首の間にある股またを数えていったのよ。『一ひとまーた……二ふたまーた……』」

　オウランティアのホビット執しつ事じ酒場なる場所。そこで、数人のホビットに囲まれたオメガが話をしていた。彼女曰いわく、十八番おはこの大だい蛇じや怪談らしいのだが……。

「『……六まーた……七まーた……』そこまで数えて気づいたの……『一また……一また足りないいいぃぃぃぃぃ！』」

「こ、こわいぃぃ！」

　キャーと悲鳴を上げるホビットたち。

　いや、ヤマタノオロチって首が八本ある大蛇のことだろ。八本の首にできる股は七つであってるじゃねえか。あと、ヤマタノオロチお岩いわさん説やめろ。

「どう？　なかなかヘビーなホラーでしょ？」

　ドヤ顔で言うオメガ。

　俺はすぐに危機感を覚えた。

「……おい、お前それはやめとけ」

「ちなみに蛇へびとヘビーをかけてるのよ！」

「やめろっつってんだろ、この蛇だ足そく娘むすめ！　ちなむな！」

「そう言えば、私もいまのオメガの話に似た話を知っているな。実話、というか体験談なのだが」

　今度はドリーが身を乗り出し、周囲の関心を引きつけた。

「昔、私がシュミーアとパーティーを組んでいたとき、その中に妖よう狐こがいてな。名はオサキというんだが、同世代の妖よう狐こが九きゆう尾びになっているのに、自分の尻尾はまだ八本しかないことにいつもコンプレックスを感じていたんだ。私たちもいつもそれを弄いじって遊んでいたんだが……」

「お前最低だな」

「まあ聞け。これはホラーではなく、美談なんだがな。奴やつはいつも飲んでは『妖よう狐こコミュニティのアラサン女子で、行き遅れてるのはウチだけやああ』とか言って絡からんでくるから、私たちの方もつい面白くなって、ある日いたずらを仕掛けることにしたのだ」

「アラサンってのは……？」

「アラウンド三百歳」

　うーん、すでに話が大分香ばしくなってきたけど、この際スルー安定でしょう。

「そこで付け尻尾しつぽを用意して、酔いつぶれたオサキの尻に付けておいた。翌日、目が覚めたあいつはすぐに違和感を覚えて、自分の尻尾を数え始めたんだ。『いっぽーん……二ほーん……』で、私たちの方も期待感が高まってくる。どんな反応をするんだろう？　そしてどれだけ失望するだろう？　私にしたって、九きゆう尾びになれたというオサキの充実感が、彼女の中で消える前にかすめ取ってやろうと虎こ視し眈たん眈たんだからな。緊張の一瞬なわけだ」

「何度も言うが、お前最低だな」

「そして彼女はついに、付け尻尾を数えた！　クワっと目を見開き、『……はっぽーん……きゅう……きゅ、九本!?　──からの、十本!?』」

「……ちょっと待ってくれ」

　思わず、俺はストップをかけた。

「なんで二本も増えとるんだ」

「オサキもそう言った！　種明かしすると簡単で、奴やつが九きゆう尾びへと成長変化したその日に、私たちがいたずらを仕掛けてしまったものだから、話がややこしくなってしまったのだ。そして十尾の妖よう狐こと言えばもうババア同然だから、今度オサキは大きくへこんでしまってな。誤解を解いて立ち直らせるのに苦労した。そういう話だ」

「それのどこが美談なんだよ」

「噓うそから出た誠という奴やつだ。きっと私たちがいたずらを仕掛けようとしなければ、オサキは九きゆう尾びになれなかっただろう。やはり持つべきものは仲間だということだな」

「それ、そのオサキさんっていう人が言って初めて美談になると思うんですが……」

「細かいことはいいの！　とりあえずわたしの話とドリーの話に共通してる教訓は、酒を吞のんでも吞のまれるなってことよ。オロチもその妖よう狐こも、酒でベロベロになって隙すきを見せたのが悪いんだから。ああ、こっちのホビットくんとわたしに、ワインのおかわり持ってきれ！」

　オメガは顔を真っ赤にして言う。

「おい、お前ちょっと飲み過ぎだぞ。未成年のくせに」

「へへーんだ、ラミアは十五でお酒飲んれいいんれすう。ああ、今日はわたしたちの驕おごりよ！　みんな、もっとろんでねええ」

　オメガは完全に出来上がっていた。ところどころ呂ろ律れつも回っていない。

「やったあ。じゃあぼくハブ酒いいですか」

「ぼく、マムシ酒！」

　こいつら、絶対喧けん嘩か売ってるだろ。

　しかしヘベレケのオメガは、同どう朋ほうが漬かる酒を頼むホビットを見とがめるどころか、ハイテンションにコールをかけ始める始末。

　俺の方はと言えば、この店に入ってからずっと、アルコールの入っていないエールをちびちび啜すすっていた。この世界のルールは知らないが、一応日本人として母国の法に従っているというわけだ。

「あんたもおもしろい話しらさいよぅ」

　テンション低めの俺に、オメガが絡からんでくる。

　どうやらハグ癖があるらしいこいつは、これまでも散々周りのホビットに抱きついていたが、ついに俺にまでその魔手を伸ばしてきた。

「お、おい、離れろって……離れろ、この酔っ払いめ！」

「酔っ払ってらんかいらい！　あんのうんのおもしろい話がききたいらけよ！」

「おい、ソーマ。ラミアは基本的に、色々なものに巻き付きたがる習性があってな。いまは、くだを巻いているというわけだ。はっはっは、面白いだろう」

「ぜんっぜん面白くねえぞそれ！」

「ふふ、ならオメガ、こっちに来い。そのフヌケの代わりに、私が面白い話をしてやろう」

「わーい、むぎゅー」

　オメガは俺の傍そばを離れ、今度はドリーにハグをかます。

「これは私のとっておきだぞ！　七つの大罪と七つの美徳の話だ！」

「ヤマタ、キュウビときて、こんどはナナね。それだけでわらえる……えっへっへっ……」

「……」

「対立する天使陣じん営えいと悪魔陣営がドラフト会議をすることになってな。この話はそこから始まるわけだが」

「なんだよ、ドラフト会議って。天使と悪魔が野球でもすんのか」

「いいから黙って聞け」





　実況「さあ、始まりました。第六六六回目の選手ドラフト会議。天使サイドも悪魔サイドもめぼしい選手に目は付けているでしょう。いやあ、楽しみですね」




　解説「ええ、今回は特に豊作な若手が揃そろっていますからね。即戦力の逸いつ材ざいたちばかりですよ。天使は天使なりの、悪魔は悪魔なりのチーム運営方向があるでしょうから、この会議でそのあたりも浮き彫りになるのではなるかと思います」




　実況「おお、両陣じん営えいの代表が出て参りました！　それでは早速、一いち巡じゆん目めの発表です！」







　一巡目、選択希望選手







　天使──勇気




　悪魔──怠たい惰だ







　実況「──いきなり割れました！」




　解説「悪魔の指名は攻めてきましたね！　怠惰と言えば、人間の感情の中でもっとも熱を帯びていないものともっぱらの評判です！　神宮プレローマにおいても打算、惰性、妥だ協きようタイトルでトリプルスリーを達成した超優秀な感情ですから、これは将来が期待できますよ！　一方の天使はやや弱気かもしれません。勇気と言われても具体性に乏しいですからね」




　実況「いま手元に入ったデータによると、勇気はもともと苦境に陥っていないと起きない感情ということらしいですね」




　解説「そのとおりです。つまり、マイナス面と常に隣り合わせている感情だというわけですね。うーん、いまいち評価しにくい選手です」







　二巡目、選択希望選手







　天使──友情




　悪魔──傲ごう慢まん







　実況「──これはどう見ますか!?」




　解説「悪魔は相変わらず、すばらしい選択です！　傲ごう慢まんと言えば、天に逆らった巨人族の『お前の物はオレの物、オレの物も俺の物』という名言が、巨人族特有の傲慢──すなわちジャイアニズムを体現した台詞せりふとして有名になりました！　また、苦境に奮ふるい立つ感情が先ほどの勇気なら、好調なときに奮い立つ感情が傲慢であり、増長なわけです。ですから勇気と傲慢は、実力的にはほぼ互角と言っていいでしょう！」




　実況「なるほど。となると、勇気を一巡目に指名した天使は……」




　解説「不利でしょうね、間違いなく。二巡指名の友情もさほど重要なものとは思えません」









「ちょっと待ってくれ」

　俺は話の腰を折った。

「なんだ？」

　不思議そうな顔をして、こちらを見つめてくるドリー。

「……なんだかそれ、混こん沌とん値ちがかなり高そうな話じゃない？」

「はあ？」

「具体的に言うと、大分意見が悪魔寄りな気がする」

「そりゃそうだろう。これは悪魔の間で有名な笑い話なんだからな」

　そう言われて納得する。

　そうか、こいつはサキユバス淫魔なわけだし、悪魔側の思考を理解できるというわけか。

　そんな俺の考えを見抜いたのか、ドリーはニヤリと笑って言葉を付け加えた。

「安心しろ、ソーマ。サキュバスと言っても、色々なやつがいると言っただろう。私は人間社会で育ったからな。知識として知っていても、もちろんこういうものは笑い話として捉とらえているさ」

「……そうか？　ならいいけど」

「だいたい友情を軽視するなど、とんでも……ん？」

　そのときドリーは、自分に巻き付く少女が、寝息を立てていることに気づいた。

「こ、こいつ！　自分から話をせがんでおいて寝ているだと！　しかも人の服に涎よだれなど垂らしおって！　べっとべとではないか！　ええ、ちょ──べっとべとではないか！」

「むーん、わたしたちもうともだちでしょお……」

「クソがあ！　友情など知ったことではないわ！　貴様、この場で処刑してくれる！」

　吐いた言葉を即座に飲み込むサキュバスを、俺は必死になってなだめた。

　ちなみにこの話の面白ポイント（ドリー曰いわく）は、八巡目で天使と悪魔がどちらも「希望」を指名し、それが人間にとって毒なのか薬なのか議論されるところだという。
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　それからも事態は混迷を極めた。

　店の中では寝ていたくせに、外に出るたびにオメガは元気を取り戻し、

「──からの豪遊！」

「──朝帰りラミア！」

「──くんずほぐれつねるねるねるね！」

　と意味不明な言葉を繰り返して、俺たちを引きずり回した。

「……結局朝まで店を梯子はしごしちまったじゃねえか。こっちは素面しらふだぞ……」

　テーブルに突っ伏して寝息を立てるオメガを視界の端に捉とらえたまま、俺はぽつりと呟つぶやいた。

　最終的には、調達士ギルドに隣接した酒場に落ちついた。二十四時間営業の非常に使い勝手のいい店だ。時間が時間で、周りにはもう朝食を取りに来る人たちの姿も見え始めていた。

「あれ、ソーマさまではありませんか」

　そう声をかけてきたのは、この街の管理責任を務めるというエルフのシュミーアさん。

「早いですね。感心、感心。調達士たる者、そうでなくてはいけません」

「甘いぞ。早いのではない。私たちはオールナイト戦士だ」

　偉そうにそう言ったのは、ドリーだった。疲れや酔いというものがないのか、これまで彼女は、ずっと同じペースで飲み食いを続けている。

「げっ、ドリー……どうして、あなたがここに」

　声をかけられて、ようやくシュミーアさんは俺たちと一緒にいるサキュバスの存在に気づいたらしい。

「ふふ、かつてのパーティーメンバーに随分な態度ではないか！　シュミーア！」

「──シュミーアさま!?」

　その名前に反応して、ガバッと顔を起こすオメガ。

「どこどこ!?　ああ、本当にシュミーアさま！　見て下さい！　わたしたち、シュミーアさまが依頼されていたクエストを達成したんです！　ほら、これ悪いサキュバス！」

「そうだ！　私は悪いサキュバス！」

　前言撤てつ回かい、こいつやっぱり酔っ払ってんじゃねえか。少なくとも正気ではないわな。

「だから、あの森はもう安全ですよ！　はい！」

「……なんです、この手は？」

　シュミーアさんは、さっと差し出されたオメガの手を怪け訝げんそうに見つめた。

「決まってるじゃないですか！　報酬ですよ報酬！　百万ゴールド！」

[image: ]

「報酬……？　わたくしの依頼は、このサキュバスの討とう伐ばつですよ？」

「……へ？」

　きょとんとするオメガ。

「凶きよう悪あくなモンスターを放し飼いにする危険な女です。誰かが懲こらしめてやらなければならないでしょう。そのために、わたくしは身み銭ぜにを切る決断をしたのです」

「おい、シュミーア。貴様、他意がありそうだが」

「決して、昔この女から受けた諸もろ々もろの仕返しをしてやろうとかそういうのではなくてですね。こんな非常識な女はオウランティアの近くに生息しているべきではない、というのが本心です」

　やっぱこの人クズだな。

　俺は頭を押さえて「気持ち悪ぅ……」と漏らすオメガに代わり、話を進めた。

「でも、あの依頼には、オウランティアの安全のためって書いてたじゃないですか。目的は達成したでしょ」

「うーん、でもまあ、規則ですので。依頼はサキュバスの討伐。それ以外は認めません」

「……規則って……まさか得意のマニュアルですか」

「もちろん、マニュアルです。みんなで決めたマニュアルですから、マニュらないといけないでしょう。特に、わたくしはこの都市を管理する身。そんな地位のエルフがマニュアルをマニュられないとなれば、非難が相次ぐのは目に見えているでしょう。理解して下さい」

「どうでもいいですが、マニュアルの動詞化やめてくれませんか」

「ま、待って下さい、シュミーアさま！　わたしたち、百万ゴールドを見込んで色んなお店で豪遊したんですよ！　ツケで！　いまさら報酬が貰もらえないなんて言われても困ります！」

「そんなことはわたくしの知ったことではありません。あなたには失望しましたよ、オメガ。節制とは何物にも代えがたい徳です。恨うらむなら、一時の欲望に流された自分自身を恨みなさい」

「お前も、都会に出てきたばかりのときは浮かれて遊あそび呆ほうけていただろう」

　ドリーが言うと、シュミーアさんは気まずそうな表情で彼女を睨にらむ。

「そ、そればかりか、こんな最低の女の軍門に下るなどと！」

「軍門に下る？」

「大方、言葉に乗せられて、この性悪女の部下になったのでしょう！」

「それは違うぞ、シュミーア！　彼らは確かに私のドリーズブートキャンプに参加すると宣せん誓せいしたが、私はあくまでも彼らを仲間として……パーティーメンバーとして捉とらえている！　そう、かつてのお前のようにな！」

「一言も宣せん誓せいしてねえよ」

「パーティーメンバーですって？」

　俺の言葉を宙に浮かせたまま、シュミーアさんは胡う乱ろん気げな眼まな差ざしをこちらに送ってくる。

「それは本当ですか、ソーマさま？」

「え……まあ、一応……本意ではありませんが」

「やめておいた方がいいですよ」

　うん！　それは重々承知です！

「この女は周りの迷惑など顧みずに誰かの夢にのみ注力する、夢至上主義者なのですよ！　それでわたくしたちがどれだけ窮きゆう地ちに陥ったことがあるか！　いまもそうです！　ドリーが魔ま王おうの夢に協力しなければ、あの魔王はいまほど傲ごう慢まんにはならなかったはずなのに！」

「魔王？」

　よくゲームとかで聞く単語が飛び出して、俺は眉まゆをひそめた。やっぱりこの世界にも魔王とかいるのか。そう言えば、調達士試験のときもそんな単語が出てきたような。いや、あれは覇は王だったか。

「魔王とは、この世界で恐らく最強の力を持つ女のことです。名をサングリア。昔は、わたくしたちと冒険をした仲なのですが、随分と力を身につけてしまったいまとなっては、わたくしたちの言葉に耳を傾けません」

「はっはっは。懐なつかしいな。エルフのシュミーア、妖よう狐このオサキ、サキュバスの私、そしてノスフェラトゥのサングリア。いまでこそ大きく力の均きん衡こうが崩れたが、当時はみな実力が伯はく仲ちゆうしていた。喧けん嘩かでもすれば、街一つが消滅する勢いだったな！」

「笑いごとではありません！　そもそも、その力の不均衡を作りだしたのはあなたではないですか！」

　シュミーアさんはプリプリと怒った様子で、ドリーの手からグラスを奪い取ると、中身を一気にあおった。そして空いている席に、ドカリと腰を下ろす。

「聞いて下さい、ソーマさま！　わたくしは、魔王に塔とうの最下層を守ってもらいたいのですよ！　それはこの街に完成するダンジョンの、一番重要な守り！　天から攻めてくる異世界の人間がどれだけ強力で、ダンジョンを攻略できる力を持っていたとしても、最深部に控える最強の魔王に敵かなうはずがないのですから！　ですが、あの女ときたら『ヤダ、めんどくさい』とか『そんなこと妾わらわの仕事じゃないもん』とか言って──ムキー!!」

「……先に言っておくが、ソーマ。シュミーアは相当、酒さけ癖ぐせが悪いぞ」

「えっ」

　いや、急にそんなこと言われても困るんですが。

「いまやサンはわたくしたちを軽視しています。そして、彼女があれほど強力な力を身につけたのも、このドリーが──この馬鹿女が、自分のパンデモニウムをサンに差し出したからなのですよ！　そう、だから全部この女が悪いのです！」

「馬鹿な！　それがサングリアの夢だったのだ！　旧魔ま王おうを倒し、世界最強の力を手にすることがな！　しかし、元のままではその夢を叶かなえることができなかった！　圧倒的な力不足！　何と無念な……夢破れてサングリア……」

　似たような言葉が日本にもあるなあ。国破れて山河ありだと思うけど。

「だが、私のパンデモニウムを素材にすれば、サングリアはより大きな力を手に入れられる。それが彼女の夢の成じよう就じゆにつながる！　……となれば私は、自分のパンデモニウムを手放さずにはいられなかったのだ！」

　俺は昨晩の飲みの席で、オメガやドリーから色々と話を聞いていた。

　それによると、ゲームや漫画などと違って、この世界の人間や亜人デミヒユーマンはそこまで強くなれないものらしい。どんなに身体能力を研ぎ澄ませても、俺が元いた世界で人間が百メートルを五秒で走ったりできなかったのと同じように、この世界でも人種の肉体的な強化にはどうしても限度が生じるという話だった。

　ではどのように力を身につけるかというと、それがパンデモニウムの強化。

　最初こそ身体能力がパンデモニウムに反映されるが、それ以後は、様々な素材アイテムをパンデモニウムに合成していくことで、ステータスのパラメータを上昇させていくものらしい。

　そしてＨＰが削れればパンデモニウムが消耗し、０になれば装備している人の代わりにそれが壊れる。俺が例のベヒーモスに襲われていたとき、死んでもパンデモニウムが壊れるだけとオメガが言ったのは、つまりそういうことだったのだ。

　いまの話を聞く限り、ドリーは、そのサングリアというノスフェラトゥのパンデモニウムを強化するために、それまで鍛きたえ上げていた自分のパンデモニウムを渡したのだろう。

「……で、そのサングリアって人の夢は叶かなったのか？」

　俺がそう訊きくと、ドリーはどこか呆ぼけた顔で頷うなずいた。

「……ああ。いま思いだしても涎よだれが出そうになるくらい美味うまい充足感だった……。奴やつは最強の力を手にして、旧魔王を追いやった。同時に、パンデモニウムを失った私は雑魚ざこ同然になってしまったが、後悔はしていない。極上の夢を食べられたんだからな……」

「……馬鹿ですよ、ドリーは。あれほどの力があったのに、また鍛え直しじゃないですか」

　言いながら、ぐいっと朝酒をあおるシュミーアさん。

「本当に、いまの妖よう魔ま獣じゆう魂こん師しなんてクラスは、前のドリーからしたら役不足もいいところですよ。西の森の噂うわさは聞いていましたが、まだ幼体のモンスターしか支配下に置けていないようですし……」

「え……幼体って、あのベヒーモスも？　相当でかかったですけど」

「成獣のベヒーモスは小さな山ぐらいサイズがありますよ。いまのドリーでは、とても飼育できないでしょうね」

　まじすか。

　まあ、要するに、ドリーはいまニューゲーム状態だということか。

　それなら、街のみんなの反応にも納得がいく気がした。みんなは明らかにドリーにビビっていたが、それは過去のドリーのことを知っていたからだ。そして誰も彼も、このサキュバスがまさか旨うまそうな夢のために自分の力を放り出すような変人だとは思わないので、どこかに昔のパンデモニウムを隠し持っていると踏んでいたのだろう。いまのドリーを倒せても、昔のドリーには敵かなわない。結果として、手を挙げる者がいない。

　だから、Ｆランクのクエストに百万ゴールドという歪いびつなかたちができあがったのだ。

「濃厚にして芳ほう醇じゆんな……喩たとえるなら……」

　まだ、ぶつぶつと昔食べた夢の感想を述べているドリーを見てふと気になることがあった俺は、思い切ってシュミーアさんに訊たずねてみた。

「ドリーは全盛期の力を失ったんですよね。だったら、どうして誰かに依頼するみたいな遠回りの方法を取って、自分でドリーを討とう伐ばつしようと思わなかったんですか？　そっちの方が早いでしょ」

　すると、途端にシュミーアさんは目を泳がせ、

「わ、わたくしはこの都市を離れられませんから……うん、そう。管理責任者ですからね」

「馬鹿ね、ソーマ！　見てたらわかるでしょ！　これは俗にいうツンデレってやつよ！　シュミーアさまはドリーにこの街に帰ってきて欲しかったの！　あの森にいられなくなれば、ドリーはこの街に戻らざるを得なくなるんだから。でも、自分でお願いに行くのは嫌いやだったのよ！」

「な、何を馬鹿な！　わたくしは、この女の身勝手さが許せないのです！　地じ獄ごくに落ちればいいとさえ考えるほどです！　変な勘ぐりはやめるのです！」

　シュミーアさんは、オメガの頰ほおをつまんで左右に引っ張った。

「ひいいぃぃ、ひたひ、ひたひ！」

　そのとき、ドリーがバンとテーブルを叩たたき、

「──そう、まさにあれは！　味覚の大運動会やあ！」

「あなたも！　いつまでもサンの夢の味を思いだしているとかじゃなく！」

　シュミーアさんは今度、残像を残すほどの超スピードでドリーの背後に回り込むと、彼女の巻き角を握って前後に大きく揺さぶった。

「わたくしがもっと大きな夢を抱いているでしょう！　わたくしの夢の方がおいしいに決まってます！　どうしてわたくしを見ないのです！　森に引き籠こもったりして！　ばかあああ！　ばかドリーいいい！」

「う、うおおおおおお！　や、やめんか、シュミーア！　私は昨夜からオールしていたと言っただろう！　す、すでに目が回っているというのに！　うっぷ……吐く！　吐くぞ！」

　攻撃の対象から逃れたオメガが、俺の方によろよろと近づいてきた。

「こ、ここは危険だわ、ソーマ！　脱出しましょ！　これが所謂いわゆる、尻尾しつぽを巻いて逃げるという奴やつよ！」

「お前、尻尾ないだろ」

「じゃあ、トカゲの尻尾切りでいいわ！　シュミーアさまがドリーに構っている間に早く！」

　やたら尻尾を使った慣用句に拘こだわる蛇だ足そく娘むすめに手を引っ張られ、俺は酒場の外に避難した。

「……困ったわね。まさか報酬が貰もらえないだなんて思わなかったわ。こんなことなら、昨日あんたたちが羽目を外しているのをもっと諌いさめるべきだった」

「ちょっと待ってくれ」

　俺は、罪をこちらになすりつけようとしているオメガに対し、待ったをかけた。

　すると、彼女はジロッと俺を睨にらみ、

「なによ？　あんた、それ多いわよ。『ちょっと待ってくれ』って、そればっかり！　急にストップをかけたってダメなんだから。『飛び出すな、ラミアは急に、止まれない』って知らないの？」

　車みたいね。

　あれ、なんかデジャヴ。──って、そうじゃなくて！

「いや、突っ込みを必要とする異世界さんサイドに問題があるのでは!?　お前ら、看過できん発言が多すぎんだよ！　俺はなあ！　元の世界じゃ突っ込み役じゃなかったんだぞ！　こっちの世界に来てから、なんかアイデンティティの危機を感じるんだが！」

「知らないわよ、そんなこと。ああ、それにしても、どうしよう！　わたしというものが付いていながら、パーティーメンバーの暴走を止めることができなかったなんて！　このままじゃ、借金地じ獄ごくに陥っちゃう！」

「な、なあ、お前罪悪感とかないの？　昨日の豪遊は、だいたいお前のせいだったぞ？」

「責任割合で言うと、八対二くらいかしら」

「交通事故みたいに言うんじゃねえよ！　さっきからお前、絶対俺たちの世界の車社会を知った上で喋しやべってるだろ！」

「……もちろんわたしが二よ？」

「そんなこと聞いてねええええ！　い、いい加減にしやがれ！　しかもなんでお前の方が割合低いんだ！　保険会社もびっくりだよ！」

　大声を出してから、ついに俺は地面にへたれ込んでしまった。

「……もうやだ。俺が何したってんだ……なんでこんな目に遭あわないといけないんだよ……」

「ちょっと、ちょっと。急にいじけないでよ」

「俺ってば、元の世界では善行を繰り返してたのに。買い物の後のお釣りはそのまま募金箱に寄付したし、道端でゴミを見つけたらきちんと拾ってゴミ入れに入れたし、誰もやりたがらなかったエビの飼育当番にも手を挙げたし。俺たち、高校生だぞ？　なんだよ、サクラエビの飼育当番って……先生は何を意図してエビなんて教室で飼おうと思ったんだ……」

「エビじゃなくって、蛇へびならワンチャン……？」

「ねえよ！　なお悪いわ！　あと、最近では雨の日に庭で鳴いてた子猫を拾って保護したし！　こんなに心清らかな俺が、ここまで不遇な扱いを受けるのはどう考えてもおかしいだろ！」

「男のくせに、オスを惚ほれさせる能力もあるしねえ……ぷっくくく……」

「思い出させるなあああ！　うわああああああ！」

　俺は頭を抱えたまま、地面の上を転がった。我ながら情けない姿だと思うが、他にどうすればいいというのか……？

　変な亜人デミヒユーマンに囲まれているだけではなく、借金までこさえてしまって、元の世界の父さん母さんがいまの俺を知ったらどう思うだろう？　異世界生活とやらに浮かれていた昨日までの自分をぶん殴なぐってやりたい。

　絶望の中で、俺はしばらく転がり続けた。
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「はあ……今日の稼かせぎもほとんど借金の返済に消えるのか……」

　俺は調達士ギルドから受け取った小額の金貨を握り、ぽつりと呟つぶやいた。

　結局、ドリーがシュミーアさんに交渉することによって、俺たちの借金を塔とうの会が立て替えてくれることになった。しかしもちろんそれは債務を一本化しただけであって、借金自体がなくなったわけではない。

　その日から俺たちは、シュミーアさんがそこはかとなく嬉うれしそうに提案した『債務調達士更生マニュアル』に従い、塔の会から指定されたクエストをこなすことになった。

　借金は結構な額のようで（夜の歓楽街は色々と青あお天てん井じようなので、本当に気を付けた方がいい）、稼ぎから普段の生活費を除いた余よ剰じよう部分から返すにしても、完済まで二、三か月程度かかる見込みらしい。

　そして今日も、足を生やした陸性のクジラモンスターが都市の近くを大移動しているということで、そいつらがおかしな行動を取らないか、見張りの任についてきたところだった。

「それは鯨げいホッパーという種族だな。個体にもよるが、脚力の強い奴やつはゆうに十メートルは垂直飛びできるぞ。からの踵かかと落とし！　イカれた奴やつらだ」

　モンスターの注意点を語るのは、妖よう魔ま獣じゆう魂こん師しのドリー。

「Ｊポッパーはお前だろ。夢、夢うるさいし」

「私も一匹飼育しているから、ちょっと実物を見せてやろうか。魔獣召しよう喚かん門もん、鯨げいホッパー!!」

「──ホ、ホ、ホエー！　ホエ？　ホォッホッホエエエッヘエヘヘヘ！」

「……こいつ、何言ってんだよ。なんかやたら興奮してないか」

「ん？　翻ほん訳やくが必要か？　『──あら、アネゴ！　お久しブリーフ！　あらあら、何なのこの可愛かわいいボーイは！　ひょっとしてアタシのために用意してくれたの！　感激だわ！　ヘイ、ボーイ！　アタシの性別？　もちろん、オスよ！』」

「た、ただのゲイじゃねえか！　しまえ！　そして二度と召喚するな！」




　──そんなやりとりがあったあと、俺は大量のモンスターの群れが近くを通り過ぎる恐怖感（むしろドリーのせいで増した）を必死に抑えながら、任務を終えたというわけだ。

　これが討とう伐ばつ任務じゃなくてよかった。あんなおぞましい生物と戦って、無事でいられる自信はないし。まあ危険が少ない分、報酬も安かったんだけど。

　質素なワンコイン酒場で食事を済ませ、寝泊まりする広場に向かう途中。

　俺は、重苦しいため息を吐いた。

「帰りたい……猛烈に……」

「帰りたいって、わたしたちが拠きよ点てんなんて持てるわけないでしょ。借金があるんだから」

「そうだぞソーマ！　今日も元気に、テントで野宿！」

「ちがわい！　元の世界に帰りたいって言ってんだ！」

　妙に呼吸の合う亜人デミヒユーマン二人に怒気を向ける。

「こんなの、俺の思ってた異世界生活と違う！　周りには普通の人間がいないし！　俺はずっと弱いままだし！　異世界ってのは、チート能力とかでもっと一気に強くなって、みんなからチヤホヤされるもんじゃないの!?」

「それはほら、もっと良質な素材をパンデモニウムに合成しないからだ。シュミーアの提案してくる安全なクエストで手に入るようなアイテムを合成しても、ほとんどパラメータの足しにはならんぞ」

　そう。ドリーの言うように、俺たちはここ数日で何度か、アイテム合成を生なり業わいとする店に行き、クエストで手に入れた余よ剰じようアイテムを自分のパンデモニウムに合成してみた。

　あるときは──富豪の屋や敷しきで飼われる三つ首チワワの散歩クエストで、チップとしてもらった『魔ま物ものの骨っこ』を。

　あるときは──オウランティアを訪れた旅行者の買い物に伴う荷物持ちクエストで、依頼人の故郷の文化だとして押しつけられた『妙な土偶』を。

　あるときは──高級温泉旅館の風ふ呂ろ掃除クエストで、オメガが着服した『レインボー・プロテイン配合石せつ鹼けん』を。

　それで各種ステータスのパラメータは多少上昇したものの、まだまだ実感できるほどの強さが身に付いているとは言い難がたい。

　ていうか、俺たち本当にろくなクエストしてねえな……。

　オメガ曰いわく「千里の道も一ズリから」ということらしいが、その言葉も俺の慰めにならず、ラミア業界が一歩二歩という単位を、やはり頑かたくなに使わないことがわかっただけだった。

「帰りたい……こんな異世界詐さ欺ぎにあうなんてあんまりだ……せめて借金がなけりゃ……」

　俺の口からは、自然とそんな言葉が漏れてくる。

　しかしオメガは後ろ向きな俺をジロッと睨にらみ、

「わたしだって早くあんたに帰ってもらって、尻尾しつぽを取り返したいわよ。それをぐっと我慢して、いまの生活に甘んじてるわけ。一人だけ苦しんでると思ったら大間違いなんだから」

　でも、大部分の責任は君にあるよね？　そんな上からぐいぐい来れる要素ないよね？

　……と言っても仕方ないので、代わりにもう一度、特大のため息を吐く。

「ああ、ヌーコに会いたいなあ……すごく可愛かわいい奴やつでさ。見ているだけで癒いやされるんだ。天使っていうのは、きっとああいう子のことを言うんだよ。お前みたいなエセ天使と違って……」

「ちょっと、ため息ばっかり吐いてそんな暗い顔するのやめてよ。みっともない！　わたしたちまで変な目で見られるでしょ！　ほら、みんながあんたに軽けい蔑べつの眼まな差ざしを向けてるわ。あそこの猫耳の子なんて、明らかに『情けねえクズだにゃあ……絶対ろくな死に方しないにゃあ』とか思っ──て、あれ、近づいてきた？」

「ご主人……？」

「……へ？」

　聞き覚えのない声に、ふと顔をあげる。

　すると猫耳の女の子が、俺の顔を覗のぞき込こんでいるのがわかった。

　真っ白な髪の可愛かわいい子……。俺のストライクゾーンに入るには、ちと幼すぎるが。

　彼女は、ぱあっと顔を輝かせ、

「──あああ！　やっぱりご主人だにゃ！　ご主人もこっちの世界に来てたんだにゃああ！」

　そう叫ぶなり、俺の胸に飛び込んでくる。余りの勢いに、俺は尻もちをついてしまった。

「え、ちょ、ま……タイムタイム！　なな何!?　どういうこと!?」

「会いたかったにゃあ！　寂しかったにゃあ！　ごろごろ……」

「は、はあ？　あんた……いつの間にこんな小さい子を手なずけてたのよ……？」

　オメガは、ドン引きした様子で俺と距離を取る。

「ノー・ロリータ！　ノー・タッチ！」

　いやイエス・ロリータ、ノー・タッチみたいに言うなよ。

　だいたい、苦労なくして利益はないノー・ペイン、ノー・ゲインということわざから鑑かんがみるに、それは『ロリでなければ触らない』──すなわちロリは率先して触るという意味になるだろうが！

「や、やめろ！　そんな性犯罪者でも見るような目で俺を見るな！　誤解だって！　俺はこんな子知らないぞ！　ちょっと、君！　いきなり何なんだよ！」

「ひ、ひどいにゃあ！　一緒にお布ふ団とんで寝たこともあるのに！　なんにゃ！　それじゃ、ぼくのことは湯たんぽぐらいにしか見てなかったってことにゃ!?　可愛かわいい可愛かわいいって言ってたのも噓うそだったのにゃ!?」

「ええ……一緒に布ふ団とんで……？」

「ち、違う！　わわわかったぞ！　これ、美人局つつもたせってやつだな!?　俺を陥おとしいれようって、そういう魂こん胆たんなんだろ！」

　そのとき、俺にのしかかる猫耳娘の体重が軽くなった。何事かと驚いている間に、俺の上に真っ白な子猫が現れる。

　俺はその子猫を知っていた。俺が元の世界で最近保護したばかりの……、

「……え、ヌーコ……？」

「あ！　こいつ、見覚えあるわ！」

　ヌーコを見た瞬間、オメガは眉まゆをきゅっと吊つり上あげた。

「わたしが魔ま法ほう陣じんに捕まって動けないとき、何度も助けてって言ったのに、結局無視してどこかに行っちゃった猫じゃない！　あのとき、わたしは猫の手も借りたかったっていうのにい！」

　そう言いながら、オメガは俺の上からひょいっとヌーコを取り上げる。

　すると先ほどの猫耳娘が着ていた衣服一式が、はらりと地面に舞い落ちた。

「丸飲みにしてやろうかしら！　わたしは執念深いの！　ほら！　見ての通り、わたしは怖いラミアよ！　食べられたくなければ謝りなさい！」

「にゃーん」

「ふふん、わかればいいわ」

　オメガは、得意そうな顔でヌーコを地面に下ろす。何だよそのやりとり。必要あった？

「……あれ、さっきの子はどこ行ったんだ？」

　俺のそんな疑問に答えるように、ぽん、という音が響いてヌーコが先ほどの女の子へと姿を変える。ただ重要な違いとして、今度の彼女は素すっ裸ぱだか……!!

「じゃじゃーん！　ここにいるにゃ！　ぼくがヌーコにゃ！　ご主人、ぼく、この世界ではご主人とおんなじ姿でいられるにゃ！　感激だにゃあ！」

　嬉うれしそうに叫ぶと、彼女はまた俺目がけて飛びかかってくる。
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「ど、どどどどういうことだよ!?　なんでヌーコが女の子で、女の子がヌーコなんだ!?」

「恐らく、ネコマタというやつだろう！　オサキが言っていたが、ネコマタは人間の姿になれる妖よう怪かいらしい。気をつけろよ、ソーマ！」

　ドリーが警戒の色を露あらわにする。

「ち、違うにゃ！　ぼくは妖怪なんかじゃにゃい！　ほら、これ見るにゃ！」

　言いながら裸の少女は顎あごをのけぞらせ、首にはまる綺き麗れいな首輪を示した。

「……ほう、人化変身アイテムか……？　しかしそんな高価なアイテムを見せびらかすとは迂う闊かつだったな！　ここにいるのは借金を抱えた三匹の狼おおかみ！　そのアイテムを売っ払い、シュミーアの言う『無理のない返済計画』という奴やつを大幅に早送りしてくれる！」

「こ、この人、けだものだにゃあ！」

「それは貴様だ、にゃんこめ！　ふふ、最近仕入れた猫科モンスター鎮ちん圧あつアイテム、マタタ・ビールを使うときがきたか！」

「おい、待て待て待て、ドリー！　何いきなり猛たけり狂くるってんだよ！　あとマタタ・ビールって何だよ！　マタタビの時点で酔っ払ってるのに、さらにビールで酔っ払わせるとかオーバーキル過ぎるだろ！」

「猫絶対殺すマン！」

「ちょ!?　ストップストップ！　この子の話を聞いてもいいだろ！」

「うわーん、やっぱりご主人は優しいにゃあ！」

　少女は、俺にしがみつく腕に力を込める。

「ぐすん、興奮して説明が遅れちゃったにゃ。でも、言葉が話せるって嬉うれしいにゃあ。これで、ご主人にぼくの気持ちを伝えられるんだから……」

「そ、そんなことより、君はまず服を着てはいかがかな!?　すっぽんぽんじゃありませんか！」

「にゃ？　……ああ、猫に戻ると服が脱げちゃうんだにゃ。いままで服着る習慣なんてにゃかったから、まだ慣れてないにゃ」

　そう言って、地面に落ちた服を取ろうとかがむヌーコ（？）。俺は無防備な少女から、さっと目を逸そらした。しばらくの間、背後でごそごそと衣きぬ擦ずれの音が響く……。

「ね、それ何？」

　と、オメガの声がする。

「これ？　パンツっていうにゃ。穿はいてないのにゃ？」

「へえ……二本足用の下着ってわけ？　変なかたちね……」

　オメガ、てめえこの数日間ノーパンだったのか!?　け、結構丈の短い腰巻きの癖くせして！

「ご主人、もうこっち向いていいにゃ」

　俺は動どう悸きを抑えて振り向いた。素すっ裸ぱだかだった少女がしっかりと衣服を身に付けていて、とりあえずほっと安心する。

「にゃあ、立ち話もにゃんだから、ぼくのお家うちに来て欲しいにゃ！　ここからそう遠くにゃいから……」

「家？　あんた、家なんて持ってるの？」

　オメガが意外そうに訊たずねると、猫耳娘はコクリと頷うなずく。

「ぱとろん？　っていう人がいるにゃ。この首輪だってその人にもらったんだにゃ。あ！　でも、ぼくはその人に飼われてるわけじゃにゃい！　ぼくの心はずっとご主人のものにゃ！」

　そう言って、少女は俺の腕に自分の腕を絡からませる。

「ご主人、大好き！　ぼく、ご主人のためなら何だってしてあげられるにゃ！　猫のときにはできなかったことも、人の身体からだならできるにゃ……？」

　上目づかいに、少女はそんなことをのたまった。

　ええ、何なのこの全能感……。世界ってこんなに輝いてたのかよ……。

　やっぱり異世界っていいかもしれない。

　一瞬で手の平を返したくなるくらい、その猫耳少女は可愛かわいらしかった。
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「ここだにゃ。ここがぼくのお家だにゃ！」

　どうやらヌーコということになるらしいその女の子と一緒にやってきたのは、街の中心部から少し離れたところにある庭付きの綺き麗れいな屋や敷しきだった。辺りは閑静で、最近の荒すさんだ生活で心をすり減らしていた俺にとっては、妙に落ち着ける場所。

　リビングまで案内され、出されたミルク（猫舌対策のためか、冷たい）を啜すすっていると、ヌーコは飛びきりの笑顔で切り出した。

「ご主人、ぼくと結婚するにゃ！」

　──ぶほっ。

「やめておいた方がいいぞ、ヌーコとやら。さっきも言ったが、そいつはいま借金を抱えている身。女を幸せにすることなどとてもできん」

　思わずむせ返る俺に代わって、答えたのはドリー。

　しかし最初の一件もあってか、ヌーコはドリーに恐怖を感じているようだった。恐る恐るといった態度でドリーを一いち瞥べつしてから、俺の顔を覗のぞき込こみ、

「……借金？　ご主人、借金してるにゃ？」

　純粋な眼まな差ざしが痛い。くそっ、ドリーのやつ、何もいまそんなこと言わなくても……。

「え、うん……まあ……」

「じゃあぼくが返してあげるにゃ！　いや、ぼくのお金はご主人のものなんだから、返済するなり何なり自由に使ったらいいにゃ！」

「……天使？」

　今度は、オメガがずいっと身を乗り出した。

「待ちなさい、ヌーコとやら。ソーマはわたしの尻尾しつぽでできてるから、言ってしまえば身も心もわたしのものなのよ。わたしの許可なく、誰かと結婚するなんて許さないわ」

「にゃあ!?　どどどういうことにゃ!?　ご主人の身も心も……!?」

　ヌーコは俺とオメガの顔を繰り返し見比べ、はっと何かに気づいた様子だった。

「そう言えばご主人、この人たち誰にゃ」

「うん、いつ聞かれるかと思ってたんだけど」

　俺はヌーコに、この世界に来てからのことを語って聞かせた。




「──ということなんだ」

「ご主人すっごく苦労したのにゃ。可か哀わいそう……よしよししてあげるにゃ」

　そう言って、ヌーコは俺の頭を撫なでてくる。

「……天使？」

「ふーん、でもあのにょろにょろは蛇へびの尻尾しつぽだったんだにゃ。てっきり、ぼくはおっきなお魚だと思ったにゃ。で、喉のどに嚙かみつこうと思ってにょろにょろの先に行ったら、お魚がいなくてがっかりしたのにゃ」

「ただの魚だったらどれだけよかったか……」

　俺がため息交じりにそう言うと、オメガがジト目でこちらを睨にらんでくる。

「……ちょっと、ソーマ。あんた、わたしという存在に何か不満でもあるわけ？」

「まあ待て。そういう議論をしても悲しくなるだけだ。いまはヌーコの話を聞こうじゃないか。なあ、ヌーコ。お前はそれで魔ま法ほう陣じんをくぐって、こっちの世界にきたわけだ。で、それからどうなったんだ？」

「いきなり変なところにきてびっくりしたけど、とりあえず知ってる場所に行こうと思って、人がいっぱいいるこの街をトコトコ歩いてたにゃ。でも、やっぱりぜんぜん自分がどこにいるかわかんにゃくて……寂しくなって、お腹なかも空いてきたんだにゃ……そしたらそのとき、さっきも言ったぱとろんの人に声をかけられたんだにゃあ！　すっごくお金持ちで、このお家うちも首輪も全部その人が買ってくれたんだにゃ！」

　えぇ……何なのそれ？　俺と待遇の差があり過ぎじゃない？

　俺は意味不明な亜人デミヒユーマン二人に囲まれてどん底の生活をしてるって言うのに、ヌーコの異世界人生（にゃん生？）ってば、もうイージーモードに突入してやがる。

　ただ、無邪気なヌーコの笑顔を見ていると、嫉しつ妬ととかそういうこともできなくなる。

　きっと俺の不幸な境遇の代わりに、ヌーコは幸運に恵まれたんだろうな、と思って自分を慰める。いや、そうでも思わんとやってられん。

「そうかそうか。お前は心優しい人に巡めぐり合えてよかったな。きっとその人、混こん沌とん値ちとか低いんだろうな」

「その人、魔王さまのお使いでこの街に来てるみたいなんだにゃ。アラサンだって」

「アラサン？　っていうとあれか、アラウンド三百歳」

「違うにゃ。アラウンド・サングリア。魔王さまの眷けん族ぞくのヴァンパイアだにゃ」

　ぴくり、とその言葉に反応したのはドリーだった。片方の眉まゆを持ち上げ、

「……ほう？　サングリアの部下か？」

「そうだにゃ。魔ま王おうさまはこの街を管理する人から、何かめんどくさいことに協力しろってしつこく頼まれてたらしいにゃ。で、一度誰かに街を見に行かせようと思って、部下を派遣よこしたんだにゃ。それがぼくを拾ってくれた人なんだにゃあ！　名前はグリモアさま！」

「……なんと、グリモアか！　暗あん黒こく魔ま卿きようグリモア。ノスフェラトゥ間近とさえいわれている実力者だな。しかしあいつ、サングリアの傘さん下かに入ったのか」

　どうやらドリーはそのヴァンパイアのことを知っているらしい。

「一度魔王さまに殺されかけたらしいにゃ。プリンを買い占めたとかで。それ以来、忠誠を誓ちかってるらしいにゃ」

「きっとドデカ・プリンのことだろう。通常の十二ドデカ倍もの体積を誇るプリンで、サングリアが好む甘物の一つだ。一度それをシュミーアが間違って食べてしまって、サングリアと喧けん嘩かになったことがある」

「……おい、お前らが喧けん嘩かすると街が滅ぶとか言ってなかったか。そんな下らん理由で喧けん嘩かしていいのか」

　すると、ドリーはふっとニヒルに笑った。

「……いい街だったよ」

「滅ぼしてんのかよ！　はあ!?　たかがプリン一つで!?」

「い、いや、一つと言っても、十二個分だぞ？」

「個数に食いつくんじゃねえ！　プリンが滅亡の引き金になってるところがおかしいってんだよ！」

「お菓子一点だよ……？　だから十二個分だと……」

「……もういい……ヌーコ……話を続けてくれ」

　俺はこめかみを押さえて、ヌーコを促す。

「にゃあ。グリモアさまはぼくのこと好き好きって言って、何でも買ってくれるにゃ。お小遣いだって、いらにゃいって言っても使いきれないくらいくれるんだにゃ……。だからぼく、ご主人のためにそれを使ってあげたいにゃ！」

「ねえ、それって客に貢みつがせたホステスがその金を彼氏につぎ込む構図に似てない？　ラミア金融伝で似た話があったわ」

「お前はちょっと黙ってろ」

　俺はオメガを制し、

「ヌーコ？　気持ちはありがたいけど、それはそのグリモアって人がお前のためにくれた金だろ。そういう金を貰もらうのはなんか裏切りっぽいし、ダメだと思う。いい人みたいだから尚なお更さらな」

「いや、グリモアは最低のヴァンパイアだぞ。愛人を囲って栄養費をつぎ込むのは、ただ自分が美味うまい血を飲みたいがためだからな。食欲に取りつかれたどうしようもないクズだ」

「お前が言うんじゃねえよ！」

　思わず俺はドリーに突っ込んだ。お前だってやってることは一緒じゃねえか！

「聞け、ソーマ。グリモアが相手に心にもない好意を伝えるのも、その方が都合がいいからに過ぎん。このヌーコは、グリモアに騙だまされているぞ。フォアグラと同じで、いまはいいように太らせている段階だというわけだ。だがときが来れば……牙きばを剝むき、本性を露あらわにして、その白く未成熟な身体から、爽さわやかかつ芳ほう醇じゆんな一番搾しぼりを飲み干さんとするだろう！」

　なんだよその表現。お前昭和の文豪かよ。

「にゃあああああ！」

　ヌーコは真っ青になって絶叫した。

「だ、騙だまされてるにゃ!?　ぼく、騙だまされてるにゃ!?」

「ああ、間違いなく。だいたい、世間にそんな美味うまい話が転がっているわけがないだろう。そういうときは、必ず裏があるものだ」

「ど、どうするにゃ……もうこの家にいられないにゃ……逃げにゃいと……」

「やめておけ、グリモアからは逃げ切れん。奴やつは熱しやすく冷めやすい性格だが、現在進行形で夢中になっているモノに対しては相当執念深いからな。とりわけ何の力もない子猫では、逃げるなど到とう底てい無理な話だ」

　無慈悲なドリーの言葉を聞いて、パニックに陥るヌーコ。

「にゃああああ！　にゃんてことおおお！」

「落ちつけ。対応策は二つある」

「ど、どうすればいいにゃ!?」

「まず一つ目は、奴やつの好みの対象から離れることだ。グリモアは処女専だからな。お前が処女を失えば、きっとグリモアの奴やつもお前に興味を失うことだろう」

「しょじょ!?　しょじょってなんにゃ!?　ぼく持ってるにゃ!?　どうやったら無くせるんだにゃ!?」

　混乱した様子のヌーコはぶんぶんと顔を振り回し、ピタリとオメガの方を向く。

「な、なんでわたしの方を見るのよ……わたしだって知らないわよ」

　頰を染めて、ごにょごにょと言いい淀よどむオメガ。

　よかった、お前にもその程度の恥じらいはあるんだな。まあ、だったらパンツくらい穿はくべきだけどな。

「処女は男にしか奪うことができん。基本的には、意中の相手に奪ってもらうのが筋というものだ。さらに言えば、相手が優しければベストだな。だいたい痛みを伴ともなうというのが、世間一般での定説だから」

「そうなのにゃ!?　じゃあご主人にするにゃ！　ご主人、ぼくからしょじょを奪って欲しいにゃ！　ご主人なら優しいし、大丈夫！」

「ま、待て待て待て！　色々おかしい気がするぞ！」

「？　どうしてにゃ？」

「どうしてって……こ、こういうのには順序があると言うか、お互いをもっと知り合った上でっていうかさ……その……それにそもそも、お、俺だってやったことないし……？　優しくできるかどうか……」

「ばっっっかじゃないの！　なに本気にしてるのよ！　あんたまさか、本当にロリコンなの!?」

　顔を真っ赤にしたオメガに言われて、俺はハッと正気を取り戻す。

「そ、そそそうだなああ！　俺としたことが、周りに流されて突っ込みを入れそこねるとは！　いや、突っ込んじゃいけないから正しいのか！　なははんつってえ！」

「さ、最低！　スケベ！　変へん態たい！」

「ヌーコ！　こういう話はお前にはまだ早い！　そいつはもう少し自分で守っていなさい！」

「でも、それじゃ困るにゃ！　ご主人はぼくが血を吸われちゃってもいいにゃ!?」

　こいつは参った！　俺は助けを求めるようにドリーに向き直り、

「……致死量？」

「致死量」

　コクリ、と頷うなずきが返ってくる。

「だがまあ、人の話は最後まで聞くものだぞ。私は対応策が二つあると言っただろう。もう一つの方が、童貞にとってはハードルが低いかもしれん」

「……じゃあそっちを先に言えよ。無駄に血圧が上がったじゃねえか。あと童貞とか言うな。二度と言うなよ」

「もう一つの方法というのは、奴やつに食欲を湧わかせないような工夫をするということだ。お前たちは最近、この街でヒルモンスターの取引価格が高こう騰とうしていることを知っているか？」

　そう言われて俺は、ギルドの前の公認クエスト一覧にそんな内容のクエストがあったのを思いだした。

「なあ、オメガ。覚えてるか？　ドリーのクエストとどっちにするかって言ってた……」

「あったわね！　ヒルモンスターの狩猟クエスト。『お徳用！　お一人さま一日二匹まで！』だったかしら」

「そう。だいたいそういう美味うまいクエストが、年に一度か二度あるものだ。それを知り、私も高名な吸血鬼がここに来ているのだろうと予想はしていたが、いまの話を聞いて合が点てんがいった。グリモアが一族を引き連れてこの街にやってきていたというわけだ。一度ヒルモンスターの血肝袋に蓄えられた動物の血液は、吸血鬼連中にとって非常に美味に感じるというからな。都市での取引が活発になるのだ」

「でも、それがどうしたっていうの？」

「そいつを利用して、ヌーコにグリモアの魔まの手が伸びてくるのを阻そ止しできるぞ。もともと、ヴァンパイアというのは嗅きゆう覚かくと味覚が完全には分化されていない種族だからな。ヒルモンスターの血肝袋という器官を加工してこの家の至るところに置き、血の臭いを充満させる。それを嗅かいだグリモアは、たちまち食欲を失ってしまうだろう。臭いだけでお腹なかいっぱいという奴やつだ。この家は多少生臭くなるが、このにゃんこは獣けものだし、何より死ぬよりはましだろう」

「臭いだけで？　そんなうまくいくの？」

　不思議そうな顔をして訊たずねるオメガ。疑っているというよりは、吸血鬼の生態に興味を持っている感じ。

「『ヌーコを見ても、食欲がわかない』という状況をつくりだすのが重要なのだ。さっきも言ったようにグリモアは飽き症だから、また自分の好みが変わったのだと錯さつ覚かくするだろう。そうなってしまえばもう安心だ」

「なんだ、じゃあヒルモンスターを買ってくるにゃ。それでぼくは安全ってことにゃ？」

「いや、お前『ヒル取扱者資格』持ってるのか？　持ってないと、買うことはできんぞ」

　ドリーが大おお真ま面じ目めな表情で、そんなことを言い出す。

「ヒルは体内に毒を持っているからな。その昔、毒抜きができない調理人のヒル料理を食べて、吸血鬼が死亡する事故が多発したのだ。それ以来、きちんとした資格が必要になった」

「フグみたいなもんか」

「にゃあ！　にゃんとかして手に入れられないかにゃ！　ぼく、せっかくご主人に会えたのに死にたくないにゃ！　ご主人と結婚して、いっぱいご奉仕してあげたいんだにゃ！」

「天使みたいなもんか」

「結婚はとりあえず置いといて」

　オメガが箱をどかすような仕草をする。

「ヌーコ？　あんたがヒルモンスターを手に入れる方法はあるわ。私たちは調達士だもの。街で買えないっていうなら、直接採りに行けばいいだけの話よ」

「ほんとにゃ!?　だったらお願いするにゃ！」

「……いいわ。でも、もちろんタダってわけにはいかないからね？　わたしたち、色々生活が苦しいし。夜を過ごす場所にも困るくらいなんだから。それにしても、この家広いわね」

　オメガは笑顔を張りつけたまま、ぐるりと周りを見渡した。
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　次の日の朝早く。

　俺たちはオウランティアから少し離れた湿地帯にやってきていた。

　ここに件くだんのヒルモンスター『ヒットマンスタイル』が出没するらしい。

　街を出る前に、一応シュミーアさんに許可を取っておいた。返済計画とは少しずれるが、これも塔とうの会公認のクエストであるため、彼女としても首を縦に振らざるを得なかったようだ。

　今日の目標として、俺たちが狩らないといけないヒルモンスターはクエスト分の二体と、ヌーコのためにできるだけたくさん。結構な重労働になりそうだった。

「……なあ、何を差し置いても聞いておきたいんだけど、俺たちが今日狩るヒットマンスタイルってどんなモンスターなんだ？　名前からして突っ込みどころがありそうなんだが……」

「ん？　ああ、見れば一瞬でわかるが、一応説明しておくか」

　と、俺の質問に答えるドリー。

「ヒルは長いリーチを持つ生き物だ。別命をリーチというくらいだからな。それだけでも厄やつ介かいなのに、ヒットマンスタイルはさらにいやらしくてな。片方の腕──大体左腕だが──それを身体からだの前に下ろしてＬ時に曲げ、振り子のように振って幻げん惑わくしてくる。その動き故、なかなか奴やつらのジャブを見切るのは難しい。からの右ストレート！　イカれた奴やつらだ」

「ちょっと待ってくれ」

　思わず、俺は待ったをかけた。

「……血はどこにいった？　ヒルって動物の血を吸うんだろ」

「テンカウント後に吸うのだ」

「何だよテンカウントって！　しかも何でヒルに腕があるんだよ！　俺の世界のヒルには腕なんかないんですが！　フリッカージャブも打ってこないんですが！」

「おっと、片腕を下げているから、ガードが甘いと思ったな？　だが奴やつらは、ショルダーブロックが巧みでな。おまけに斜めに構えているために懐ふところも深く、ずいぶんと攻めづらい。イカれた奴やつらだ」

「そんなこと聞いてねえよ！　この世界にはイカれたモンスターしかおらんのか！」

「どんなモンスターが来ても蹴け散ちらしてあげるわ！　これが終われば、念願の拠きよ点てんが手に入るんだから！　夢みたい！」

　嬉うれしそうに言うオメガ。

　昨晩、オメガがヌーコに提案したのは、家を拠きよ点てんとして使わせろということだった。別にグリモアは、ヌーコが友人を家に入れるのは禁止していない、なら自分たちがここにいたところで構わない、というのが彼女の強引な主張だった。

　さらに言えば、いま危機的な状況に陥っているヌーコのボディーガードの役目だって兼ねることができる。随分と弱みにつけ込んだ交渉だったが、ヌーコは二つ返事でＯＫを出した。

「ご主人も一緒にいるにゃ？　なら全然いいにゃ！　ここはもうご主人の家にゃ！」

「……おい、オメガ。これが純粋さってやつだよ。足元を見ようとした自分の卑ひ劣れつさを恥じるんだな」

「あ、足元とか見てないし！　足とか興味ないし！　ですしおすし！」

　それから俺たちは、グリモアが来るのが怖いと震えるヌーコの傍そばに一晩中いてやってから、太陽が昇って夜行性のヴァンパイアが眠りに就くころを見計らい、ここまでやってきたというわけだ。




「──出たぞ！　ヒットマンスタイルだ！」

　ドリーの声が、俺の意識を現実に引き戻した。

　見ると、沼の中から巨大なモンスターが出現したところだった。

　ぬめりとした黒いボディ。その先端についた大きな口。

　……あとドリーが説明していた通り、本当に二本の腕がある。

　ヒルは俺たちに気づいたのか、左腕を身体の前でビシリとＬ字に曲げると、リズムを取るようにゆらゆらと振り始める。

「……あれ、襲いかかってこないな」

「ば、馬鹿者！　アウトボクサー型のヒットマンスタイルが自分から近づいてくるか！　早く身構えろ！　もうすでに、こちらは奴やつの攻撃圏内にいるんだぞ！」

「へ？　あんなに遠くにいるのに、どうやって攻撃……」

　俺が言い終わらない内に、ヒットマンスタイルが左腕を鞭むちのようにしならせる。

　シュパッと小さな音が響いたかと思うと、その個体の左腕がヒモグミのように伸びて、俺の顔面を殴おう打だした。

　重い衝撃に脳を揺さぶられ、尻しりもちをつく。目の前にチカチカ火花が飛び散って、ようやく殴なぐられたのだと気づいた。

「……え……は……？」

　立ち上がろうにも、ガクガクと足が震えて力が入らない。

「言わんことではない！　ヒルには長いリーチがあると注意しておいただろう！　おい、オメガ！　こっちに来て、この馬鹿に回復魔ま法ほうをかけてやれ！　こんな生まれたての小こ鹿じかの如ごとくプルついた足腰では、長いラウンドを戦うことはできん！　私は向こうで、敵の注意を引きつけておく！」

「もう！　足があるって不便ね！」

　不平を言いながらも、こちらに駆かけ寄って回復魔法をかけてくれるオメガ。

　しかし、俺がオメガの回復魔法を見るのはこれが初めてだった。最初のベヒーモスのときはドリー登場のインパクトでその機会は流れてしまったし、それ以降ダメージを受けるようなクエストをしなかったからだ。

「……あの、全然回復してる気がしないんだけど」

　しばらくの間、黒くてまがまがしいオーラ（これが回復魔ま法ほうらしい）に包まれても効果が実感できない俺は、おずおずとオメガの方を見て呟つぶやいた。

「何言ってるの、気のせいよ！　わたしは邪じや神しん官かん！　回復魔法はお手の物だし！」

「い、いや、でも、足腰に力が戻らないけど……？」

　そのとき、オメガはハッと何かを悟さとった顔になり、

「あ、あんたまさか、秩序値の方にパラメータが振れてるんじゃないでしょうね!?　あんたのステータスは、これまできちんと把握してなかったけどっ！」

「はあ？　そりゃそうだろ……？　俺はお前たちみたいに野や蛮ばんじゃないんだから……」

「邪神官の回復魔法は、混こん沌とん値ちに振れた人間にしか効かないわ！　常識でしょ!?」

「はあ!?　そんな常識知らねえよ！」

　そのとき俺たちの近くに、ぬっと別のヒットマンスタイルが現れる。

「わああああ！　ソ、ソーマ！　早くこいつ追っ払ってよ！」

「ば、馬鹿！　俺はまだ立てないって言ってるだろ！　お前、何か戦闘技能持ってないのか!?」

「わたしは回復魔法に特化した邪神官よ!?　そんなの──ヴィクティア神官にのみ許された秘ひ奥おう義ぎ、ダークヴィクティムバスター・ウィズペインしかないわ！」

「持ってんじゃねえか！　そ、そいつでいい！　そのダークなんとかを使え！」

「いいのね？　後悔しないのね？　わたしだって使いたくなかったんだからね？　後で怒らないでね？」

「……え、なにその注意喚かん起き情報。ちょっと待って。やっぱり──」

「──女神ヴィクティアよ！　この敬けい虔けんなる信徒オメガに、御力を貸し与えたまえ！」

　オメガが両手を前に突き出すと、そこに真黒なモヤが集まってくる。

　同時に、俺は脱力感を覚えた。視界がぼやけ、気を失いそうになる。

「……あれ？」

「さあ行くわよ！　右手に犠ぎ牲せいを！　左手には愛を！　仲間のヒットポイントを削ることによって、初めて成り立つ秘技！　ああ、ソーマ！　あなたの犠牲は無駄にしないわ！」

「ちょ、おま」

「ダークヴィクティムバスター!!　ウィズ、ペイン!!」

　オメガの両手から黒いエネルギーの奔ほん流りゆうが飛び出し、ヒットマンスタイルを襲う！

　ズドオオォォ！　と会心の直撃音が響き、オメガはぐっと拳こぶしを握りしめた。

　沼の水が弾はじけ飛び、近くの地面がえぐれて砂煙を起こす。技の余りの迫力に一撃で消し飛んだかと思われたヒットマンスタイルは……しかし砂煙の向こうからケロリと現れる。

「……え、無傷……？」

「ああ、なんてこと！　邪気に変換するヒットポイントが少なかったんだわ！　あんたがもっと体力値を上げておかないからあ！」

「はあ、俺のせいかよ!?　てかどうすんだ!?　状況が悪化しただけじゃねえか！　もう俺、その辺の適当な木の枝で突っつかれただけで死ねるぞ！」

　そんなことを言っている間に、ヒットマンスタイルはこちらに戦う力がないと判断したのか、一気に距離を詰めてくる。巨大な身体からだがつくる影の中に俺たちを捉とらえたそのモンスターは、これまた巨大な口を開いて、ゆっくりと俺たちの方に近づけてきた。

「……やばくないか。これやばくないか」

「ひえええん、わたしの血は不味まずいんだからあああ！　吸わないでええええ！」

　オメガは恥も外聞もないといった様子で、俺の身体にしがみついてくる。

　もはやここまでか……[image: ]

　──と、思われたその瞬間、ヒルがピタリと動きを止める。

「あ、あれ……？」

「大丈夫か？」

　突然声がしてそっちを見ると、ドリーが俺たちの傍そばに立っているのがわかった。

　あれ、こいつもっと向こうで戦ってなかった……？　いつの間に……？

　ドリーは、呆あきれた表情で俺たちを見つめ、

「お前たち、とんでもない弱さだな……。よくそんな力量でヒットマンスタイルと戦いたいなどと言えたものだ。お前たちに必要なのは、まず己おのれの未熟さを知ることだな」

　その言葉とともに、俺たちに影を落としていたヒットマンスタイルの身体が、細切れになって地面に落ちる。

「……へ？」

「この個体は処理しておいた。向こうにも数体死し骸がいが転がっている。この辺りの主が出てくる前に、ヒルの血肝袋を集めてずらかるとするか」

「うわーん、助かったあああ。ありがとう、ドリー！」

　オメガが泣きながら抱き付くと、ドリーは仏ぶつ頂ちよう面づらで顔を背そむけた。

「……礼などいらん。私たちはパーティーだろう。そんなことを言う暇があったら、早く強くなってくれ」

　……えぇ、何このかっこいいキャラ。普段のドリーからは想像もつかないんですけど。

　俺たちが、ほっと一息ついたそのとき、

「──ああ、何やら向こうに、でかいやつが現れたわ！　すっごく怒ってるみたい！　もしかして、あれが主ぬし!?」

　これまでのヒットマンスタイルとはサイズが一回り違う怪物が現れ、悲鳴を上げるオメガ。

「……むう、噂うわさをすればなんとやらというやつか。厄やつ介かいなことになったな……あまり生態系を破壊したくなかったが、已やむをえん。かかる火の粉は払わねばならんからな」

　ドリーはこちらをちらりと一いち瞥べつし、

「お前たちはここで見ていろ。いまのお前たちに手出しされても、かえって邪じや魔まになるだけだ。余計な真似まねはするなよ」

「あれ、ドリー。お前、ちょっと雰囲気変わってないか？」

　俺は違和感に気づいて、ドリーに訊たずねた。

　彼女の様相が少し違っているのだ。

　先ほどまでも大たい概がいだったが、ドリーはいま、さらに身体からだのラインが浮き彫りになるような格好をしていて、バイクスーツと言うか全身タイツと言うか、とにかくそういうぴっちりとした衣装をまとっていた。そして胸元には「Ｓ」の文字。何と言うか、アメコミの某ぼうスーパーヒーローを彷ほう彿ふつとさせる出いで立たち……。

「うむ、私のクラスは妖よう魔ま獣じゆう魂こん師しだからな。これはその技の影響だ。支配下に置くモンスターの魂を憑ひよう依いさせ、能力を受け継ぐ技──名を魔承紅鶴拳ゲイン・フラミンゴ！」

「フラミンゴ……？　なんか弱そうな名前ね……？」

「いやお前、フラミンゴの凄すごさ、恐ろしさを知らんのか」

　俺は、訝いぶかしそうに眉をひそめるオメガをたしなめた。

「フラミンゴはエビとかカニとかの甲こう殻かく類や、藍らん藻そう類を食べて羽を赤く染めるんだ。だからフラミンゴのあの赤い色は元々の体質じゃなく、外部から取り入れた色素なんだぞ。ドリーの技の名前の由来は、そういうところから来ているに違いない」

　すると、二人は意表を突かれたようだった。

「ほう、なかなかやるではないか、ソーマ！　見直したぞ！」

「な、なんで、あんたがそんなことを知ってるのよ？」

「俺はサクラエビの飼育当番だったからな。毎日提出を求められる飼育日記でネタ切れを起こし、エビ界かい隈わいのことを調べていたことがあるんだ。そこで、エビを利用する恐ろしい魔鳥に出会ったのさ！」

　ありがとう、先生！　本当にどうでもいいところでだけど、サクラエビの飼育当番やってて役に立つことがあったよ！

「うむ！　技名の由来はソーマが言ったとおりだ！　そして、私がいまその魔承紅鶴拳ゲイン・フラミンゴで力を借りているのは、スーパーマンティスと呼ばれるカマキリ・モンスター！　この姿は、そのスーパーマンティスの体たい軀くを表現しているのだ！」

　ドリーは胸を張った。はち切れそうな胸元には、やっぱりどう見ても「Ｓ」の文字がある。

「……なあ、一応区切りを確認しておくけど、それってスーパー・マンティスなんだよな？　胸元にＳの字があるタイツスタイルって、もはやスーパーマ○・ティスの気がするんだが……」

　言いながら、俺は思わずドリーから目を逸そらした。こういう身体のラインが浮き彫りになる格好は、こいつみたいな爆発的なプロポーションの女がやっていいものではない気がする……。

　そのとき、俺の気まずさに感づいたオメガが、余計な茶々を入れてくる。

「ああ！　あんた、何ちょっと顔赤くしてるのよ！　スケベ！」

「──ほう？　さては私の身体からだに見とれたか？　はっはっは、知らなかったか、ソーマ！　私は結構、脱いだら凄すごいのだ！」

　いや、あんたは脱がなくても、わりとあからさまに凄すごかったけどね……？

「──って、そんな馬鹿話してる場合じゃないだろ！　お前、ほんとにあんなデカブツ倒せるのかよ！　逃げた方がいいってんなら、早く逃げなきゃまずいだろ！」

　俺は、怒り狂って接近してくるビッグ・ヒットマンスタイルを指差した。

「必要ない！　ここで見ていろ！」

　それだけ言って、ドリーは巨大なモンスターに向かっていく。

「いまの私は全身が刃物！　ヒルの身体など、もはやぶよぶよのコンニャクに過ぎん！　さあ、鮮血を上げるがいい！　私は貴様の血で化粧がしたい！」

　ジャブを伸ばすヒットマンスタイルの左腕を、手刀でスッパリ叩たたき落おとすドリー。

　それから流れるような動きで跳躍すると、羽を広げて宙に舞う！

「──鳥か!?　気球か!?　いや、スーパーマンティスだああ！」

　そ、それはやめとけ！　そこまでいくと言い逃れできなくなるぞ！

　叫びながら放たれたドリーの強烈な飛び蹴げりが炸さく裂れつし、ヒットマンスタイルは大きな音とともに倒れた。

　全身タイツ女は妙な掛け声とともに、即座に追い打ちをかける。

「ダアァッ！」

　……ん？

「ヘアァッ！」

　……んん？

「シュワァッチ！」

「──おい！　知らんから仕方ないかもしれんが、曲がりなりにもスーパーマ○を体現してるんだから、ウルトラ寄りの掛け声はやめてくれないかっ！」

「──マンティシウム光線！」

　俺の叫びもむなしく、ドリーはついにクロスさせた両腕から怪光線を発射するという暴挙に出て、ビッグ・ヒットマンスタイルを討とう伐ばつしてしまった。
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「うにゃあ！　すごいにゃあ！　優しくて強いなんて、やっぱりご主人はぼくのヒーローだにゃあ！」

　オウランティアに戻り、ヌーコにその日の成果を見せると、彼女は俺に抱きついて頰ほおずりしてきた。

「怖い魔ま物ものと戦って、きっと疲れたにゃ……？　ご飯ができてるにゃ！　室内温泉も用意できてるにゃ！　今日はゆっくり休んで欲しいにゃあ、ごろごろ……」

「……知らぬが仏ってこのことね。ソーマは一発パンチ貰もらってのびてただけだってのに。あんな情けないヒーローがいるわけないじゃない」

「お、お前だって人のこと言えないだろ！　ぜんっぜん、役に立ってなかったし！　それどころか、無駄なことして仲間をより危険な状態に追い込んだし！」

　睨にらみあう俺とオメガの間に、ドリーが入って仲裁する。

「最初から強い者などおらん。弱いというなら、これから鍛きたえていけばいいだけの話だ。一度パーティーで戦うことで、課題が浮き彫りになったのだ。大きな収穫ではないか」

「課題？」

「そうとも」

　ドリーは頷うなずく。

「まず、単純にメンバーが足りん。多すぎても困るが、だいたいパーティーは四、五人くらいで組んだ方がいいのだ。色んな奴やつがいた方が、それだけお互いの欠点を補い合えるからな。まあ、これはギルドでメンバー募集をかければ解決できるだろう。だが、それより深刻な課題はな、ソーマ……お前にある」

「ほら！　やっぱり問題はソーマじゃない！　ソーマが尻尾しつぽ手まといなのよ！」

　ドリーの言葉を聞いて、オメガは我が意を得たりとばかりに調子に乗った。そのドヤ顔にイラッとする。律りち義ぎに足を尻尾に変えてるとこもなんか腹立つ。

「繰り返して悪いが、ステータスが全体的に低いのは二人に共通していることだ。私が言いたいのは、強いとか弱いとかそういう問題ではない。もっと根本的に、ソーマはこのパーティーでやっていく上で致命的な欠陥がある。それは……」

「それは……？」

　俺は、ごくりと唾を飲み込んだ。

「混こん沌とん値ちが足りないということだ」

「……は？」

「暗黒面を受け入れろ」

「え、ちょ」

　いきなり凄すごまれて、俺は大いに戸惑った。

「パーティーの回復役の魔法を受けられないというのは致命的だぞ。オメガは邪じや神しん官かんなのだから、お前も秩序値ではなく、混こん沌とん値ちの方にパラメータを落ちつかせるべきだ」

「そ、そんなこと急に言われても……だいたい、パラメータを上げるには、パンデモニウムに何か素材を合成して強化しないといけないんだろ？　混こん沌とん値ちを上げる素材なんて、そうそうないんじゃ……」

「いや、そんなことはないぞ？　昨日この家を色々と見て回ったのだがな。やはりグリモアは暗あん黒こく魔ま卿きようのクラスにいるだけのことはある。ほら、見ろ。まずはこの黒い指輪」

「あ、それ、グリモアさまが最初の日にプレゼントしてくれた指輪にゃ」

「次に、この黒いカメオ」

「あ、それ、グリモアさまがその次の日にプレゼントしてくれたカメオにゃ」

「さらに、この黒いネックレス」

「あ、それ、グリモアさまがそのまた次の日にプレゼントしてくれたネックレスにゃ」

「そして、この──」

「……もういい」

　俺は、次から次へと黒いアイテムを取り出すドリーを制止した。

「……よおくわかった。でも、それはヌーコの物だろ？　借金のある俺たちじゃ、そんな高価そうなアイテムは買えないって」

「ヌーコ？　これはお前のご主人さまに必要な物なのだ。お前もより強く、よりかっこいいソーマを見たいだろう？」

「にゃあ。ご主人はもう十分かっこいいけど、それがご主人に必要だっていうならあげるにゃ」

「おい、ドリー！　俺でヌーコを釣るんじゃねえよ！」

「暗黒面を受け入れろ」

　もう一度、ずいっと顔を寄せて凄すごんでくるドリー。

「暗黒の力はいいぞお。正義、努力、建前、名目、周りの目、非難がましい周りの目、『うわあ、あいついてえな……』というような周りの目、そういった一切をかなぐり捨て、ただ強さと欲望のみを追求する修しゆ羅らと化すのだ」

「お前、実は周りの目めっちゃ気にしてないか」

「気にしてないっ。……それにソーマ、お前のクラスは騎き士しだろう。混こん沌とん値ちを上げてクラスアップすれば、暗黒騎士になれる。ここだけの話、暗黒騎士は女にモテるらしいぞ」

「……えっ？」

「そういうデータもあるようだ。これを見ろ。先日ギルドで見つけたのだが、オウランティアの女性三百人に聞いたアンケート結果らしい」

　そう言ってから、ドリーは一枚の紙片を取り出し、スッとテーブルの上に置いた。





　あなたは聖騎士と暗黒騎士、どちらが魅力的だと思いますか？

　聖騎き士し……３％

　暗黒騎士……95％

　騎士は無理。最低条件として爵しやく位いは欲しい……２％









「いや、これ捏ねつ造ぞうだろ」

「そんなことはない。この街の女はワイルドな男に憧あこがれるのだ。まあ、あれだろう、他の都市から、腕自慢の荒くれが集まった結果ということだろう。不良、飲んだくれ、ちょいワル親父おやじの需要など、供給が追いつかんほどという話だぞ」

「えぇ……大丈夫か異世界」

「あと普通の人間というのは、混こん沌とん値ちを上げにくいものだからな。暗黒騎士自体に希少価値があるというのもある。ここは調達士を中心に回る街だが、オメガのように亜人デミヒユーマンの身で調達士を目指す者はごく少数。となると、混こん沌とんの才に恵まれた人材自体が少ないのだ」

「へえ。……でも、俺は普通の人間だけど？」

「お前は普通の人間ではない。アンノウンなのだからな。身体からだがオメガの尻尾しつぽから構成されていることを考えても、混こん沌とん値ちはよくなじむはずだ」

「ふふん、わたしに感謝することね」

　勝手に褒ほめられた気になったらしいオメガが、偉そうに胸を張る。

「とにかくだ、ソーマ。このデータを見る限り、お前が暗黒騎士になるのに何の不都合もなかろう。パーティーメンバーの私たちとしても、お前が暗黒騎士でいてくれた方が随分と都合がいい。お前にしたって、周りからチヤホヤされれば悪い気はしない。ウィンウィンではないか」

「そ、そうかな……？」

　ドリーに言われて、俺は考え込んだ。しばらくしてから顔を上げ、

「……ほんとに？　ほんとにモテるの……？」

　トントン、とアンケートの紙を指で叩たたくドリー。

「データは噓うそを吐かん」

「……へえ、そう……ふうん……」

　また俺は考え込んだ。自慢ではないが、俺はこれまでモテたことがない。

　来ても良い頃だろ、来いよモテ期──きてもよいころだろこいよもてき

　こんな有名な回文を、周りの友だちに彼女ができる度たび、上から下から何度もリピートしていたこともあるくらいだ。

「……モテるのか……そうか……モテるのか暗黒騎士……」

「……苦痛はない。あるのは快楽だけだ。何を迷っている……」

　ここぞとばかりに、俺の耳元でドリーが甘い声を出す。

「……お前は意い固こ地じになっているだけだろう？　これまで散々、混こん沌とん値ちを貶おとしめていたからな。それに自分も染まるのが嫌いやだというわけだ。……だが混こん沌とん値ちというのは嫌けん悪おすべきパラメータではないぞ？　一度、堕おちてみればわかる。それが、どれだけお前にすばらしい力をもたらしてくれるかがな……」

「……悪あく魔まめ！　お前の甘言には惑まどわされねえ！」

　俺は決意して立ち上がった。

「──俺は、あくまで自分の意志で暗黒騎き士しになるんだ！　そう言えば俺、ゲームとかでもブラックドラゴンとか暗黒なんちゃらとか好きだったし！　それに二人も混こん沌とん値ちまみれの奴やつがパーティーにいるのに、俺だけ秩序サイドにいるのはおかしいもんな！　別に自分のためにするんじゃあない！　パーティーのことを考えた上で、暗黒騎士になるべきだと思うんだ！」

「ちょっろ」

　オメガが、軽けい蔑べつの目で俺を睨にらんだ。

「そう言うな、オメガ。これでお前もソーマとの相性がよくなるのだからな」

「……まあそうよね。前衛が頑張ってくれないと、わたしも後衛の回復役としては安心できないし。何度やられても回復魔法で立ち上がって、ゾンビの如ごとく敵の攻撃を受け止めてもらわないといけないんだから」

「いまの瞬間、お前を守ってやる気は消きえ失うせた！　でも、とりあえず話は決まりだな！　じゃあ早速パンデモニウムに素材を合成しに行こう！　はやく行こう！　すぐ行こう！」

「慌てるな、ソーマ。ここからなら、そうだな……人食いば娘このやっているアイテム合成屋が近いか。ちょうどいい、今日狩ってきたヒルの血肝袋も、そこで適当に加工してもらうことにしよう。では、出かけるとするか」

「ぼくも一緒に行くにゃ！　ご主人とデート！」

　そうして、俺たちは全員で外出することになった。相変わらず借金はあったものの、何だか前途がバラ色に感じて、俺はスキップでもしたい気持ちになっていた。
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「新しいスキルを覚えたわ！」

　俺たちが、ヌーコの家を拠きよ点てんとして利用するようになって数日後。

　素材調達クエストを終えた帰り道、オメガはそんなことを言い出す。

　ちょうど贔屓ひいきにしているアイテム合成屋『パンデミミック』に寄って、雑魚ざこモンスターのドロップしたアイテムを、各おの々おののパンデモニウムに合成してきたところだった。

「ほう？　いったいどんなスキルを覚えたのだ？」

　興味深そうに、ドリーが訊たずねた。

「神降ろしサモン・ゴツド」

「……は？」

「神降ろしサモン・ゴツド」

　オメガは繰り返してから、

「あれ、急にどうしたのドリー？　陸に上がった魚みたいに口をパクパクして。あ、わかった、鮭さけの真似まねだわ！　サモン、サーモン、とろサーモン。おいしいのよね！」

「ふ、ふざけている場合か！　さ、サモン・ゴッドだと……？　オメガ……お前、本当にサモン・ゴッドを覚えたのか……？」

「そうよ。見る？」

　言いながら、オメガは自分のパンデモニウムを夕日にかざす。地面に影が落ち、そこにステータスを表あらわす銀色の文字が浮かび上がった。

「し、信じられん！　本当にサモン・ゴッドだ！　なぜ、これほどパラメータが低い状態で覚えられるのだ!?　オサキがこのスキルを習得するのに、どれだけ苦労したと思っている!?」

「え、これ凄すごいの？」

「凄すごいなどというものではない！　これは神官職が覚えられるスキルの中でも、最高峰のものの一つだ！　信仰する神を降臨させ、敵を薙なぎ払はらう極大奥おう義ぎ！　オサキでさえ、『天てん衣い魔ま装そう巫み女こ』のクラスになってから習得できたのだ！　いったい、なぜ……!?　ま、まさか!!」

　ドリーは大慌ての様子で、オメガの胸に手を伸ばしてワキワキと動かした。

「──ふにゃあ!?」

「ああ、間違えた。こっちだ！」

　すっと胸から手をどかし、今度はオメガの腰の周りに浮かぶ小さな魔ま法ほう陣じんを指差す。

　え、いやそれ、間違えようがなくない……？

「なぜ揉もんだ……？」

「そこに山があるからだ！　……いや、そんなことはどうでもいい！　いまはこっちの方が重要だ！　見ろ！　きっとこの魔法陣が、オメガの異常な早熟さの原因に違いない！」

「ちょっと待って。それ、わたしのスキルの話よね。胸の話じゃなくて」

「当たり前だ！　私の小さな不ふ手て際ぎわのせいで誤解が生じているかもしれんが、この際、頭を切り替えてくれ！　乳の話は終わった！」

　勝手に揉もんで、勝手に話を終わらせる。こいつは相当な輩やからですわ。

「オメガ。お前はいま現在、その魔法陣の影響で、種族が天使になってしまっていると言っていたな!?」

「お、大声で言わないでよ！　気にしてるんだから！」

　さっと顔を赤くして、きょろきょろ周りを見回すオメガ。

　一方で、ドリーは一人深く頷うなずき、

「……なるほどな。ということはやはり、それが原因なのだろうな」

「へ？」

「天使は異常なほど早熟な種族だ。子どもの姿のくせに、知能は大人の人間も顔負けだという話をよく聞くだろう。宗教画でも、子どもの姿で描かれた天使が、人間を導いているという構図はありふれている。お前がチートじみた成長力を備えているのは、天使種族の恩恵を受けているからに違いない」

「へえ！　じゃあわたし、ばんばん強くなれるってこと？」

「これまでの素材合成を見るに、お前のパラメータの上がり方は普通だった。天使の場合、スキル習得のために必要となるパラメータの基準値が通常よりかなり低いのだろう。スキルを覚えることが、そのまま強さに直結するわけではないが……うむ、私も勉強になった。今後敵対者として天使に遭そう遇ぐうするようなことがあったら、気をつけねばならんな」

　するとオメガは腕を組んで、うんうんと頷うなずいた。

「わたし、ラミアの里では『青田ガールのオメガ』と呼ばれていたのよ。この二つ名は伊達だてではなかったということね。あまりに早い時期に里の農作物を収穫するから、周りからお手伝いを禁止されていたの」

　それはもはや、ただの迷惑行為じゃねえか。

「一応釘くぎを指しておくがな、オメガ。早熟性というのは利点だけのようにも感じるが、実際のところそうでもない。パラメータとスキルの不ふ均きん衡こうが起こるということだからな。分不相応のスキルを使えば、力を使い果たしてしまうだろう。いまのお前の力量では、サモン・ゴッドなどとても使いこなせんはずだ」

「かたちから入るなってことね。肝きもに銘じるわ！　身近にちょうどよく、かたちから入って失敗した反面教師がいるし！」

　オメガは俺の方をちらりと見ると、すぐに顔を背そむけてくすくす笑った。

「……おい、言いたいことがあったらはっきり言え」

「別に？　その鎧よろい、かっこいいわね？　いかにも暗黒騎き士しって感じ……ぷっくっく……」

　笑いを堪こらえ切れず、歩ほを止めて道の脇の壁に手をつくオメガ。

　息も絶え絶えといった様子で、

「それ普通の鎧よろいを黒く塗ってるのよね……？　それっぽい格好して、みんなに暗黒騎士だって気付いてもらうために……？　自分から女の子に声をかけるのは恥ずかしいから、向こうからのアプローチを待ってるのよね……？　暗黒騎士だって知られさえすればモテるもんね……？」

　俺は、図星を突かれて狼ろう狽ばいした。

「い、言いたいことを言い過ぎだぞ、この蛇だ足そく娘むすめ！　限度というものを考えろ！」

「で、モテた……？」

　オメガにそう言われて、俺はここ最近の出来事を思い出した。

　混こん沌とん値ちを上げて、暗黒騎士にクラスアップしたこと。

　翌日ギルドに行き、それとなく「俺は暗黒騎士です」といった風ふ情ぜいで佇たたずみ、誰にも声をかけられずに一日を終えたこと。

　これではいけないと考え、次の日は鎧よろいを黒く塗ってやはり「俺は暗黒騎士です」といった風ふ情ぜいで佇たたずみ、女の子に声をかけられたと思ったら「邪じや魔まだからどいて」という心ない一言だったこと。

　次の日は剣を黒く塗り、魔剣と話せるという設定をこしらえて、ぶつぶつと独り言を呟つぶやくことで必死に「俺は暗黒騎士です」と周りにアピールしたものの、得たのは不審者の通報を聞いてやってきた『塔とうの会』役人の注意勧告だけだったこと。

「……おかしいな……モテてない気がする……」

　するとオメガは立っていられなくなったらしく、道端に倒れ込むと、腹をかかえて痙けい攣れんし始めた。

「……やめて……くっくっく……わたしを笑い死にさせる気なの……？」

　俺は助けを求めて、ドリーに言葉を投げかけた。

「……どうして俺はモテないんだ？　おい、ドリー。お前が言ったんだよな？　暗黒騎き士しになればモテるって。おい、なんで目を逸そらしてんだよ。おい！　おい、こっちを向け！」

「わ、私はかっこいいと思うぞ……？　うん、暗黒騎士……かっこいい……」

「適当な慰めを言うんじゃあない！　ていうか、あれだろ！　お前、俺のことを騙だましたろ！」

「だ、騙だましてなどいない！　あれは確かに『塔とうの会』が音おん頭どを取ってやったアンケートだ！　それに私は噓うそを吐くとき、この角がピクピクと動くのだ！　あのアンケートを見せたとき、角は動いていなかっただろう！」

「あれ、いま動いてるぞ……」

「それはきっと、いま心にもなく、お前を『かっこいい』などと言ったからだろうな」

「くそったれめ！　信憑性が増したじゃねえか！　じゃああのアンケートは正しいってんだな!?　なら、なんでなんだよ!?　なんで俺はモテねえんだよ!?」

「落ち着くのよ、ソーマ。このわたしが似た話を知ってるわ」

　いつの間に立ち直ったのか、オメガがぽんっと俺の肩を叩たたく。

「ラミアの里四千年の歴史にかかれば、どれほど困難な問題でもたやすく紐ひも解とけるというものなのよ。あんたがモテない理由を教えてあげる」

「……はあ？　一個人がモテないって話だぞ？　なんでわざわざラミアの里が出張ってくるんだよ？」

「いいから聞きなさい。いまラミアの里は女帝の治める首長制なんだけど、昔は間接民主主義を取っていたの。民主主義っていうのは、里のラミアが政治に関わる制度のこと。間接民主主義っていうのは、政治を行う代表をみんなで選んで、その代表者に議会で政治を行わせることよ。別名を代議制とも言うわね」

「あ、うん……え？　結構、本格的な感じ……？」

「代議制は理想的な政治形態と思われたわ。でも、次第に綻ほころびが見え始めたのよ。っていうのも、代表たちは『みんなに選ばれたこと』を理由に政治を行うわけだけど、代表として立候補する被選挙人に色々とめんどくさい制度が付け加わっていって、立候補者自体が民意を反映していないものになっていったわけ。つまり、選択肢の中に正解がない問題を解かされるような状態ってことね。でも、みんなはその中から代表を選ばないといけない。それが気に入らなくて、選挙そのものに参加しないラミアもいたけど、『歴史の中で勝ち取った選挙制度を活用しない不届きなラミア』のレッテルを張られて、社会から強く責められたの。そうなると、そのラミアたちは嫌いや々いやながらも、選挙に行かなければならない。選挙に行って、本当は支持していない候補者に票を入れなければならない。その結果、民意を代表していない代表が、『みんなに選ばれたこと』を盾たてに政治を始めることになるのよ」

「なんか色々と似た話を知ってるなあ。で、その政治社会はどうなったんだ？」

「クーデターが起きて転てん覆ぷくしたわ。つまりこの歴史を今回のことに当てはめると、みんなは特に暗黒騎き士しが好きだと思っていないということよ。ただ、聖騎士と暗黒騎士でアンケートを取られたから、消去法でより好ましい方を選んだだけというわけ」

「お前が急にガチ理論を展開し始めたところにも突っ込みたいが、いまはとりあえず聖騎士の人気のなさに突っ込んでおく！　あれ確か、三パーセントしか支持得てなかっただろ！」

「きっと最近、キモい聖騎士でもいたんだわ！　みんなの中でそいつの印象が強かったのよ！」

「急にキモいとか子どもっぽい発言をするんじゃねえよ！　せっかく理路整然と物事を考えられる奴やつだって、ちょっとだけお前のことを見直したところだったってのに……」

「……キモすぎて嫌きらわれたラミア王の話──聞く？」

「もう結構です」

　俺はオメガを制止した。そして我が身を振り返ってみて、急に恥ずかしくなってきた。

　……えぇ、俺ってば何でこんな格好してんの？　黒い鎧よろいに、黒い剣？　中二病か何か……？

　急に顔が火ほ照てってくるのを感じる。

　そんな俺を見かねたのか、ドリーが気の毒そうな顔でフォローをいれてきた。

「そ、そう気を落とすな、ソーマ！　私は、結構いいと思う！　うん……あの……手放しに絶賛はできんが……センス……そう！　センスを感じる！」

「角が動いてんだよおおおお！　もういい！　やめる！　もう俺、暗黒騎士やめるからな！　すぐに混こん沌とん値ちを下げて、秩序値の住人に戻ってやるううう！」

「いや、それは不可能だ。混沌の力は、そうやすやすと誰かを解放しない。一度堕おちてしまったが最後、人はその力なしで生きてはいけない身体からだになるのだ。まあ、自分のパンデモニウムに伝説の聖具でも混ぜれば別だがな」

「はあ!?　そ、そんなもん、もう呪のろいじゃねえか!?　身に付けたが最後、外せなくなる呪いの装備とか、もはやその辺の類たぐいだろ！」

「むう、失礼な。祝福と言ってもらいたいっ」

　いや、確かに『祝い』と『呪い』は字じ面づらだけは似てるけど！

「これは詐さ欺ぎだ！　モテるモテる詐欺！　この世界にはクーリングオフとかねえのか!?」

「……キモースギング王？」

「強引な空耳をねじ込んでまで、お前はどうしてもその話がしてえのかあ！　聞かねえっつってんだろ！　もう嫌いやだあああああ！　周りには妙な亜人デミヒユーマンしかいない！　俺はモテない！　何をやっても上手うまくいかないいいいい！」

　俺はしばらくの間、頭を抱えたまま、ただひたすら地面を転がった。

　そして拠きよ点てんに帰るとすぐに、装備の黒い塗装を落としたのだった。
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　それから俺の心の拠より所どころは、もはやヌーコだけになってしまった。異世界になけなしの良心があるとしたら、それは彼女と巡めぐり合わせてくれたことだと思う。

　屋や敷しき中にヒルモンスターの肝きもを加工したアイテムを置いてから、グリモアとかいうヌーコのパトロンは姿を現していない。最初のころはその吸血鬼の影に怯おびえていたヌーコも、最近になってようやく安心してきたようだった。

　ちょっとした用で外出していた俺を、ヌーコは満面の笑顔で迎え、

「ご主人、疲れたにゃ？　ぼくがぎゅってしてあげるにゃ！」

「ありがとう、ヌーコ」

　ああ、ヌーコがもう少し大人だったらな。こんな甲か斐い甲が斐いしい子が尽くしてくれるんだったら、一瞬でねんごろになる自信があるのに。

　そうとも、俺は改心した！

　俺は不特定多数の女の子にモテたいわけじゃあない！

　たった一人でいいから、俺のことを慕ってくれるパートナーがいれば──ただそれだけでいいんだ！

　……しかし残念なことに、俺はロリコンではない。ヌーコは可愛かわいいけれど、恋人にしたいとかそういう風には考えられない。本当に世の中というのは、ままならないものだ。

「ご主人？　今度の休み、ぼくとデートに行くにゃ。近くの劇場に舞台を見に行きたいんだにゃ。主演の女の子がすっごく可愛かわいいんだにゃあ！」

「へえ、舞台ってことは、劇か。題名は？」

「『不滅の妹』──ルビはイモータル・イモートって書いてあったにゃ」

「……」

　イモータル・イモート……？　えぇ、何それは……？

「主人公が『イモータライズ』っていう魔ま法ほうでみんなを妹化していく物語らしいにゃ。イモータル・イモートっていう題名は、イモート、オール・イモートともかけてあるそうだにゃ」

「……本来、イモータライズには『妹化する』なんて意味はないはずなんだけどな。まあ、いいや。そんな有害そうな舞台は見に行かない。俺はヌーコには無む垢くなままでいて欲しいんだ」

「にゃあ？」

「──すごい劇を見てきたわ！　ヌーコ！　ヌーコはどこにいるの！」

　俺の癒いやしのひとときをぶち壊すように、オメガが部屋に飛び込んでくる。

　オメガは、俺の背中の後ろに隠れるヌーコを目ざとく見つけ、

「ああ、ヌーコ！　今日からわたしのことをお姉ちゃんと呼んでいいわ！　わたし、もう小さな女の子が全員妹にしか見えない！　世界中の幼女を妹化するわ！　でも、こんなの間違ってるってことはわかってる！　わ、わたし、いったいどうしたらいいの……!?」

「……わかったか、ヌーコ。そんなものを見るとこういうダメな人間が出来上がるんだ」

　すると、ヌーコはぷぅっと頰ほおを膨らませる。

「むくれるなよ。違う舞台を見に行こう、な？」

「……二人っきり？　ぼくとご主人の、二人っきりにゃ？」

「ん？　そりゃそうだろ」

　俺がそう言うと、ヌーコの顔に、ぱあっと笑みが広がっていく。

「だったら、別に違う舞台でいいにゃ！　約束にゃ！　楽しみだにゃあ、ごろごろ……」

　なんだこの可愛かわいい生き物。天使かよ。
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　ヌーコという癒いやし。

　それ以外にも、新しい拠きよ点てんで生活できることの利点は多かった。

　まず何より、きっちりとした場所で寝られるだけで本当にありがたい。ヌーコの家に寝泊まりするようになってから、野宿していたときに比べて疲れの取れ方がまるで違う。

　それまでは塔とうの会から課せられたクエストを終えたら、飯を食って、タダ同然の大衆温泉に行って、テントで寝るだけの繰り返しだったが、いまは体力にも気力にも余裕がある。

　そこで、俺たちは都市周囲の散策に力を入れるようになった。手ごろなモンスターを狩ってその肉を売ったり、アイテムを手に入れるだけでも生活の足しになるからだ。




　そんなある日、俺たちはオウランティアの近くにおいしい穴場を見つけた。

　場所で言うと、この間ヒルモンスターと死闘を繰り広げた沼地を少し進んだくらい。

　地面がぽっかりと口を開けており、少し進むとその中に広い洞どう窟くつが出来ている。

　この場所の何がおいしいのかというと、やたらレアなアイテムがそこかしこから見つかるということ。

「──ここは、何かの遺跡かもしれんな。しかしオウランティアの近くに、こんな場所があるなどとは聞いたことがない。最近地滑りでも起きて露あらわになった未発掘の遺跡かもしれん」

　大理石のようにピカピカの柱に手を這はわせ、そんなことを言うドリー。

「……こういうのを見つけたとき、調達士はどうしたらいいの？」

　オメガが、何か含むところのある顔でそんなことを訊きく。

「調達士のルールなど知らん。だが、塔の会に報告するのが筋というものではないか？」

「……それで、わたしたちにお金は入ると思う？」

「うーむ、まあ名誉は手に入るだろうな」

　それを聞き、真剣な顔で考え込むオメガ。

　こういうとき、こいつがどうせ碌ろくでもないことを考えていることくらい俺にだってわかる。

「──決めたわ！　ここはわたしたちで略りやく奪だつしましょう！　きっと高値で売れるアイテムも見つかるはずよ！　これはきっと、借金に苦しむわたしたちにヴィクティアさまが下さったチャンスに違いないわ！　ああ、神よ！　感謝します！」

「……なあ、こういう上手うまい話には裏があるんじゃないか？　もうちょっと様子を見た方がいいんじゃないかな」

「何言ってるの！　善は急げよ！」

　そう叫ぶと、オメガの腕輪がぼんやりと光る。ボックスアイテムとか言っていたあれだ。

　次の瞬間、近くにあった綺き麗れいな柱がふっと消きえ失うせた。

「略奪完了！　……えぇ、この柱、三ブロック分も容量取るの？　──まあいいわ！　さあ、どんどん行くわよ！」

「なあ、善は急げって言ってから返す刀で略奪とかやめてくれねえかな。お前の倫理観はどうなっとるんだ」

「口はいいから手を動かしなさいよ！　どんどん物をアイテム化して──って、あんたボックスアイテム持ってないんだったわね。……ドリーは？」

「持っておらんが、アイテムを収納できるモンスターはいるぞ。出て来い！　魔ま獣じゆう召しよう喚かん門もん──人食いば娘こ！」

　いつもの呪じゆ文もんとともに、ドリーの傍そばに大きな宝箱が現れる。

「──む？　おい、みみりん！　出てこんか！　私が呼んだというのに、いつまで箱の中に引きこもっている！　私はお前の母親から、お前を鍛きたえるように頼まれておるのだ！　ほら、お前は『パンデミミック』を継ぐんだろう！」

「ああ、やめて～。私はフジツボのように、ただ口を開けてご飯がやってくるのを待っているだけの箱生を生きられればいいの～」

「そ、そんなことでやっていけるか！　世間はそんなに甘くないぞ！」

「ママが養ってくれる～。私を生んだんだから、ママは私を養う義務があるのよ～。でも、私は店を継いだりなんてしないわ～」

「……なんだこのクズは？」

　俺は、巨大な宝箱を開けようと必死に格闘するドリーに問いかけた。

「お前もアイテム合成屋の『パンデミミック』は知っているだろう。ミミック種の人食いば娘こがやっている店で、このみみりんはそこの一人娘なのだ。だが、見ての通り引きこもりでな。いい年をして自立せん。業ごうを煮やした女主人が、私にこいつの根性を叩たたき直なおして欲しいと依頼してきたんだが……」

　要はニートか。

「急に戦闘などできるはずもないが、人食いば娘こは物質をアイテム化して持ち運ぶ能力を持っている。だからこのように少しずつ仕事を与えて、小さな成功体験を積み上げさせようとしているのだ。そうやって、自分も社会の役に立てる、自分の居場所は社会の中にある、と自信をつけさせてやろうと思っているところでな……」

「お前はニート支援のＮＰＯ団体か」

「──そうだ、いいことを思いついたぞ！　おい、みみりん！　お前は男と付き合ったことないだろう！　ここに男がいるぞ！　甲か斐い性しようなしで借金のある本当にダメなやつだが、それくらいの方がお前も気後れせずに話ができるだろう！　ほらほら！　顔を見せろ！」

「てめえ、喧けん嘩か売ってんのか！」

　ドリーに摑つかみかかろうとしたそのとき。

　俺は、少し開いた宝箱の隙すき間まから、こちらにじっと視線を送る女の子に気付いた。

「……あれ？」

「きゃっ」

　目が合うと、女の子は顔を真っ赤にしてまた箱を閉じてしまう。

「いいぞ、食いついてきた……！　人食いば娘こはメスしか生まれん種族でな……！　種を他種生物のオスからもらう必要がある……！　そのためか、普通のモンスターよりも性に対して貪欲なのだ……！」

　ひそひそと、俺の耳元で囁ささやくドリー。それから宝箱に向き直り、

「どうだ、みみりん？　結構いい男だろう？　名前はソーマという！　夢もなかなか大きくてな！　あとは……うん……まあその……夢が大きい！」

「それしか褒ほめるとこねえのか！　そんなことだったら、無理に褒めてもらわなくて結構だってんだ！」

「こ、混こん沌とん値ちが高そうな男性ひとだわ～」

　心なしか上ずっている気がする声で、宝箱が言った。

「お？　おお！　そうだろう！　もちろん、秩序値などという馬鹿げたパラメータに振れている男など、お前にふさわしくないと思ってな！　当然、紹介する前に考慮済みだ！」

　噓うそこけ。

「しかも、クラスは暗黒騎き士しだぞ！　引きこもっているお前は知らんかもしれんが、ここだけの話、巷ちまたでは暗黒騎士が大人気なのだ！　間違いなく、いまが旬しゆん！」

「……おいドリー。さっきから角、ピクピク動いてるんだけど？」

「空気を読め！　みみりんが社会に心を開こうとしているのに……!!」

　ドリーはもの凄すごい形ぎよう相そうで俺を睨にらむと、ひそひそ声で糾きゆう弾だんしてくる。

「暗黒騎士さま……暗黒騎士さま！　私、黒馬に乗った騎士さまが迎えに来てくれるのを、ずっと待ってた気がする～」

　宝箱がまた少しだけ開き、白くほっそりした腕が出てきた。その手には、分厚い本が握られている。

「で、でもまずは交換日記から……！　直接話すなんて恥ずかしい～」

「おお！　おお！　すばらしい一歩だぞ、みみりん！　まずは社会に興味を持つことだ！　外の世界は、お前が思っているほど怖いものではないのだからな！」

「なんだか今日は疲れた～」

「そうだろうな！　よし、お前はもう帰ってよろしい！　次までに、ソーマに日記を書かせておく！　楽しみにしておいてくれ！」

　ドリーは手を前に突き出した。魔ま法ほうの門が開き、その中に宝箱が消えていく。

　それからドリーは俺の方に向き直り、急にドヤ顔を作った。

「──お前もよかったな、ソーマ。モテたぞ」

　まるで、自分のおかげとでも言わんばかりである。

「……いや、これちゃいますやん。さっきの、モンスター娘ですやん。俺が欲ほつしてるのは、こういうモテ方じゃないですやん」

「……何だと？　贅ぜい沢たくなやつだ。しかも急に、妖よう狐こ弁べんなど使いおって」

　妖よう狐こ弁べん……？

「ねえ、ちょっと」

　それまで俺たちのやりとりを静観していたオメガが、口をはさんだ。眉をひそめ、

「で、結局、ドリーはアイテムを持ち運ぶ手段があるわけ？　ないわけ？」

「「あ」」

　俺とドリーは、そう言って顔を見合わせた。
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　結局、俺たちはそれから数日間、塔とうの会から毎日課されるクエストが終わった後、オメガのアイテムボックスだけを頼りに、その遺跡（？）に行ってはレアアイテムを強ごう奪だつするという、少しばかり非効率的な方法を取り続けた。

「……ねえ、パーティーメンバーを募集しない？」

　遺跡からの帰り道、オメガが口を開いた。

「大容量のアイテムボックスを持ってることを条件にして。このままじゃ、わたしたちが荒らし尽くす前に、他の誰かがあの遺跡を見つけちゃうわ」

　荒らし尽くすて。

　とても健全とは思えない発言をするオメガに、言葉を返すドリー。

「アイテム収集だけが目的なら、運び屋を雇うというのはどうだ？　塔とうの会にもそういう連中はいるようだぞ」

「それじゃダメよ！　わたしたちと一いち蓮れん托たく生しようのメンバーじゃないと、すぐに他の人にバラしちゃうもの。それにドリーだって、パーティーは四、五人で組んだ方がいいって言ってたでしょ？　戦力増強も兼ねて、ここはメンバー募集するのよ！」

「むう、確かに言われてみるとその通りかもしれんな。よし！　ならばギルドで、メンバー募集というのをやってみるか。他に付け加えるべき条件はあるか？」

「まあ、混こん沌とん値ちにパラメータが振れていないといけないわ」

「うむ、それは当然だな」

　それから、ドリーは俺の方を一いち瞥べつして、

「ソーマは何かあるか？」

「……常識人がいいです」

「「は？」」

　めっちゃ凄すごまれた。しかも二人から同時に。

「……あとは亜人デミヒユーマンじゃなければ」

「「は？」」

　どうしよう、へこたれそう。くじけそう。

「な、なら、せめて突っ込み役を……」

「突っ込み役──なるほど、アタッカーということね！　確かに、危険を省みず攻めて攻めて攻めまくるスタイルはいいと思うわ！　じゃあ大将、それもましましで！」

「うむ！　では大容量アイテムボックスを持った混こん沌とん値ち全振りの、大きな夢を胸にひめたドリーム・アタッカーということで！　それでいいな？」

「異議なし！」

「……こういうとき、勝手に条件が付け加わってるところを指摘できるような突っ込み役が欲しいんだよ……なんなんだよドリーム・アタッカーって……」

　俺の呻うめきは、当然のことのようにスルーされた。
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　　　５




　でき上がったポスターを眺ながめてから、オメガは隣にいる俺をジロッと睨にらんだ。

「……あんたの補足で三行も使っちゃったじゃない！」

　こいつらフォアグラとかは知ってるくせに、カレーは知らないのか……。ほんとわけわからんな。いや、そんなことより……。

「好きな食べ物とか書かなくてよくね……？　これ明らかに不要な情報だろ……？」

「ダメだダメだ！　私の好きな食べ物が夢だと理解できないと、応募条件にある『大きな夢』というのが意味不明になるだろう！」

「だから、その条件からしていらねえって言ってんだよ！　これ、ほぼ全部の文章に突っ込みどころがあるぞ！　こんな募集でまともな人材がくると思ってんのか！」

「びくちゃんもピラー丸も上手うまく描けたし、大丈夫よ！　あとはパーティーに入りたいって人がくるのを待つだけね……」

　オメガは、ふふんと得意げに言って胸を張る。

「はあ、頭痛くなってきた……」




「失礼。あの……」

　メンバー募集の張り紙を張り、ギルドホールの一角で新メンバーを待っていたところ。

　俺たちは、誰かに声をかけられて、それまでやっていたラミア式将しよう棋ぎというボードゲーム（敵の『歩ふ』を全滅させれば勝ち）を中断して振り返った。

　そこに立っていたのは、怪しげな雰囲気を漂わせる少女。

　生き真ま面じ目めそうな表情。そして、綺き麗れいに切りそろえられたぱっつん髪。

　年は、だいたい俺と同じくらいだろうか。

　いや、ここまではいい。

　問題は格好だった。

　少女は、紫色の忍び装束のような衣服に身を包み、赤いマフラーで口元を隠していた。

「……え、忍者か何か……？」

「いかにも。少しいいでござるか？」

　ご、ござる……？

「どうぞどうぞ、座るでござる」

　そう言って、自分の隣にある椅子を引くオメガ。

　いや、なんでお前、そんな順応早いんだよ。

　ござるだぞ、ござる。そんなもんにすぐ対応できる引き出し、普通持ってねえよ。

　オメガは満面の笑みを顔に張りつかせ、

「早速人が来てくれて嬉うれしいわ！　わたし、ラミアのオメガね。よろしく！　こっちはわたしの眷けん属ぞくのソーマで、こっちはサキュバスのドリーよ。あなたは？」

「……む？　拙せつ者しやはティアと申す者。種族はバンシーでござる」

　少女の言葉を聞くや否いなや、目を大きく見開くオメガ。

「ええ、バンシー!?　ほんとに!?　ほんとにあのバンシーなの!?」

　相変わらず、キンキンと甲高い声を出すやつだ。ていうか、サラッと人のこと眷けん属ぞく扱いするんじゃねえよ。

「ああ、ほんとだわ！　綺き麗れいなオッドアイ！　バンシーって、みんなそうなのよね!?　すごい、初めて見たわ！　サイン頂ちよう戴だい、サイン！」

　ぱっと見では気付かなかったが、オメガがいま言った通り、少女の瞳ひとみの色はお互いに異なっていた。右は鮮やかな金色──左は海のように透き通った青色──

「……おいオメガ、なにいきなりサイン求めてんだよ。この子、困惑してるだろ」

「これが興奮せずにいられますかってのよ！　バンシーって言ったら、亜人デミヒユーマンの中でも特にオウランティアに貢献した種族なのよ！　言ってしまえば英雄よ、英雄！　塔とうの三十階層──通称、『嘆きの層』はバンシーたちがいないと完成しなかったんだから！」

「『嘆きの層』？　なんだよ、それ？」

「あ、そっか。あんた調達士のことも塔とうのことも、ほとんど何にも知らないのよね」

　オメガはぽんっと手を合わせた。

「説明しておくわ。今後のことにきっと必要だから。物質っていうのは、場所によって存在できたりできなかったりするでしょ？　ここで採れた岩を別の場所に持っていくとすぐ風化しちゃうとか」

「熱いところでは水がすぐ蒸発しちまうとか、そういう感じ？」

「うーん、ちょっと違う気がするわ。あんたの世界とは法則が違うのかしら……例えば、この椅子があるわよね？　これ、買うときは使用できる国とか都市の注意書きが一緒についてきたりするの。それ以外の場所では存在できなくて、すぐにダメになっちゃうから」

「へえ、アイテムには使用場所の制限とかがあるってことか」

　ほんとにゲームみたいだな。

「そうそう。で、高いところでは、地表付近にある土から作られたレンガとかは、すぐに壊れちゃったりするわけ。それで、そのレンガが崩れないようにするためには、他の物質とかアイテムとかを混ぜて、別の物質だと世界に認識させないといけないの。土に……そうね、この間の黒いネックレスとか、指輪とかを混ぜ込んで、『暗黒土』とかの素材を作るってこと。その暗黒土から作られた暗黒レンガは、普通のレンガと違う物として使用できる場所の範囲が変わるのよ。もちろん、使用範囲が広がるばかりじゃなくて、狭くなることもあるんだけど」

「へえ、面白いな」

「うん。それでね？　塔の建設が困難な大事業って言われるのは、ある高さを境に、存在できる物質がコロコロ変わっちゃうからなの。それまで特定のアイテムを混ぜた鉱石とかで壁を作ればよかったのに、少し塔の高度が上がったただけで、それがもう使用できなくなっちゃったりするわけ。アイテムの価値はその度に変わるし、臨機応変に色々な素材を集めてこられる調達士が重宝されるのはそういう理由なのよ」

　オメガは、ちらりとバンシーのティアの方を見てから、身を乗り出した。

「それで、ここからが本題！　オウランティアの塔──全百二十階層予定の超巨大事業が始まって以来、もっとも難航したのが、さっき言った塔の三十階層……通称、『嘆きの層』と呼ばれる階層なの！　そこで必要になったアイテムが、バンシーの目から落ちる『涙るい宝ほう玉ぎよく』だったのよ。その涙を混ぜた建材は『涙るい望ぼう材ざい』って呼ばれて、三十階層の外壁は全部その涙るい望ぼう材ざいでできてるわ。普通、一つのアイテムからできた建材で作られる階層なんてないの！　いまは確か、塔の階層は六十二まであったはずだけど、三十階層以上に難所だったところはないわ！」

「へえ、バンシーの涙ねえ……」

「いかにも」

　バンシー少女が頷うなずく。

「いまそちらのお方が説明した通りでござる。バンシーの涙がこの世界に必要ということで、我々は一時期、この都市から派遣された調達士から、あらゆる責め苦を受けて泣かされたのでござる。それはそれは苦しい時代でござった。そのとき拙せつ者しやなど、まだ幼き身。心に受けた傷は、未いまだに回復しているとは言い難がたいでござるな」

「……責め苦？　おいおい、まさか拷ごう問もんとかか……？」

　俺はこの少女が縛り上げられ、誰かから責め立てられる図を想像して、思わず眉まゆをひそめた。

「──バンシーの里に、大量に送り込まれてきた劇団。彼らはラブロマンスで拙者たちの感動を誘ったかと思えば、今度は悲劇で涙腺を攻撃してくるのでござる。そしてもっとも恐ろしかったのは、怪談を得意とする吟ぎん遊ゆう詩人！　あまりの恐怖で涙を流してしまったかと思えば、さらに夜眠れなくなって目を休めることができなり、眼病にかかってまた涙を流す始末！　あれはいまでもトラウマでござる……」

「……は？」

「でもでも！　バンシーたちはそのおかげで、いま恐怖とかにすっごく耐性が付いたって聞いたわ！　恐れを知らない戦闘民族だって評判よ！」

　オメガがバンシー少女に羨せん望ぼうの眼まな差ざしを向けるのを見て、隣のドリーがニヤリと笑った。

「戦闘民族か！　いい響きだ。ふっふっふ。その引き締まった身体からだは日々の鍛たん錬れんの賜たま物ものということだな！　それに忍者と言えば、どのクラスでもアタッカーとして優秀だと聞く。加えてバンシーは亜人デミヒユーマンだし、当然、混こん沌とん値ちが高いはずだ──ちなみにティア、君の夢はなんだ？」
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「夢？　夢でござるか？」

「そうだ！　募集要項にも書いてあっただろう。大きな夢を持った人材を募集すると！　正直に言って、いま君はかなりいいところに来ているぞ！　その左手に嵌はめた腕輪はアイテムボックスだろう？　あとは夢だけだ！　夢──つまり、ドリーム！　さあ！　さあさあ！」

　急に圧迫面接を始めるドリー。

　またか、と俺は内心で溜ため息いきを吐いた。

　しかしそのとき、少女が困惑してオメガと俺の顔を何度か見たのを、俺は見逃さなかった。

　あれ……？　この子、もしかすると……。

「こっちのオメガの夢はな、オウランティアの塔とうに巻き付くというものだ！　とてつもなく大きな夢だろう！　君の夢は果たして、それを越えられるかな!?」

「え……どういうことでござる？　塔に巻き付く……？」

「どういうことだと？　どうもこうもあるまい！　そのままの意味なのだからな！　オメガはラミアなのだ。となれば、塔とうに巻き付きたくなるのは仕方なかろう！」

「えへへー、照れるわ」

「え、いや……サイズが足りないのでは……？」

　その瞬間、俺はテーブルを叩たたいて立ち上がっていた。

　──やった！　この子は……この子は、やっぱりそうに違いない！

「お？　どうした、ソーマ？　急に立ち上がったりして」

「あ、ああ、ごめんごめん。あはは、ちょっと興奮しちゃってさ。続けてくれ」

「？　変なやつだ？」

　俺は改めて席に座ったものの、まだ胸の高まりが収まっていなかった。

　こ、この子はきちんとした常識を持っている！　この変人どもと会話が嚙かみあっていないのがその証拠！　また亜人デミヒユーマンが来たと知ったときは諦あきらめかけたが、これはきっと拾いものだ！

「ま、まあいいでござる。拙せつ者しやの夢は、そうでござるな。父の後を継ぐことでござる」

「はあ？　父の後を継ぐぅ？　……ということは、あれか？　貴様の父親は神か何かか？　神の後を継いで神になりたいとか、そういう感じか？」

「え、いや……」

「待て待て、ドリー！」

　俺は、ティアに凄すごむドリーに待ったをかけた。

「そんな大きな夢を求めるな！　ほら、心の持ちようってやつだ。これまでに聞かされてきた中でも特にしょうもない夢を思いながら、この子の夢の話を聞いてみろ！」

「むう……では、ミミズになりたいとかほざいていたやつの夢を考えながら聞こうか」

　それはそれで大きな夢じゃねえかな……。

「それはそれで大きな夢ではござらんか……？」

　その瞬間、俺はまた立ち上がってティアに握手を求めていた。

「君！　合格だ！　是非、俺たちの仲間になってくれ！」

　もう間違いない！　この子は俺と波長が合う！　ということは、俺と苦労を分かち合える存在だということだ！

　しかし。

　物事というのは、そうそう上手うまくいかないものらしい……。

　俺は立ち上がったとき、テーブルを蹴け飛ばしてしまっていた。その弾みで、テーブルの上にあったコインか何かが床に落ちたらしく、チャリンと音がする。

「あれ？　ねえソーマ、何か落としたわよ？」

「ああ、何か音したな」

「お、落とした音した、でござるか……？」

　──ぶほっ。

「……え？」

　ティアの方を見ると、彼女はマフラーで必死に口元を隠しながらプルプルと震えていた。

　……やべえな。なんか暗雲が漂ただよってきやがった。
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「みっともないところを見せたでござる」

　ティアは顔を真っ赤にしながら、コホンと咳せき払ばらいした。

「拙せつ者しやたちバンシーは、恐怖や驚嘆という感情が希薄でござる。それは先の話でも明らかになったこと。しかしその一方で、笑いに耐性がないのでござる。特に恐ろしいのは漫才や漫談！　そのときよく使われるせいか、妖よう弧こ弁べんなどは聞いてしまうとそれだけで……」

「なんでやねん」と、ドリー。

　──ぶほっ。

「や、やめるでござる……その言葉は拙者に効く……」

　ティアは腹を抱えると、テーブルに突っ伏してプルプルと震え始めた。

　しばらく回復の見込みがなさそうだったので、俺はいまのうちに気になることを聞いておくことにした。

「……なあ、妖弧弁ってなんなんだ？　この間も言ってたよな？」

「そのまんま、妖弧が使う言葉だ。私もオサキと冒険をしていたせいで随分と詳くわしくなった。独特のイントネーションがあってな。『やかましいわ！』『いてこましたるでえ！』『そんなもん、ほかさんかい！』などが──」

　──ぶほっ。ガタガタッ……!!

「──なんや、地震かいな!?　テーブルが揺れとるやんけ！」

「……もうやめてやれ」

　それから俺は首を捻ひねり、

「なあ、俺の世界でも、そういう訛なまりの言葉あったぞ。そう言えばさ、俺はお前たちと普通に会話してるけど、これってどういうことなんだろ？　俺はお前たちが、普通に俺の国の母国語を喋しやべっているように聞こえるんだが」

　するとドリーは突然、真剣な表情になった。

「……そこに踏み込むか、ソーマ。まあ、気になってしまったものは仕方があるまい。説明してやろう。少し長くなるぞ」




　　　　（略）




「──ということなのだ」

「まじかよ！　そんなことが俺の頭の中で起こってたのか！　じゃあ、俺がお前たちと話せるのにモンスターの言葉がわからないってのも納得だ！　すげえな！　俺、結構異世界ファンタジー小説とか読んでたけど、ここまで合理的かつ明めい瞭りように説明してたの知らないぞ！　やっぱ現実は違うな！　ファンタジー警察とか、もう涙目じゃねえか！」

「うん、つまり──そういうことなのだ」

「わかった。そういうことなんだな。すっきりしたよ」

　俺が、本当に小さくてどうでもよくて追求する価値もない疑問を解消している間にも、ティアはまだ回復していないようだった。

「……帰ってもらう？」

　絶望的に冷ややかな目で、そんなことを言い出すオメガ。

「待て待て！　この子は有望株なんだ！　多少の欠点には目をつぶるべきだと思う！」

「バンシーなのに泣かないのよ？　むしろ笑い上戸なのよ？　わたしがバンシーに抱いていたイメージと大分違うわ」

「それは俺も同じだけど！」

　でも、そんなのいまさらだろ!?

　尻尾しつぽのない蛇女ラミア！　男らしい淫魔サキユバス！　で、今度は泣かない泣き妖精バンシーだ！

　…………

「……よくよく考えると、何でこんな色モノばっかりなんだ？　絶対おかしいだろ……」

「なに急に冷静になってるのよ」

「俺、本当に呪のろわれてんじゃねえのかな……」

　そんなことを言っているうちに、ようやく──本当にようやく、ティアは落ち着きを取り戻した。

「……あなた方といると腹筋が鍛きたえられるでござる。死と隣り合わせのような気もするが」

「私はまだ君を仲間と認めたわけではないぞ」

　ドリーは、高圧的な態度でテーブルをトントンと叩たたき、

「夢」

　こだわるなあ、こいつも……。

「む、そう言えば拙せつ者しやの父の話でござったな。なんだか、その話をしていたのが遠い過去のようでござる」

「大分、脱線したからね。ま、ゆっくり自分のペースで話してくれればいいよ。ははは」

「あんた、何でこの子にはそんな甘いのよ？」

　ジロッとこちらを睨にらんでくるオメガを無視して、俺は身ぶりでティアを促うながす。

「うむ、かたじけない。実は、拙者の父はダンジョンマスターでござる。その後を継ぐというのが拙せつ者しやの夢なのでござるよ」

「ええ、ダンジョンマスター!?」

　先ほどまでと打って変わり、興きよう味み津しん々しんといった様子でその単語に食いつくオメガ。

「ダンジョンマスター？　なんだよそれ？」

「その名の通り、ダンジョンの主よ！　塔とうを建ててもその中が空っぽじゃ意味ないでしょ？　塔の中にはダンジョンが作られてて、各階層にボスが存在するの！」

　するとドリーが片かた眉まゆをくいっと上げ、

「最下層にサングリアを配置したい、とシュミーアが言っていたあれもそうか？」

「そうそう！　塔は外壁と階層だけ作って、中はまるごと転移魔ま法ほうで世界のどこかとつなげちゃう計画なのよ！　だから魔王はいまの居城にいながら、塔の最下層を守ることだってできる！　他のボスたちもそうよ。マスターたちは世界各地にダンジョンを築いていて、最終的には、それをそのままオウランティアの塔の各階層と連動させる予定なの。もっとも、これは塔が完成してからの話だけど」

「ほう？　では、いまのところ塔の各階層の中には何もないのか？」

「そりゃ上ではまだ工事してるのに、下にダンジョンを置いていても意味ないじゃない。あくまでも、これは対異世界人アンノウンの施設なんだから。いまはダンジョンマスターが、世界各地で自分のダンジョンの質を高めているところよ。挑戦者を広く募集して、来るべき塔完成の日には外敵にとって、よりクリア困難なダンジョンを築いておくためにね」

「へえ、転移魔法か。この世界の魔法はそんなこともできるんだなあ」

　俺は異世界の魔法に、初めて感動を覚えていた。やっとか、という気もするが。

「いま、世界の各地にあるダンジョンは普通に出入りできるけど、転移魔法で塔とうの一部になったら、簡単には出入りできなくなるわ。その資格を持つ者以外にはね。その筆頭がダンジョンマスター。最初にその位に就くためには、塔の会に実力を認められないといけないらしいわ！　でも聞いた話じゃ、マスターになれた途端、塔の会から莫ばく大だいな不労所得を貰もらえるとか！　調達士の憧あこがれよ！」

「それは間違いでござる！　不労所得ではなく、ダンジョン経営費でござる！　いまオメガ殿が言った通り、マスターは異世界人が攻めてきたときのため、ダンジョンはより凶悪で、より過酷なものにしなければならぬのでござる。そのため広く挑戦者を求めて常にダンジョンの改善点を模索しつつ、挑戦者に敗れた場合は、その挑戦者にマスターの座を譲らなければならぬ不安定な身。利のみ見て、安易に憧れと言うのは間違いでござるっ」

「……そうなの？　ごめんごめん。ダンジョン経営側の知り合いなんて、いままでいなかったから！　へえ、でもあなたのお父さんがそのダンジョンマスターなのね！」

「いかにも。先ほど話に出た塔の三十階層──『嘆きの層』を管理する予定のダンジョンマスターでござる。ただ、最近困ったことがあって……」

　急に勢いをなくし、俺たちの顔色を覗うかがい始めるティア。

「どうしたの？」

「いや、その……いまさら言い出しづらいのでござるが……最近のことでござる……我々のダンジョンから、勝手にアイテムを持ち出す方々がいて……」

「ダンジョンの建材は採取禁止なの！　それは密みつ猟りよう行為だから、見つかったら大変な罰が加えられることになるわ！　しかも、『嘆きの層』に移す予定のダンジョンからだなんて！　さっき説明した通り、アイテムには存在制限があるから、三十階層になる予定の場所は、当然『涙るい望ぼう材ざい』の建材ばかりで作られているのよ！　それを持っていくなんて、とんでもないことだわ！」

　オメガは怒り心頭と言わんばかりの表情で、俺たちに熱弁を振るった。

「人さまのものを何だと思ってるのかしら！　最低の下げ衆すだわ！　きっと朝は四本足、昼は二本足、夜は三本足で歩く種族に違いないわ！　つまりラミアではないということよ！」

「へえ、そんなクズどもが最近、君たちのダンジョンを荒らしてるっていうんだな？」

　ここでは流石さすがにオメガと同意見の俺は、ティアにそう訊たずねる。

「え……まあ、あの……整備中のエントランス部分から持っていくので、まだそれほど被害は出ていないのでござる。それゆえ、アイテムを返還するか、アイテム代を弁償してくれさえすれば事を大きくせず、あとは注意勧告に留とどめようと……」

「それはいかんな、ティアとやら！　そういう不届き者たちは、一度徹底的に締め上げてやらんと、また同じことを繰り返す！　いま痛い目にあわせてやるのが、結局、長い目で見ればそいつらのためにもなるのだぞ！」

　ドリーも言った。

「そ、そうでござるか……？　いや、でも……ここまで場の雰囲気に流された拙者も悪いのでござるが……その不届き者たちというのが……」

　ごにょごにょと言いい淀よどむティアの手を、献身的な態度で握るオメガ。

「──なんだったら、わたしたちがその密みつ猟りよう者しやをとっちめてあげようか？」

「……へ？」

「それはいい考えだ！　私もダンジョンマスターとやらに会ってみたいしな！　その者の気ぐらいを確かめれば、おのずとこのティアの夢の大きさも測れようというもの！　ソーマも異存はないな？」

「ダンジョンかあ！　俺も実はそういうの好きなんだよな！　行ってみたい行ってみたい！」

「え……あの……ちょ……」

「というわけで、ティア？　せっかくメンバー募集の張り紙を見て来てくれたところ悪いんだけど、とりあえずいまから、あなたのお父さんがやってるっていうダンジョンに案内してくれる？　一緒に密猟者と戦いましょう！　そこで、あなたの実力も見させてもらうわ！」

「……募集の張り紙……？」

　ティアは、ぽつりと呟つぶやいた。
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　大変なことになった。

　俺は、目の前に広がる光景を見て、茫ぼう然ぜんとそんなことを考えていた。

　オメガとドリーの方をちらりと見ると、二人ともリアルにこんな──[image: ]──顔をしていた。

　というのも、ティアが俺たちを連れてきたのは、俺たちが穴場だと思って略りやく奪だつを繰り返していた、例の遺跡だったからだ──いや、これは遺跡ではない。ダンジョンだったのである！

　そして俺たちが密猟者だ何だとボロクソにけなしていたのは、誰あろう己おのれ自身だったのだ！

「い、いやあ」

　引きつった笑顔を浮かべ、オメガが口を開く。

「ティアもこの場所を知っていたなんて驚きだわ……ほんとにここ、良いい場所よね？　なんていうか、いるだけで癒いやされるというか……」

「現実逃避するんじゃねえよ！　こ、ここはとりあえず土下座だ！　土下座の一手だ！」

「どうしてもっと早く言ってくれなかったの!?　ティア!?」

「いや、その……話が後戻りできないところまで進んでいたし……傷つけるかと思って……」

「より傷ついてしまったわ！　わたしたち、精神的なショックを受けました！　こ、これは慰謝料を請求しないと──」

「やめろおおおおお！　これ以上、罪を重ねるのはよせえええ！」

　俺はオメガを座らせてから、その隣に膝をつくと、必死に頭を地面へとこすりつけた。

「すいません、すいません！　ああ、そうだ！　アイテムを返そう！　おい、オメガ！　ここから持ち出したアイテム、まだ換金してなかったよな!?」

　するとオメガは、俺からすっと目を逸そらした。

「お、おいお前、まさか……!?　なあ、ドリー！　お前、オメガと一緒によく出かけてたろ!?　換金してねえよな!?　アイテム、そのまま残ってるよな!?」

　するとドリーも、俺からすっと目を逸そらした。

　こいつら、噓うそだろ……!?

「ね、ねえ、ソーマ？　落ち着いて聞いてね？　わたしってほら、ビッグにならないといけないじゃない？　それが私の夢だし、ドリーもその夢を応援してくれてる。仲間ってそういうものでしょ？」

「良いいように言うなよ」

「飲み食いに使ったのだ！　仕方なかろう！」

　ドリーが胸を張って言った。

「お前はもっと悪びれろ！　なんで居直ってんだ！」

「ドリーがそういう態度なら、わたしにも考えがあるわ！　わたしたち、温泉にも行ったの！　オウランティアで一番高級だっていう『湯～トピア』に！　垢あかすりとマッサージもすごくよかったわ！　でも足つぼマッサージだけは痛すぎて、『あ、やっぱり足はないな……』って、そう思えたわ！」

「対抗意識を燃やしてんじゃねえええええ！　いや、ていうか……はあああ!?　なんでお前たちだけで楽しんでんだよ!?　俺を誘おうって気はなかったのか！」

「あんたはヌーコといちゃついてたから」

「ヌーコも一緒に連れてけばよかったじゃねえか！　いや、そもそも借金があるんだぞ!?　せめて借金返済に使おうって気はなかったのか!?」

「その日の一杯が、次の日の活力になるものよ」

「だああああああああああああ！」

　俺が頭を抱えたそのとき、




「……何だというのだ、騒がしい」




　洞どう窟くつの奥から、屈強な男が姿を現あらわした。

「あ、父上」と、ティア。

　父上？　ってことは、この人が……。

　男は、ティアと同じような忍び装束を身にまとっている。両の瞳ひとみはお互いに違った色。バンシーの特徴だろう。そして、ただならぬ威圧感──

　この人が、ここのダンジョンマスターか……!!

「父上！　この方々が、その……ここから建材を持ち去っていた下げ手しゆ人にんでござる……」

「ほう！　では早くも見つけだしたというのだな！　流石さすがは我が娘！　しかし、そなたらも自みずから罪を認め、直接謝罪にくるとはなかなか感心ではないか！　しかもその体勢は、バンシー一族に伝わる『ザ・ドゲザ』！　ふっふっふ、盗人ぬすつとにしておくには惜しいやつらよ！」

「あ、あの、ダンジョンマスターさん……？　これには色々とわけがありまして……」

　なんだか話せそうな人だと思った俺は、言葉を選びながら事の経けい緯いを説明した。




「──むう、なるほど。そなたらはここがダンジョンだと思わなかったというのだな？　確かに、このエントランス部分は前回の挑戦者に破壊されてから、まだまだ修復作業中。そういう意味では、こちらにも非はある。ふーむ、そなたらの事情はわかった。しかし、ここも塔とうの会の命を受けた公の施設であることに変わりはない。どういうかたちであれ、密みつ猟りようを許すわけにはいかんのだ。アイテムを弁償できぬというなら、ここでしばらくダンジョンの建造を……ん？」

　そのとき、彼は何かに気付いたようだった。

　その視線の先には、こんなときでも偉そうに腕を組むドリーの姿がある。

「……あ、貴女あなたはまさかドリー殿では……？」

「ん？　そうだ。男、私を知っているのか？」

「うおおおお！　や、やはりそうか！　世界でも屈指の強さを誇るという、あの『夢む望ぼう星せい姫き』ドリー殿か！　なぜこんなところに!?」

　男は興奮しているようだった。

　え、ドリーってそんなに有名なの？　ただの変人でしょ。

　一方のドリーは、ニヤリと片方の口角を上げ、

「ほう、私がここにいる理由を知りたいと言うのか、男？　それはな……貴様の娘の夢とやらを確かめにきたのだ！」

「我が娘の夢？」

「そうだ！　ティアは貴様の後を継ぎ──」

「ああ、待つでござる！　待つでござる！　ドリー殿、それはまだ父上には内緒でござる！」

　ティアは顔を真っ赤にしてドリーを制止した。

「なぜ夢を隠す？　公言すればいいではないか！　高らかに宣言すればいいではないかあ！」

「ござるぅ！　ござるぅ！」

　ティアは必死に、いやいやと首を横に振る。

「……まあ、いいだろう。この際、ティアのことはいい。いまの私の興味はな、男！　貴様の覚かく悟ごにあるのだからな！」

　びしり、とダンジョンマスターを指差すドリー。

　非があるのに、一向に悪びれないこういう姿勢は本当に凄すごいと思う。ちょっと正気の沙さ汰たではない気がする。

「ダンジョンマスターとは貴様にとって何だ!?　それは食べ……目指すに値する夢か!?」

「ダンジョンマスター……ダンジョンマスターか……」

　彼は、完全に雰囲気に飲まれていた。しばらくしてから、ぽつりと、

「──道、であるか」

「何……？　道だと……？」

「そうだ。見果てぬ完成。到達点とは、それすなわち妥だ協きよう点だ。行けども行けども、どこまでも続いていく道。そう……まさに、曲がりくねったダンジョンのように」

　ダンジョンマスターはそれから、上手うまいことを言ってやったとばかりのドヤ顔で周りを見渡した。

　……いや、待って？　いまはそういうこと求められてる空気じゃないでしょ？

　一周回って吹き出しそうになった俺は、奥歯を強く嚙かみ締めた。

　しかし、俺以外の誰もが真剣な表情をしている。

　ドリーなどは一瞬、膝をがくりと地面につきそうになっているほど。

「……お、大きい……」

「……えっ？　あ、ああ！　そうとも！」

　男はコホン、と咳せき払ばらいして続ける。

「ドリー殿！　拙せつ者しやはより大きな強さを求め、これまで力を磨いてきた。かつては手の届かぬ存在としか思えなかった貴女あなたやシュミーア殿にも、もはや劣らぬという自負がある！　これは好機！　拙者と手合わせを願いたい！」

　そうして、臣下が王に拝はい謁えつするかのように、片膝をついて懇願する。

「ただとは言わぬ！　もし拙者が負けようものなら、此こ度たびのことは不問としよう！」

「……え、おじさん、それホント？」

　都合のいいことを聞き逃さず、すかさず訊たずねるオメガ。

「もちろんだ！　忍びに二言はない！」

「へえ、そう……ちょっと相談タイム」

　オメガは俺とドリーを近くに呼び寄せ、ひそひそと囁ささやいた。

「……やっちゃいましょうよ？　それで許してくれるっていうんだから。いいでしょ？」

「おい、物騒な物言いだな。ていうか、勝ち目あるか？　ダンジョンマスターって相当強いんじゃねえの。しかもドリーは昔の力を失ってるんだろ？」

「試したいモンスターがいる。そいつの力量を知る機会と考えれば悪くない」

「よし！　じゃあオッケーね。おじさーん！　ドリー、オッケーだって！」

「お、おいおい！　ほんとに大丈夫かよ!?」

　俺は、ダンジョンマスターに適当な返事を返すオメガに、慌あわてて声をかけた。

「馬鹿ね……！　ダンジョンマスターっていうのは、いついかなるときも、誰からの挑戦だって受けないといけない身分なの。つまり、あの人がドリーとの戦いに意識を集中してる間に、わたしたちが隙すきをついて倒しちゃえばいいのよ」

「はああ!?　げ、外げ道どうじゃねえか！」

「外道は道を外れるって意味じゃないの。外側にある道って意味なの。なら、外道もあの人のいう道でしょ？」

「そんなもん聞いたことねえ！　ラミア式屁へ理り屈くつやめろ！」

　俺たちがそんなことをやっているうちに。

　二人は早くも、戦いの準備を整えたようだった。

　だめだ、もう、止められない……!!　大丈夫なのかよ、ドリーのやつ……!?

　ドリーと対たい峙じするダンジョンマスターの男は、宣言するように言い放つ。

「──拙せつ者しや、ダンジョン『嘆きの層』を預かるマスター、バンシーのデイガン！　夢む望ぼう星せい姫きドリー殿！　いざ尋じん常じように、勝負！」

「ふふふ、過去の私を追うかデイガン！　しかしいまの私は妖よう魔ま獣じゆう魂こん師し！　見るがいい！　そして震えるがいい！　魔獣と化した私の姿になああァ！」

　その瞬間、ドリーの身体からだに真っ黒な稲いな妻づまが落ちた。

　禍まが々まがしいオーラが辺りに漂い、彼女を包みこんでいく！

「うおおおおお!?　か、変わる!?　ドリー殿の姿が──!?」

　ダンジョンマスター・デイガンは、大きく目を見開いた。




　　　８




　先ほどまでドリーのいた場所に、でかい宝箱が現れる……！

　………!!

　…………[image: ]

　………………？

「……は？」

　俺は自分の目を疑った。

　おいおい、あれって……。

「魔承紅鶴拳ゲイン・フラミンゴ！　フォルム、人食いば娘こ！」

　宝箱がガタッと動き、中からドリーの声がした。

「ドリー、お前……な、なぜ、そのチョイスを……？」

「試したいモンスターがいると言っただろう！　それこそが、みみりん！　やつの引きこもりを治すには、まず私がみみりんの気持ちになってやらねばならん！　そして力の使い方、社会貢献の仕方、勤労の喜び、仕事帰りの一杯の格別さを教えてやるのだ！　おお、これがみみりんが感じている世界！　私はいま……む、ぐおおおおお!?」

　急に呻うめき声を上げるドリー。

「おい、どうした!?　大丈夫か!?」

「な、何だこの素敵空間は!?　言葉では表現できんが、ここには世界のあらゆる快楽がつまっている！　ああ、ダメになる！　これは人をダメにする箱だ！　こんなものを体感してしまったら、もう外の世界には出られん！　い、一生この中にいたい！」

「……おい！　何をやっとるんだ！　とっとと出て来い！　そしてちゃんと戦え！　これじゃ、せっかく気合十分に戦闘態勢に入ったデイガンさんが馬鹿みたいだろ！」

　俺は宝箱に近付き、ぐいぐいと口をこじ開けようとした。しかし、宝箱はもの凄すごい固さで閉じられている。

「ぐう、やめろ、ソーマ！　私からこの箱を奪うばおうというのか!?　箱を脱ぎ捨てろと!?　オフパコ!?　つまり、私にオフパコを要求しているというのか!?」

「だああああああ!?　その表現は色々とやばい意味になるだろうがあああ！」

「そっとしておいてくれ！　それはもう、地中に埋められたタイムカプセルのように！　十年後くらいに会いに来てくれ！　忘れ去ってくれてもいいぞ！」

「そ、そうはいくか！　お前が戦わないとアイテム代を弁償しないといけなくなるだろ！　そりゃまた借金が増えるってことなんだぞ！」

「おのれええ、しつこいやつめええ！」

　パカッと宝箱が開き、中からやおらドリーが現れる。

　それがあまりに突然のことだったので、俺は面食らってしまった。

「あ、あれ……？」

「パンドラ＝フルクロスカウンター!!」

　ドリーの強烈な右が炸さく裂れつし、俺はもんどり打って倒れた。

　その後、即座に宝箱は閉まり、まるで「私は最初からここにあった風景の一部です」と言わんばかりのさりげなさを装よそおって、場に鎮ちん座ざする。

　一撃で瀕ひん死しの重傷になって痙けい攣れんする俺のもとに、オメガが駆かけ寄ってきた。

「──馬鹿ね、ソーマ！　人食いば娘こはモンスターの中でも特に攻撃力が高いのよ！　動きが遅いからオブジェに擬ぎ態たいして誰かが近づくのを待ってるけど、いざ牙きばを剝むいたときの破壊力は、ヴィクティアさまの眷けん属ぞく、災さい厄やく竜りゆうワンパンドラの一撃に例えられるくらいなんだから！」

　それを先に言えよ……。

　ガクガクと震える膝を両手で必死に押さえながら、俺はそんなことを考えた。

「ぬう、流石さすがはドリー殿……いま仕掛けていたのが拙せつ者しやなら、あそこで転がっているのは間違いなく拙者になっていたであろう！　恐るべき戦闘センス！　恐るべき冷酷さ！　やはり夢む望ぼう星せい姫きの異名は伊達だてではないということか……!!」

　そう言うと、デイガンさんは、宝箱の周りを凄すさまじいスピードで回転し始めた。

　そのうち、彼の身体からだが二つ、三つ、四つと増えていく。

「だが、これならどうだ！　忍法、闇やみヒトデ！　切れば切るほど増えていくヒトデの如ごとく！　己の残像をいくつも生み出す奥おう義ぎよ！　いかに攻撃に長たけているとはいえ、これで本物は見切れまい！」

　そこは影分身とかじゃダメなんだろうか。この世界の忍者って、技名の権利問題とかうるさいのかな……。

「ソーマ、チャンスよ……！　あの人がドリーに気を取られてるうちに、仕掛けるわ！」

　オメガがひそひそと呟つぶやく。

「お、俺はあの馬鹿のせいで戦闘不能だけど……？」

「ふふん、まあ、あんたはそこで見ていなさい。ついにこの技を使うときが来たわ！」

「この技ってお前、まさか……!?」

「そう！　そのまさかよ！　神降ろしサモン・ゴツド！　わたしは、邪じや神しんヴィクティアさまを呼ぶわ！」

「おいおい、ドリーにその技はやめとけって言われてただろ！　大丈夫なのか!?」

「これ以上借金を増やすことはできない！　止めないで！　わたしはパーティーの役に立ちたいの！　仲間ってそういうものでしょ!?」

「……本音は？」

「大技を使う機会、キタ──────[image: ]」

　オメガは嬉き々きとして叫ぶと、天に両手を掲かかげた。

「御おん身みをここに！　ヴィクティアさま！　この敬けい虔けんな信徒オメガの前に、降こう臨りんなさってください！　そしてその偉大にして絶大なお力を、ご披露ください！　───神降ろしサモン・ゴツド!!」

　その瞬間、辺りの気温が急に下がったように感じ、俺は身ぶるいした。

　大気が震える……!!　辺りが真っ暗になり、オメガの姿だけがぼんやりと輝いて見える。

　その頭上には、巨大な魔ま法ほう陣じんが浮かんでいた。魔法陣は何か火花のようなものをバチバチと放ち、見る者に何か途方もなく巨大な力を連想させた。

「な、何事だ……!?」

　デイガンさんの驚く声が聞こえる。

「あ、あれはまさか神降ろしの魔ま法ほう陣じん!?　馬鹿な！　陣を描くのはあの少女か!?　し、信じられぬ！　世界に数人の使い手しかいないとされる陣を、なぜあんな年とし端はもいかぬ少女が扱えるのだ!?」

「ダンジョンマスター、デイガン！　あなたはわたしの仲間を傷つけたわ！　許すことはできない！」

　そう言って、びしりとデイガンさんの声のする方向を指差すオメガ。

「え……拙せつ者しや、まだ何もしておらんが……」

「いたいけな女性の周りを飛び回ったでしょう！　彼女は嫌いやがっていたというのに！　しかも大勢で押し寄せて、それはもう……くるくると！　許すことはできない！」

「父上……」

「ち、違うぞ、ティア！　お前も見ていただろう！　拙者は正々堂々、戦っていただけだ！」

　冷たい声を出すティアに、デイガンさんは慌あわてて弁解する。

「あなたのような汚い忍者には、この邪じや神しん官かんオメガと、わたしの信仰する邪神ヴィクティアさまが、文字通り天罰を下すわ！　さあ、ヴィクティアさま！　姿をお現あらわしになって、あの忍者に神の一撃を！　サモン！　カモン！　ゴッド！」

　魔ま法ほう陣じんが一度、大きくスパークしたかと思うと、そこからぬっと巨大な足が現れる。

　そしてふくらはぎ、ふともも、胴体、頭部が露あらわになり──ついにオメガの隣に、四メートルはあろうかという巨人がズシンと降り立った。

「こ、これが邪じや神しんヴィクティア……!?」

　俺の声はかすれていた。喉のどがカラカラになっている。

　巨人は瞑つぶっていた両の目を、クワっと見開いた。

「──吾わが輩はいを呼んだのはお前か、小娘！」

「……あれ、あなた誰ですか？」

　オメガは、巨人の顔を見上げて言った。

　巨人はボディビルダーも真っ青な筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした大男で、身につけているものがフンドシだけというあられもない姿だった。あと、頭に髪の毛が一本もない。

「ヴィクティアさまって女神のはずですけど。あなた、人違いですよね？　チェンジでお願いできますか？　わたし、ヴィクティアさまを呼んだんですよ？」

「たわけがああああああああ！」

　巨人が咆ほう哮こうする。

「お前のような力のない者の召しよう喚かん陣に、ヴィクティアさまが応じると思うか！　吾わが輩はいはヴィクティアさまが眷けん属ぞく──ヴィクティアンナンバー・ナイン、マッスルモンスター!!」

「眷けん属ぞく？　マッスルモンスター？」

「しかりよ！　ヴィクティアさまは百八の眷けん属ぞくを従えておる！　吾わが輩はいはその中でも、トップの実力を持つゴルゴンなのだ！　吾わが輩はいが来てやったこと、感謝するがいい！」

　ゴルゴンっていうとあれか。髪が蛇へびになっていて、目を見た者を石化するっていう……。

　髪が蛇になっていて…………髪が蛇に……？

「……え、でもハゲてね？」

「──こ、小僧！　貴様！」

　ぱつりと呟つぶやいた俺に、巨人が摑つかみかかってきた。

「誰がハゲているというのだァ！　吾わが輩はいは修行僧！　これはハゲているのではなく、自発的に剃そり落おとしているのだ！　もし吾わが輩はいに蛇の髪があれば、たちまちゴルゴンの異能が発動し、貴様たちを石化しているところだぞ！　わかったかああ！」

「ひ、ひいいい、すいません、すいません！」

「ハゲているのではない！　断じて、ハゲているのではないぞお！　これはヴィクティアさまのお力添えの結果なのだ！　近づく者すべてを石化してしまい嘆き悲しんでいる吾わが輩はいに、あの方が助言を下さった！　『髪を剃そるのも一つの方法』──と！　それはまさに青せい天てんの霹へき靂れき！　あまりの衝撃に、その瞬間、吾わが輩はいの髪は抜け落ちていたのだ！」

　え、じゃあ、やっぱりハゲてますやんか。それ、世間一般的には、ハゲって──

「だから吾わが輩はいの前で、二度とハゲという単語を使うな！　わかったな！」

　──巨人が物もの凄すごい形ぎよう相そうで凄すごんでくる。

　俺はデスメタルバンドもかくやとばかりに、頭を激しく上下に振って頷うなずいた。

「き、貴様あああ！　いま頭をハゲしく振りおったなああああ！」

　地の文にまで突っ込んでくるんじゃねえよ！　なんだこのめんどくさいやつ！

　捻ひねり潰つぶされそうになっている俺を見て流石さすがにやばいと思ったのか、オメガが救済の手を差し伸べてきた。

「ま、マッスルモンスターさま！　気をお鎮しずめ下さい！　ヴィクティアさまが来てくれなかったのは残念だけど、あなたで我慢することにしますから！　あなたの相手はそのソーマじゃなくて、あっちの忍者です！　ほら、あの忍者！」

「……何だと？　いまそこはかとなく失礼なことを言われた気もするが、何だと？　吾わが輩はいの相手はあの忍者だと？」

　そう言って、ようやく俺を解放する巨人。

「はあっはっは！　それならそうと早く言わぬか！　このマッスルモンスターの力を存分に見せつけてくれようではないか！」

　いつの間には、暗くら闇やみは晴れていた。

　巨人がズシリと一歩を踏み出し、それを受けてじわりと後ずさるデイガンさん。

「……ふふふ、これはまさに窮きゆう地ち！　しかしこの緊張こそ、拙せつ者しやが戦いに求めるもの！　少し目もく論ろ見みとは違ってしまったものの、これほどの相手と戦えるなら悪くない！　少女よ、感謝するぞ！」

「何を勘違いしておるのだ、忍者よ？　これは戦いではない──一方的な蹂じゆう躙りんである──いま、それをわからせてやろう」

　巨人は首をコキッと鳴らしてから、すっと腰を下ろした。そして──

「はああああああああああァァッ………!!」

　全身の筋肉に血管が浮かび上がり、それと同時に辺りの空気がビリビリと振動を始める。

「ぬおおおおお!?　こ、これは!?」

「ふっははははは!!　これが筋肉圧差の生む暴風よ！　貴様もなかなか身体からだを鍛きたえているようだが……概算で見て貴様の筋肉値を百とすると──吾わが輩はいのそれは二万！　筋肉力は圧の大きい方から小さいほうへと流れる！　この大気の震えが、その結果だァ！」

「二、二万!?　ということは……拙せつ者しやの二百倍!?」

　全体的にふわふわした会話を続ける二人。

　未知数にどれほど大きな数字をかけても仕方がない気がするのは俺だけだろうか……？

　まず、デイガンさんの筋肉値（？）でさえ適当だというのに。

「くっ……！　しかし、どれだけ鍛きたえ上げていても、そんな筋肉からは力任せの攻撃しか生まれん！　拙せつ者しやの忍術は、柔よく剛を制すのが真しん髄ずいなのだ！　見事、攻撃を受け流して見せようぞ！　──忍法、袖そでの下！」

　するとデイガンさんの忍び装束に、着物のように長い袖が付け加わった。

「[image: ～][image: ～][image: ～]っはっはっは！　無力！　無力だぞ、忍者よ！　しみったれておる！　そんなひらひらの布切れで吾わが輩はいの攻撃を受け流せると思うか!?　その程度の小細工で──」

　そのときデイガンさんは長い袖の下から、すっと何かを取り出した。

「……む？」

　チューブ状のそれには「爆ばく裂れつ毛生え薬・毛もう利り元もと成なり」と書かれている。

　途端に、巨人の体たい軀くがぐらりと揺れた。

「ちょっと！　マッスルモンスターさま！　何をしてるんですか！」

「そ、それは──厨ちゆう国ごく地方に名声を轟とどろかせたという伝説の毛生え薬──『毛もう利り元もと成なり』!!」

「ふふ、読んで字の如ごとく、毛に利を与え、すべてが元通りに成る発毛剤でござる。ゴルゴン殿、いま矛ほこを収めれば、これを差し上げよう……いかがかな？」

「こ、こやつ、できる！　この吾わが輩はいを袖の下で懐かい柔じゆうしようというのか！　ぬ、うぅ……後ろ髪を引かれるが……いや髪はないが……しかし……しかし、吾わが輩はいにもヴィクティアさまの眷けん属ぞくとしてのプライドというものがあるのだあああ！　立ちふさがった敵は即時粉ふん砕さい！　それこそが、あの方の定めたルール！　食くらうがいい！　このマッスルモンスターの剛腕から放たれる、必殺の一撃をなああァ！」

「──ほう、来るか！　だがそれも予想の範囲内！　そのような直線的な攻撃、やはり受け流すのはたやすい！」

　迫る巨人に臆することなく、デイガンさんは自分の頭上で両腕をクロスさせた。垂れて身体からだを隠す長い袖が、攻撃の狙ねらいを定めにくくする……！

「むうううんんおおおお!!　ヴィクティアン・マッスル・モンスタァァァァッ……!!」

　しかしそんなことはお構いなしとばかりに、巨人はぐわっと片腕を振り上げ──!!

「ぬっ……くくっ！」

「──スペシャル・ギガント・フルクラァァァッシュ……!!」

　掲げた腕にもう一本の腕を加えて、ハンマーを振り下ろすような体勢になり──!!

「ぬ、ぬうおおおおお!?」

「───ファイティング・ローキイイィィック[image: ]」

　──ガードしていないガラ空きの部位に向けて、強烈な下段蹴げりを放った。

　いや、そこは素直に拳こぶしを振り下ろせよ。

　完全に意表を突かれた攻撃を受け流せるはずもなく、下段攻撃は見事に直撃。

　ローキックとは言え、蹴りを放ったのは巨人。サイズの関係上、足はデイガンさんの胴体にめり込んだ。

「───からの、フィニィィィィッシュッ[image: ]」

　巨人は叫びながら、丸太のように野太い足を思い切り振り抜く。

　切りもみしながら吹き飛んでいくデイガンさん……。

　彼は、ダンジョンの壁に思い切り激突して──ずるずると床に落ち──

　……白目を剝むいたまま、ピクリとも動かなくなった。

　シン、と辺りが静まり返る。

　…………一瞬にして、戦いは終わりのときを迎えた。




「ふっははは！　勝った！　見たか、これぞヴィクティアさまが第九眷けん属ぞく、マッスルモンスターの力よ！　この忍者もなかなかの強つわ者ものではあったが、やはり吾わが輩はいの力には遠く及ばぬわ！　ではさらばだ、小娘！　精進を重ね、吾わが輩はいのような強大な力を身につけるのだぞ！　さすれば、ヴィクティアさまご本人もいずれ、お前の前に姿を現してくださるだろう！」

　それだけ言うと、巨人は立ち消えた。なんとも微妙な空気だけを残して……。

「おい、オメガ……これ、やっちゃいけないことなんじゃないのか……いまのは流石さすがにどうかと思うぞ……？　あの迫力で拳こぶしを振り上げておいて、蹴けりを放つのは反則だと思うんだが……」

「し、し……」

「し？」

「──試合巧者だわ！」

　こいつ、肯定しやがった！　……大分、褒ほめる言葉を見つけるのが難しそうだったけど。




　　　９




　神降ろしサモン・ゴツドで力を使い果たしたのか、オメガは地面に倒れ込むと、その場ですやすやと寝息を立て始めた。

「やはり、オメガにあの技は早すぎたようだな。一度使っただけでこの様ざまとは」

　知ったような口を利きくのは、魔承紅鶴拳ゲイン・フラミンゴの効果時間が過ぎて元の姿に戻ったドリー。

「……お前、よくそんな偉そうにしてられるな。箱の中で駄々をこねてただけのくせに……」

「そんな昔のことは忘れた」

「それ、箱の中でも似たようなこと言ってたぞ。タイムカプセルとか、忘れ去ってくれとか」

「あー、あー、聞こえなーい」

　ドリーはわざとらしく耳をふさいだ。

　俺たちがそんなことをやっていると、ティアに気つけの活かつを入れられて意識を取り戻したデイガンさんが、よろよろとこちらに近づいてきた。

「その少女は無事であろうか……？」

「眠っているだけだ。大事はない」

「そうか……しかし、信じられん。まさかその年で神降ろしサモン・ゴツドを使うとは！　やはりドリー殿ほどの強つわ者ものともなれば、その仲間も超一流ということなのだな……」

　デイガンさんは、両膝を大地についた。

「……拙せつ者しやの完敗だ」

「え、負けを認めるんですか？　ドリーは戦ってすらいないし、オメガが召しよう喚かんしたゴルゴンも卑ひ怯きようの権ごん化げみたいなやつでしたけど。剛腕から～とか言って、ローキックですよ？」

「少年。ダンジョンマスターたるもの、どのような相手がどのような手段を用いようとも、それを弾はじき返さなければならぬのだ。異世界人アンノウンが如何いかなる方法で、この世界を攻撃するのかわからぬのだからな……それゆえ……うむ、これは仕方のないことであろうな。最初は確かに、口約束のみで、そなたらが建材を持ち去ったことを不問にするとだけ言った。だが、よくよく考えてみると、戦いに敗れてしまった以上、拙者はもはやこのダンジョンの主にふさわしくない。この座をお譲りいたそう」

「ち、父上……!?」

「いいのだ、ティア。上には上がいることがわかったのだからな。そう……まさに、天に向かって積み上がる塔の階層のように」

　──ぶほっ。

　今度のやつは我慢し切れずに、俺は吹き出してしまった。

　くっ、くそっ！　こんなの不意打ちだろ！　いま真ま面じ目めな話してたじゃねえか！

「どうしたでござる、ソーマ殿……急に笑ったりして」

　ティアは、困惑した表情で俺を見つめた。

「い、いや……だって、デイガンさんが急に面白いことを言うから……」

「父上が面白い……？　どういうことでござる……？」

「え、笑い上じよう戸ごのくせに、いまの面白いと感じないの？」

「いや、全然。……どこが面白かったでござるか？」

　真剣な眼まな差ざしで、そんなことを聞いてくるティア。

「どこって、そりゃあ……これ、スベリ芸ってやつだよ。周りは真剣なのに、空気も読まずにネタっぽいことを言って、自分だけ『上手うまいこと言ってやった』みたいな顔をしてるだろ。そういう周りとのズレが面白かったんだ」

「しょ、少年！　拙せつ者しやはいま、今日を通して一番傷ついておるぞおお！」

　そう言って俺ににじり寄ってこようとするデイガンさんを、ティアが押しのけ、

「べ、勉強になるでござる！　拙者たちバンシーは、あまりに笑いに対して耐性がないゆえ、ここでその特訓をしているのでござる。しかしお互いの作ったネタを披露しあっても、それが絶望的に面白くないため笑えず、結果として練習にならなくて大いに困っていたところ。しかし、そのような高等テクがあったのでござるな！　スベリ芸でござるか……」

「いや、まあ、そんな大層なもんじゃないけどな。ていうか、意識してないだけで、お前たち、存在自体がすでに相当面白いぞ。ここでネタを作って、お互いに披露し合ってるんだろ。忍び装束のやつらが大勢寄ってたかって、ダンジョンのなかでギャグを磨いてるんだろ。車座とかになって『いまのギャグはいまいちでござるな……』とかやってんだろ。絵え面づらだけで笑えてくるんだけど」

「え」

　二人の忍者は、お互いの顔を見合わせた。どうやら自覚はないらしい。

「ちなみに、お前はどんなネタがあるんだよ、ティア」

　俺が訊きくと、ティアは真っ赤になってマフラーの奥に顔を埋もれさせた。

「……そ、それは内緒でござるっ……！」

「ティアの最新のやつはな、少年！　ほら、こういうやつだ」

　デイガンさんはさっと片方の腕を上げた。

「あああ！　父上、やめるでござる！　ダメでござるぅ！」

　しかしティアの制止は間に合わず、デイガンさんは上げた腕と逆の方の手で、露あらわになった脇をびしりと指差す。

「──ここ、脇！」

　…………

　嫌な空気が流れる。

「ええ……それ、ギャグですかね……？」

「……うむ、拙者も理解しかねるのだが……どうやらティアにとってはそうらしいのだ」

「おい、ティア。なんでそんなしょうもない一発ギャグを……？」

「しょ、しょうもなくないでござる！　ござるぅ！　ござるぅ！」

　ぶんぶんと顔を横に振るティア。

「だいたい、さっき父上がやった『ここ、脇！』は間違っているでござる！　正しくは、上げた腕は自分の服の襟元を摑つかめるくらい曲げて──ここ、脇！」

「なに？　ということは、こういうことか、娘よ──ここ、脇！」

「いや、デイガンさん、それ間違ってますよ。ティアのはこうやって──ここ、脇！」

「ソーマ殿！　それも違うでござる！　だから──ここ、脇！」

「ここ、脇！」

「どこ、脇!?」

「き、貴様ら、落ちつかんか」

　もはや脇がゲシュタルト崩ほう壊かいし、どこが脇なのかわからなくなりつつあった俺たちを止めたのは、気まずそうな顔のドリーだった。

「どの脇だろうと……その……面白くはない……」

　するとティアは大きなショックを受けたらしく、顔を蒼そう白はくにしてよろめいた。

「お、面白くない……？　拙者の『ここ、脇！』が面白くないでござる……？」

「ダンジョンマスター、デイガン！　つまりあなたは、脇道に逸それたということよ！」

　そのとき、意識を取り戻したらしいオメガが、ふらふらと立ち上がった。

「あれ、お前、もう起き上がって大丈夫なのか？」

「大丈夫よ。本当は結構前から意識はあったけど、金縛りめいた謎なぞの力で身体からだが動かなかっただけだから。……ちなみに、わたしはソーマの『ここ、脇！』が一番面白いと思ったわ！」

「や、やめてくれえ！　それはすでに、俺のなかで黒歴史になりつつある！」

「──そんなことより！　話は全て聞かせてもらったわ、マスター・デイガン！」

　オメガはデイガンさんに語りかけた。

「あなたの提案だけど、わたしたちは受けられないわ」

「……提案？」

「そう。わたしたちにダンジョンマスターの座を譲るという話よ。わたしたちは塔とうを完成させないといけないの。ここに籠こもっていたら、それが遅れてしまうでしょ？　それに、わたしたちはマスターにふさわしくないわ。ダンジョンマスターの力というのは、単なる強さだけじゃないはずよ。いかに敵の侵入を阻はばむダンジョンを築けるかというのも、マスターに求められるものなんじゃないかしら？　わたしたちはあなたを倒しただけで、ダンジョンを制せい覇はしたわけじゃないもの。もしダンジョンの攻略で疲労したあとにあなたと戦っていたら、結果は逆になっていたかもしれない」

「し、しかし、負けは負け……けじめというものもあるし……」

　思わぬ展開だったのだろう、目を白黒させて言いい淀よどむデイガンさん。

　他方で、俺はオメガを心もち見直していた。

「へえ、お前って、そういう考え方もできるんだな」

　しかし。

　ここで止めておかないのが、蛇だ足そくを体現する娘の本領発揮と言うところ。

　オメガは、ちょいちょいと手招きすると、耳を寄せた俺にだけ聞こえるように囁ささやいた。

「──本音を言うと、ダンジョンマスターって面倒くさそうなのよね」

「……は？」

「わたしの思ってたダンジョンマスターって、不労所得で毎日遊んでる人だったから。ティアの話を聞いてみて、あと実際このデイガンさんを見てみて、私のなかのダンジョンマスター神話が崩くずれてしまったわ。こんなに神経をすり減らして毎日ダンジョンを管理しないといけないなんて割に合わない。だったら自由にクエストをこなしてた方がいいわ。そう思わない？」

「お、お前なあ……」

　オメガは笑顔でデイガンさんの方に向き直り、

「というわけで、デイガンさん。これからも嘆きの層のマスターとして頑張って頂ちよう戴だい！　わたしたちと出会ったのは、あなたの『道』を途切れさせるような出来事じゃない。脇道に少し逸それただけのことよ！　あなたの道は、これからも続いて行くわ！」

「ご厚意、痛み入る……!!」

　ひざまずき、涙を流すデイガンさん。

　わりとガチ泣きだった。

　いや、厚意じゃないとは思いますけどね……？　自分本位この上ないし……。

「拙せつ者しや、力だけではなく、心でも敗北した！　オメガ殿！　貴女あなたはなんと大きな器を備えた女性なのだ！　いずれ貴女あなたは、否いやが応おうでも人の上に立つことになるであろうな！」

「……わたし、ラミアだからどこかに立つのは本意じゃないんだけど……」

「なあ、この際、それくらいは聞き逃せよ。話がまたややこしくなるだろ。いま、せっかく良いい話風になってたじゃねえか」

「オメガ殿！　そしてドリー殿！　あと……ええっと、少年！　あなた方に、拙者は心しん酔すいいたした！　善意をいただいた身で、このようなことを言うのは厚顔無恥と思われるやもしれんが、恥を承知で一つお願いしたいことがある！」

　デイガンさんは大地に手をついて、土下座の姿勢になると。

「あなた方の家臣として、ティアを連れて行ってはくれないだろうか!?　このティアには拙者の忍法のすべてを叩たたきこんである！　それゆえ密みつ偵ていや破壊工作などはお手の物！　力ではあなた方に遠く及ばずとも、いつか必ずお役に立てる機会がくると思う！　お願いいたす！」

　そう言って頭を地面にこすりつける。

「拙せつ者しやは常々、ティアに広い世界を見せてやらねばならぬと思っていたのだ！　手て前まえ味み噌そながら、この子には才能がある！　広い見聞を身につけ、さらなる経験を積めば、拙者など問題にならぬ忍びになれるはず！　どうか！」

「ち、父上……？」

「ティア。お前は外の世界を見てくるのだ。バンシー一族だけの狭い価値観にとらわれていてはいかん。拙者は、折を見てお前をここから出そうと思っていた。そしてこの方々を見て、ついにその機会が訪れたと確信したのだ」

「し、しかし、そうは言っても、この方たちにも都合というものが……」

　ティアは戸と惑まどった様子で、俺たち三人の方をちらりと見た。

「ティアがそれでいいというなら、私は一向に構わんぞ。しかし部下ではなく、仲間としてだがな。デイガン！　ダンジョンマスターとしての貴様の覚かく悟ご、実に見事だった。彼女の夢は追うにふさわしい！」

「おお、ドリー殿！　天下無む双そうとまで謳うたわれた貴女あなたにそう言っていただけるとはありがたい！」

「わたしもオッケーよ。ちょうどメンバーを募集してたところだったもの。本来の目的とはズレちゃったけど、ティアは真ま面じ目めそうだし、仲間としては文句ないわ」

「ありがとう、オメガ殿！　この人見知りのティアが、何やらすでにあなた方には懐なついている様子！　すべてオメガ殿の器うつわの大きさゆえであろう！」

　そして、全員の視線が俺に集中した。何だよ、このプレッシャー……。

　どうせこういうとき、俺はオチ担当じゃねえか。

　もう、わかってんだよな。さっきデイガンさんは、俺の名前知らなくて少年とか言ってたし。

　二人を褒ほめておいて、俺の発言だけ適当に流すつもりなんだろ？　「あ、君は別に」みたいな感じで。上げて上げて落とすのが、お約束ってやつだもんな？

　──いいよ！　そっちがその気なら、こっちだってそれに乗っかってやろうじゃねえか！　あんたがどんなリアクションを返すか見物だぜ！　勝負だ、ダンジョンマスター、デイガン!!

「──いやあ、俺はティアの加入については最初から賛成だったしねえ。いまさら反対なんてするわけないっす。へへへ……」

　すると、デイガンさんは両目からぶわっと涙を溢あふれさせた。

「あ、あれ……？」

「ありがとう……ありがとう……少年！　いまだに君を少年と言わねばならぬ自分が恥ずかしい！　ティアのもっとも苦手とする『笑い』に精通し、あるいは君こそが娘の目指す目標となるやもしれんというのに！　うおおお、拙せつ者しやを許してくれえええ！」

　えぇ……お、思ってた反応と違う……？　なんか褒ほめられたぞ……。しかも俺は別段、笑いに精通なんてしてないんですが……。上げて上げてまた上げるとか、この人いったいどこまで高みを目指すってんだ……？

　オチ不在の肩すかしで戸と惑まどう俺をよそに。

　頰ほおを朱に染めたティアが一歩前に踏み出して、ぺこりと頭を下げた。

「な、何やら急な話で戸と惑まどっているのでござるが……とにかく、よろしくでござる……拙者、バンシーのティア。クラスは影えい華が忍者でござるっ」

「ウチらはもう仲間やで。そない畏かしこまらんでも、えいがな」

　ドリーが真顔で言った、その途端。




　──ぶほっ。




　……しばらくの間、そこには、妖よう弧こ弁べんとしょうもない親父おやじギャグのダブルパンチを受けて悶もん絶ぜつする、二人の忍者の姿があった。

「……言っとくけど、俺はお前に突っ込み役を期待してるんだからな？」

　そんな俺の言葉は、ぜいぜいと苦しそうに呼吸する忍者娘に届いていないようだった。
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「……なんか、女の子が増えてるにゃ」

　ダンジョンでの略りやく奪だつ行為をうやむやにして、帰還したヌーコの屋や敷しきにて。

　俺たちを出迎えたヌーコは、ティアを見て不満そうにぽつりと呟つぶやいた。

「あなたがこの屋や敷しきの主、ヌーコ殿でござるな。拙せつ者しや、バンシーのティアと申す者。つい先ほど、ソーマ殿たちと仲間の契ちぎりを交わしたのでござる。これから、よろしくお願い申し上げる」

　そう言って、礼儀正しく頭を下げるティア。

　しかし、ヌーコはティアからぷいっと顔を背そむけて、

「ご主人、浮うわ気き者だにゃ。ぼくというものがありにゃがら……」

「ヌーコ殿、拙者の得意とするのは影えい華が忍法。この忍法は、花を象徴する術が豊富にあるのが特徴でござる。お近づきの印に、ヌーコ殿にこの術を献上いたそう」

　ティアは人差し指と中指を伸ばし、自分の胸元に持ってくる。

「影華忍法！　狐尾草エノコログサ！」

　すると巨大なねこじゃらしが出現し、もふもふと床を飛び跳ね出した。

「にゃあ？　そんなものでぼくの気を引こうとしても──引こうとしても──くっ……！　か、身体からだが勝手に反応してっ……！　にゃあああ！　もう我慢できないにゃあ！　ぬっこぬこにしてやるにゃあああ！」

　ヌーコは、跳ねるねこじゃらしと格闘を始めた。

「気に入っていただけたようで嬉うれしいでござる」

「おい、満足げなところ悪いが、もう止めてやってくれないか。ヌーコにとってあれは、履はいたら死ぬまで踊り続ける赤い靴とか、そのあたりの呪のろいのアイテムとかに近い気がする」

　俺は、血走った目でねこじゃらしを追い回すヌーコを見ながら言った。

　アンデルセンにあるやつだ。女の子が、最終的に足首を切ってしまう童話。

「む、そうでござるか？　あんなに楽しそうなのに」

「にゃあ！　世界が加速していくにゃあ！　打つべし！　打つべし！　ジャラシーズ・ハイだにゃあ！」

　叫びながら、連続でネコパンチを繰りだすヌーコ。

「焼きもちジエラシー焼いてたと思ったら、今度はジャラシーってわけね」

「……ジェラシーからジャラシー、でござるか……？」

　──ぶほっ。

　オメガの言葉を受けて、今度はティアが撃げき沈ちんする。

「おい！　おい、ティア！　そんなしょうもないダジャレにやられてんじゃねえ！　術を解けっていってるだろ！」

「……ふ、不覚でござるっ。いまそれは、寸前まで拙せつ者しやが言おうとしていたギャグ……先に言われてしまうとは……」

　噓うそ吐つけよ。ていうかお前、突っ込み役を期待されて加入したルーキーだってのに、しれっとそっち側にいるんじゃねえよ。

　そんなことを考える俺の肩に、ぽんっとドリーが手を置き、

「何にせよ、すぐに打ち解けたようでよかったではないか、ソーマ。お前は知らんかもしれんが、ヌーコはあれでいて難しいやつでな。私たちにもなかなか懐なつこうとしなかったのだ。お前が過保護すぎるせいだぞ」

「あれって打ち解けてんのかなあ……まあ、いいや。今日は色んなことがあって疲れたよ。早めに休んで気力を養おうぜ。新戦力も加わったことだし、明日からガンガンクエストをこなして、とっとと借金を完済しちまおう」

「そうね！　わたしたちには拠きよ点てんもあるわけだし、借金のない綺き麗れいな身体になれば、もう一人前の調達者と言ってもいいわよね。あとは各おの々おのがアイテムボックスを持てば完璧だわ！」

「むう。私もそう思いたいのだがな。しかし、一つ気になっていることがある。グリモアのやつが姿を見せんことだ。ここは本来、やつの屋や敷しきだというのに」

「きっとヒルモンスターの肝きもが効いたんじゃない？　それで、食欲がわかなくなったのよ。ヌーコに興味を失ったんだわ」

「だといいが……」

　どこか腑ふに落ちない表情のドリー。

　彼女は正しかった。事情をほとんど知らないティアは仕方ないとしても、俺やオメガ、そして当のヌーコでさえ、その脅きよう威いに対してあまりにも楽観的だった。
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「──おい、貴様。ここで何をしている？」

　その夜、俺は頭に強い衝撃を感じて飛び起きた。

「……はえぇ……!?　な、何々!?」

　見ると、枕元に見知らぬ少女が立っている。

　血の気を感じさせない、蒼そう白はくな顔。

　真っ黒な鎧よろいに、黒いマント。腰には、大おお仰ぎような黒い剣を刺している。

　少女は真っ赤な瞳ひとみを輝かせ、俺を睨にらんでいた。

「えぇ……誰ですか？　ていうか、いった！　頭痛っ！　えっ、ちょ……いま蹴けりました……？　寝てる無抵抗な俺の頭を蹴りました……？　その靴、金属でできてるっぽいのに……？」

「やかましい！　貴様、何者だと言っておるだろう！」

[image: ]

　叫ぶ少女の口元に、鋭い八重歯が見えた。見ようによっては、それは牙きばのようにも見える。

　あれ、この人って、もしかして……。

「ひょっとしてあんた、グリモアって吸血鬼……？」

「我の質問に答えんか！　貴様、そのひ弱そうな首を叩たたき切きるぞ！」

「わあああ！　すいません、すいません！　俺、ソーマっていいます！」

　大剣を抜いた少女に気押され、俺はぺこぺこと頭を下げた。

「そのソーマが、なぜ我が愛の巣にいるのだ！　ここは貴様のような下げ郎ろうがいていい場所ではない！　我のヌーコは……ああ!?」

　そのとき、少女は布ふ団とんの中にいるヌーコに気付いた。

　ヌーコはいつも俺と一緒に寝たがる。しかし人の姿では色々と問題があるため、いつも首輪を外して、猫の姿で布ふ団とんに入ってくるように言いつけている。

　……しかし、今晩のヌーコは人の姿をしていた。これはたまにだが、ヌーコは夜トイレに行った帰りに寝ぼけて首輪をつけ、人の姿のまま布ふ団とんに潜り込むときがあるのだ。

　当然、猫から人になったということは、全裸姿である。

　俺がロリコンでないことを、いい加減ヌーコはありがたく思うべきだろう。

　またかと思いながら、俺は掛かけ布ぶ団とんをヌーコの身体からだにかけてやった。

「……ったく、変な癖くせがつかなきゃいいけど。猫のときと違って毛皮がないんだから、いつか風邪かぜ引くぞ。今度から、首輪はきちんとしまってから寝た方がいいかもな……」

「きっ──貴様ァ！　何を……我のヌーコに何をした！」

　黒ずくめの少女が叫んだ。

「なぜヌーコは服を脱いでいた!?　しかもなぜ貴様と同どう衾きんしていた!?　ま、まさか……貴様……貴様の汚らしい欲望でヌーコを汚したというのか!?」

「なんだなんだ、騒がしい！」

　そのとき、別室で寝ていた三人が俺の部屋に入ってきた。

　一応、曲がりなりにも男と女ということで、彼女たちと俺は寝室を別にしている。

　最初、オメガは俺が何かに巻き付いているところを見ていないと寝られないと言い張ったが、ある日、それぞれ別室で寝ることを試してみると、俺のそれまでの努力（棒状の物体への巻き付き行為）がまったく無駄であることに気付いたようだった。それ以来、俺はオメガの目の届かないところで寝られるようになったのだが……。

　──いまのオメガは、ティアに手足を巻き付けたまま、鼻ちょうちんを膨らませていた。

　絶句する俺の視線に気づいたドリーが、悟さとり切った顔で頷うなずく。

「……その、なんだ……お前と別室で寝るようになってから、オメガは巻き付き癖ぐせが酷ひどくなってな。そういう意味でも、ティアの加入は本当にありがたかった……一枚、夜のローテを加えるだけで、だいぶ助かるというものだ……」

「……こ、この蛇だ足そく娘むすめ、どうあっても誰かに迷惑をかけないと気がすまねえのか……」

「く、苦しいでござるぅ……腕が頸けい動どう脈みやくを圧迫してくるでござるぅ……影えい華が忍法、桃とう花か……」

　その術とともに、ティアがいた場所にピンク色の花を咲かせた木が現れ、オメガはそれに巻き付くかたちになった。

　桃は魔ま除よけになると聞いたことある。ただ、そんなことより気になったのは、やっぱりこの一族が『身代わりの術』とか、忍者的にメジャーな名前を使わないこと。

　忍者業界って、やっぱり世せ知ち辛がらいのかもしれないなあ……と思っていたそのとき。

「わ、我を無視するなああ！　貴様らは人の屋や敷しきで何さまのつもりなのだあああ！」

　再び黒づくめの少女が絶叫し、俺の首元に大剣を付き付けてきた。

「ひ、ひいいいい！　ごめんなさい、ごめんなさい！」

「む？　お前はグリモアではないか」

　ドリーが少女の方を見て言う。

「な!?　き、貴様、ドリー!?　なぜ世捨て人の貴様がここにいる!?」

「成り行きでな。いまはそこのソーマとパーティーを組んでいるのだ。グリモア、そいつに向けている剣を下ろせ」

　ドリーは、気色ばむ吸血鬼──グリモアを諭さとすように、一歩前に踏み出す。

　へえ、じゃあやっぱりこの人がグリモアだったのか。暗あん黒こく魔ま卿きようとかいうから、俺はもっといかついおっさんを思い浮かべてたんだけど……。

　まあ吸血鬼っていえば不老不死の怪物っていうくらいだから、ずっと若い姿をしているのかもしれない。

　グリモアは、ドリーを見て嘲あざ笑わらうように口くちの端はを上げた。

「ふんっ！　夢む望ぼう星せい姫きともあろう女が、随分と落ちぶれたものよ！　このような間抜けな間男を仲間にしているとはな！」

「間抜けなのに間男、でござるか……？」

　──ぶほっ。

「……おい、そこの忍者。静かにしろ」

　グリモアはプルプルと震えるティアを睨にらみつけてから、俺の方に向き直り、

「……少し茶々が入ったが──とにかく、ドリー！　貴様の頼みを聞き届けてやることはできんぞ！　こいつは処刑せねばならん！　よりによって、我が最愛なる存在に手を出したのだからな！　貴様、ソーマとか言ったか……覚かく悟ごはできておろうな？」

「え、しょ、処刑……？」

「処刑の意味もわからぬか、この無学者！　こういうことだあ！」

　振り下ろされた大剣を、俺はすんでのところでかわした。

「どえええええ！　な、何すんだ、いきなり！」

「我のヌーコに薄汚い劣れつ情じようを抱いた罪、死んで償つぐなうがいい！」

「わああ！　待て待て！　し、知ってんだぞ！　あんた、ヌーコの血を吸おうとしてやがっただろ！　俺はヌーコの飼い主だ！　俺からすりゃ、あんたの方こそヌーコに害をなそうとしてたんだからな!?」

　俺は腰を抜かして立ち上がれず、座ったままずりずりと後ずさった。

「──飼い主だと？　貴様が？」

「そ、そうだ！　俺はあんたの毒どく牙がから、ヌーコを守ろうとしてただけだ！」

　すると、グリモアはさらに険悪な顔つきになった。

「貴様、何を勘違いしてる……？　我がヌーコの血を吸うだと……？　貴様、それはこの我がヌーコを食事のために囲っていたと、そう言いたいのか……？」

「え？　だってそうでしょ？」

「ふざけるな！　その質問に対する答えは否だ、この下劣漢が！　ヌーコは我が生涯を添い遂げると誓った相手！　底知れぬ愛くるしさ！　混こん沌とんと戯たわむれることだけが生きがいだった我に、癒いやしをもたらしてくれた存在！　それを……それを、単なる食事などとは無礼極まりない！　ぬう、何やら、この屋や敷しきが血なまぐさいと思ったらそういうことか！　我の食欲を減退させようという、さもしい考えだな!?　大方、そこの淫いん魔まの入れ知恵であろうが！」

「察しがいいな！　そのとおりだ！」

　胸を張り、ドヤ顔で叫ぶドリー。いや、褒ほめられてねえよ！

　ていうか、これ、やばいんじゃねえか……。

　時間が進むにつれ、吸血鬼グリモアの怒りは治まるどころか、ますます膨れ上がっているようだった。

　こいつは参った。大きな誤算というやつである。

　まさか、吸血鬼ともあろう怪物が、ヌーコに親愛の情以上のものを感じていようとは。

　いや、まあ……この世界がおかしいのは、いまに始まったことじゃないけどさ……。




　俺が、吸血鬼の少女にどのような言葉をかければいいか悩んでいると。

　考え得る限り最悪の──そして決定的なことが起きた。

「……うるさいにゃあ」

　ヌーコが目をこすりながらむくりと身体を起こし、近くで腰を抜かす俺を見つけるや、四よつん這ばいで近づいてくる。とろんとした目を見る限り、まだ寝ぼけているのかもしれない。

「……ご主人、夜はちゃんと寝ないとダメだにゃ。めっ、するにゃ」

　それから、ヌーコは俺の頰ほおにちゅっとキスをする。

「はい、おやすみのキスだにゃ。これでちゃんと眠れるにゃ？」

　そう言って布ふ団とんに戻ると、またすやすやと寝息を立て始めた。




　──ぷつん。




　何かが切れる音がした。

「……クックック……そういうことだったのだな……我がどれほど尽くしても、ヌーコの中に何か煮え切れぬものがあるようだったが……それはソーマ。貴様だったということだ……なるほど、なるほど……」

「あ、あの……暗あん黒こく魔ま卿きようさん……？」

「貴様さえ……！　貴様さえいなければ……!!」

　グリモアは血走った目を、クワっと見開いた。

「殺すっ……!!　そして貴様の身体からだを構成するもの全て、この世界から消し去ってくれる！」

「ちょ、ちょっと待ったあ！　あんたがいまやろうとしてるのは、八つ当たりとか逆さか恨うらみってやつだぞ！　ヌーコの気持ちを考えてやれ！　自分が好きなら相手も好いてくれるべきなんてストーカーじみた考えは、即刻捨てるべきだ！」

「問答無用！　もはや聞く耳持たん！」

　グリモアの身体から、真黒なオーラがドロドロと流れ出した！
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「死ぬがいい！　黒こく魔ま爆ばく衝しよう撃げき！」

「あ、危ないでござる！」

　ティアが叫び、俺の傍そばまで一瞬で駆かけ寄ると、俺の身体からだを担かついで跳躍した。

　その直後、轟ごう音おんが響き渡り、屋や敷しきに大穴が開く！

「──ぬう、よけたか！　小こ癪しやくな！」

「な、なんという破壊魔法！　ソーマ殿！　この場は退散するでござる！」

　ティアは俺の身体を脇に抱えたまま、大穴から外に出て、真夜中の街を恐ろしいスピードで駆けだす。

「逃がすか、愚か者め！　出いでよ、《闇やみの眷けん族ぞく》！　夜の闇より這はい出だし、そのネズミどもを抹まつ殺さつせよ！」

　背後からグリモアの声が飛んだ。

　その途端、街灯が照らす石畳に、染しみのような黒い影が浮かんだ。

　影はうごめき出し、平面から立体へと姿を変える。

「くっ……！　モンスターを呼び出したでござるか！」

　影モンスターに逃走経路を塞ふさがれたかたちになり、ティアは眉まゆをひそめて唸うなった。

「おいおい、滅め茶ちや苦く茶ちやな数だぞ！　どうなってんだ!?」

　一、二、三……数えている間にも同じような影が増殖し、その数は軽く十を越えてしまう。

　そして──ポップした影モンスターたちの中に、ひときわ大きな影の集合体がいた。

「なっ……!?　キングオブストーキングだと!?　グリモア、貴様あれほどのモンスターを配下に置くようになったのか!?」

　今度は、ドリーが叫び声を上げる。

「クックック、愚問だな！　我の力はもはや、完璧なる吸血鬼──ノスフェラトゥに近づきつつある！　あらゆる闇魔界の魔物は、全て我に頭を垂れるのだ！」

「ということは、まさか！　貴様の履はいているその靴下は……」

「クク！　そのまさかだ！　これこそ、スリーキング印のストッキング！　闇魔界の住人たちの垂すい涎ぜんの的となって久しい、匠たくみの技よ！」

　険しい顔を作るドリーが、俺たちの傍そばに近寄ってくる。

「大変な事態だぞ……グリモアの装備は完璧だ！」

「なあ、スリーキング印のストッキングって何だ……？　嫌いやな予感しかしないんだけど」

　ていうか、まず、いまってシリアスな展開であってるよな……？

「あの巨大な影状のモンスターが作り上げるストッキングだ！　やつらは人の影に潜み、つけ狙ねらう習性からキングオブストーキングと呼ばれる！　そして、その斜め下の立場から人の足を研究し尽くし、機能性、快適性、フェチズム、他のあらゆる項目に置いても、それはもう、人の足にジャストフィットする靴下を作り上げたのだ！　……長めのな！　それこそ、ストッキングオブキングオブストーキング！　通称、スリーキング印のストッキング！」

「……それが何なんだよ……？」

「混こん沌とん値ちにパラメータが振れている者が履はくと、すべてのステータスが跳ね上がる！　イカれた装備だ！」

「履くだけでぇ!?　噓うそだろ!?」

「靴下には、それだけのポテンシャルがあるということだ！　ある妖よう精せいなどは特定の夜に、枕元に置かれた靴下に無償でプレゼントを置いていくという話だからな！　すべて靴下に秘められた魔力の成せる技だ！」

「話が急にメルヘンになったが大丈夫か!?」

「それに関しては両親だという説もある！」

「……そんな靴下に頼った相手に負けるなんて、わたしのプライドが許さないわ」

　突然聞こえてきた声に、はっと俺たちが振り向くと。

　そこにはいつの間に起きたのか、オメガが難しい顔をして仁王立ちしているのがわかった。

「ラミアはストッキングなんて履かないの。それが何？　みんなが欲しがって当然みたいな言い方して。わたしたちが、足のある種族に劣ってるって言われてるみたいで不愉快だわ」

　怒るとこ、そこ？

「暗あん黒こく魔ま卿きようグリモア！　あなたはわたしを怒らせたわ！　しかもうるさくして安眠を妨害したばかりか、わたしの抱き枕をごつごつした変な木にすり替えるなんて！　おかげで寝違えたじゃない！　どうしてくれるの！」

「……なんだ、この小娘は？　キンキンとうるさい奴やつめ！　そいつもまとめてやってしまえ、《闇やみの眷けん族ぞく》ども！」

　グリモアがさっと腕を振り下ろすと、影モンスターたちが一斉に飛びかかってくる。

「やるわよ！　ソーマ！　あいつに、目に物を見せてやるわ！」

「なあ、それはいいんだけどさ。一応言っておくと、お前の抱き枕を木にしたのは──」

「影えい華が忍法、ヤドリギ！」

　食い気味に、ティアが術を被かぶせてくる。

　すると俺の身体に植物がまとわりつき、胴、腕と順番にぎしぎしと締め上げてきた。

「お、おい、ティア！　これ、やり過ぎだろ！　悪かったって！　ばらさないから！」

　俺が狼ろう狽ばいする間にも、植物は見る見る成長して俺の身体を覆おおい尽くし、茎くきにつぼみをつけたかと思うと、ぱっと開花した。

　花弁には鋭いトゲが備わっている。その花は、まるで動物が嚙かみつくような仕し草ぐさで、がぶりと俺の身体からだにトゲを食い込ませてきた。

　おいおい、本格的にシャレになってねえぞ！

「ティア！　お前なあ……!!」

「早く剣を構えるでござる、ソーマ殿！」

　そう言いながら、ティアは俺に剣を鞘さやごと投げて寄こす。

「なるほど、考えたな、ティア！」

　ドリーが感心したように叫んだ。

「ソーマ、聞け！　いまお前を覆おおっているそのヤドリギは、寄生した宿主から体力を奪うばう一方、その宿主を外敵から守ろうとする習性がある。いわば、それは天然の鎧よろいなのだ！」

「体力を奪うって……。なんで、そんなはた迷惑なもんをわざわざ……」

「いや、それこそお前のためなのだ。お前のクラスは暗黒騎士だろう。暗黒騎き士しは、体力値が下がれば下がるほど攻撃力が上がるという特性を備えている。その特性を利用し、自傷スキルを使うことで、一気に攻撃力を上げて敵を倒す戦い方があるのだ！　──人呼んで、スーサイド・ブラック！」

「ソーマ殿！　普通なら、スーサイド・ブラックを仕掛けるのは暗黒騎士の最後の手段──奥の手でござる！　得るものが多いとはいえ、ハイリスクでござるからな！　しかし、そのヤドリギの鉄壁なる守りがあれば話は別！　さあ、恐れなく剣を振るうでござる！」

　俺は言われるがまま、飛びかかってくる影モンスターに剣を振り下ろした。

　これまでにない手ごたえ。

　一瞬にして、モンスターがかき消える。

「す、すげえ！　とんでもないパワーを感じるぞ！　これ、本当に俺か……？」

「欠点を補い合い、利点を伸ばし合えるのが……パーティーの強みでござるよ！」

　影モンスターを、小こ太刀だちで切り裂きながら答えるティア。

　おっしゃるとおり。ぐうの音も出ない正論だ。

　でもそうなると。

　俺がいままで抱えてた苦労は、いったい何だったんだ……？　なんで昨日今日組んだ相手の方が、俺をよく理解して力を引き出してくれるんだよ……？

　そんなことを考えながら、オメガの方にちらりと目をやると、さっと顔を背そむけられた。

「……なあ、オメガ？　俺はいま初めて、誰かと協力することのすばらしさを実感してるんだが？　こういうのが、俺のやりたかった異世界での戦闘ってやつなんだが？」

「う、うるさいわね！　そんなに体力を減らしたいっていうなら──」

　オメガは両手を前に突き出す。

　そこに黒いモヤが集まっていき──同時に、俺の視界がかすむ。

　あれ？　これって……。

「ダークヴィクティムバスター、ウィズペイン！」

　オメガの手の平から発せられた黒い衝しよう撃げきが、影モンスターを薙なぎ払はらう。

「ほら、どう、ソーマ？　わたしにだってこれくらい……あれ？」

　俺は体力の限界を感じ、思わず地面に膝をついてしまっていた。

「ば、馬鹿野郎！　ぜいぜい……体力を……削り過ぎだ！」

「ああ、ごめんごめん。回復魔ま法ほうをかけるわ」

　回復しようとオメガが手をかざしている間にも、影モンスターは俺に飛びかかってきた。しかし、ヤドリギの鎧よろいが全ての攻撃を叩たたき落おとしてしまうようだった。

「ちぃ、おのれ！　厄やつ介かいな妖よう術じゆつを使いおって！　《闇やみの眷けん属ぞく》の攻撃では歯が立たんか！　ならば、我自みずからが……」

「貴様の相手は私がしてやろう、グリモア」

　ドリーが、大剣を構えるグリモアの前に立ちはだかる。

「……ふんっ。いまの貴様に用はない。かつての夢む望ぼう星せい姫きは死んだのだ。魔王さまに聞いているのだぞ？　貴様が自らのパンデモニウムをあの方に献上し、結果として全ての力を失ってしまったことをな。命が惜しければそこをどけ！」

「ふっふ、貴様もサングリアも私の昔の力ばかりに注目し、いま私が身につけている力を知らんと見える。ならば、身をもって思い知るがいい！　そしてサングリアにも伝えるがいい！　私の──新しい力をなァ！」

「な、何……!?」

「魔承紅鶴拳ゲイン・フラミンゴ！　フォルム、ベヒーモス！」

　ドリーの角が巨大になり、牛状に膨れ上がる赤色の半透明なオーラが、彼女の身体からだを覆おおう。

　猛牛の闘気を纏まとったドリーは前傾姿勢を維持したまま、グリモアに飛びかかっていった。

　咄とつ嗟さに振り下ろされたグリモアの大剣を、ドリーの拳こぶしが受け止める。

　大きな衝撃音が響き渡り、空気が振動した！

「き、貴様！　昔の力は失ったのではないのか!?　なぜこれほどの力を!?」

「ふふ、よく言う！　もし私にもとの力があれば、その剣はすでに粉微み塵じんだぞ！」

「──ッ……!!　言わせておけばあ!!」

　なんだかそれっぽいやりとりをしながら、次元の違う戦いを始める二人。

「ドリーがグリモアを抑えてる間に、わたしたちはあのデカ物を倒すのよ！　キングなんとかってやつを！」

　オメガが叫んだ。

「ほら、ソーマ！　もう回復したでしょ？　早くあいつを攻撃してきて！」

「相変わらずお前の態度は気に入らないが、いまの俺に敵はいねえ！　見てろ！　俺の剣が唸うなりを上げる様を！」

　俺は気を吐いて、キングへと切りかかった。

　巨大な影が歪ゆがみ、触手のようなものがこちらに向かって伸びてくるが、ヤドリギの葉が動いて、敵の攻撃を全て叩たたき落おとす。

「食らえ！　黒こく破は斬ざん！」

　袈け裟さがけに振り下ろした渾こん身しんの一撃が、キングを捕らえた！

　断だん末まつ魔まの叫びが響き渡り、巨大な影は闇に溶けていった。

「……えぇ、俺ちょっと強すぎね？　チート？　なあこれ、チートかな？」

「馬鹿なこと言ってないで！　キングが何か落としたわ！　きっとドロップアイテムよ！」

　オメガの指差す先に、黒い布切れが落ちていた。

　見方によっては三角形。拾い上げてみると、布切れには三つの穴が開いているのがわかる。

「ああ！　これ、パンツだわ！　ヌーコが穿はいてるやつよね！」

　いや、それは別にヌーコだけじゃなくてね……？

「……これはお前にやる。お前にこそ必要なものだ。何なら、いま履け。すぐ履け。お前の腰巻きの動向如何いかんによって、こちとらいつも神経をすり減らしとるんだ」

「ストッキングだけではなく、下着にもそのブランド力を広げようとしていたのでござるな……キングオブストーキングという魔物……なんと恐ろしい……」

　ティアが、ごくりと喉を鳴らす。

「ひょっとして、これにもステータスを上げる効果があるのでござろうか……？」

「いや、ただのパンツだぞ……？　それは流石さすがに……」

　日本にも、鬼のパンツが強いパンツとかいいパンツとかそういう童謡があるが、あれはあくまでもパンツ自体の強度の話であって、パンツの使用者にもたらされる力の話ではないはずだ。

　俺とティアのやりとりを真顔で聞いていたオメガは、何を思ったのか、おもむろにキングのドロップパンツに手を伸ばすと──やはり真顔でそれに両足を通した。

　そうして黒い布は、蛇だ足そく娘むすめの穿はく腰巻きの向こうに消えてしまう。

　すると──

「ち、力を感じるわ！」

「噓だろお!?」

「ええ、これ、こんなに凄すごいの!?　ま、まさか……二本足の種族たちはラミアを除のけものにして、いままで密ひそかにこんな恩恵を享きよう受じゆしていたというの……!?」

　途端に、よろよろと歩いて力なくうなだれるオメガ。

「……パンツにこれだけの力があるんだったら、同じようなあのストッキングをみんなが欲しがるのも無理がない気がするわ……何てことなの……」

「おい！　おい、オメガ！　さっきまでの勢いはどうした！　お前パンツ履いただけだぞ!?」

「い、いけない、こんなことをしている場合じゃないわ！　ドリーが危ない！　こんな装備を身に付けた相手に、勝てるわけがないもの！」

　オメガが叫んだのと、グリモアとドリーの壮絶な一騎打ちに結末が訪れたのは、ほとんど同時だった。

「──黒こく魔ま墜つい竜りゆう斬ざん!!」

　グリモアの薙なぎ払はらった大剣で吹き飛ばされたドリーが、近くの壁に激突する。

「ぐぅ……」

　ドリーは、くぐもった唸うなり声を上げた。

「大丈夫、ドリー!?」

　俺たちはドリーに駆かけ寄った。すかさず、オメガが回復魔ま法ほうをかける。

「はあ……はあ……クク、無ぶ様ざまだな、ドリー！　そんな雑魚ざこどもの手を借りなければならんとはな！　やはりいまの貴様など我の敵ではないわ！」

「……くそっ！　思ったような力を出せん！　まだまだ幼い体とはいえ、べひぞうの力はこんなものではないはず……なぜだ!!」

「あの牛の肉を、お前が削そぎ落したからじゃないのか」

　俺が言うと、少しの間、シンと場が静まり返った。

　心なしか、ドリーを覆おおう牛状のオーラは、げっそりしているようにも見える。

「……調子の悪い日は誰にでもある。やつを責められまい……」

　目を泳がせながら、魔承紅鶴拳ゲイン・フラミンゴの効果を解くドリー。

「おい！　牛のせいにしてんじゃねえぞ！」

「あー、あー、聞こえなーい」

　そう言って、煩わずらわしそうに耳を両手で覆う。

「……貴様ら、危機感が足りんようだな。そんな漫才の真似まね事ごとのようなことをしている余裕などないのだぞ？」

　俺たちのやりとりを呆あきれたように見つめ、グリモアが冷たい声を出した。

「《闇やみの眷けん属ぞく》など、我が下僕のなかでも最弱最低レベルのモンスター。そんなものを倒したからといって、いい気になるなよ。それ、見るがいい。我の忠実なる配下が、ようやく姿を現したところだ」

　グリモアの傍そばに、彼女と同様の黒いマントを身に付けた男が三人降り立った。
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　現れた三人は、全員が全員とも青白い顔をして、真っ赤な双そう眸ぼうを爛らん々らんと輝かせていた。

　ひょろりとした身体からだから発散される不気味なオーラのようなものが、こちらに強いプレッシャーを与えてくる。見るからに厄やつ介かいそうな相手……。

「ククク、我はこの街に吸血の一族を連れてきている。その中でも、我自みずからが血を吸って一族に加えてやった特に高貴なる者たち。それがこやつらだ。もちろん、さきほどの影たちとは比べ物にならん強さを秘めている。状況がいかに貴様らにとって絶望的か、理解できたか？」

　グリモアは酷薄な笑みを浮かべ、

「──いいことを考えたぞ。一つ、助かるチャンスをやろうではないか。我の望みはそこの下げ賤せんな男、ソーマの命だ。他の三人に興味はない。貴様らがソーマを殺すのだ。そうすれば、貴様らの命は見逃してやろう。どうだ？　悪い話ではあるまい？」

　俺は、ぞくりと背筋に冷たいものを感じ取った。

　やりかねない、と思ったからだ。

　こいつらなら……。

「そこの忍者娘はどうだ？　ソーマの身体からだに纏まとわりつく奇怪な植物は貴様の術なのだろう？　その束縛の力を少し強めるだけでいいのだ。それでソーマは死に、貴様は助かる。命だけでないぞ？　我をここまで手こずらせたことを称たたえ、別の褒ほう美びも取らせてやろう。望むものを言うがいい。どうだ？」

「片腹痛い！　裏切りなど、拙せつ者しやの辞書に載のっておらんでござる！」

　ティアが嫌けん悪お感を露あらわに叫んだ。

「ふんっ……まあよい。ではドリー、貴様はどうだ？　我と戦い、勝ち目がないことは悟さとったであろう？　実を言うと、我は貴様には一いち目もくを置いているのだ。それも当然。夢む望ぼう星せい姫きと呼ばれ、世界屈指の実力者だった貴様だからな。いま我に味方すれば、昔ほどではなくとも、闇やみ魔ま界かいでの栄光ある地位を約束しようではないか。どうだ？」

「断る。悪いが、私は貴様の夢に魅力を感じんのでな」

　ドリーはニヤリと笑ってそう言う。

「……ふむ。では、そちらの金髪の娘に問おうか。貴様は見るからに貪どん欲よくそうな顔をしている。そして美しい。しかし、それゆえに哀れだ。欲も、美しさも、いずれは枯れ果てる。常なるものなど存在しないのだ。この夜の王──吸血鬼を除いてはな。我に従えば、貴様を我が一族に加えてやってもいいぞ？　さすれば永遠に若く瑞みず々みずしい姿で、この世のあらゆる快楽をむさぼることができる。どうだ？」

「……選択肢がイエスとイエスしかないなら、それにイエスと答えたでしょうね」

　オメガは静かに口を開いた。

　それは、調達士試験にもあった内容だった。俺がわけのわからぬまま受けた、あのテストの謎の問いかけ……。

「でも、わたしの答えはノーよ。はっきり言ってあんたには、人が何を差し置いても従いたくなるようなカリスマ性はないわ。わたしが心から崇拝するのは、ヴィクティアさまだけ。そもそも、わたし吸血鬼って嫌きらいなの。自分たちが優越種だと思ってるところとか、傲ごう慢まんはなはだしいわ」

「……何だと？」

　ここで終わっていれば、まだかっこいいやりとりだと思えたかもしれない。

　しかし蛇へびの絵に足を描くが如ごとく、蛇だ足そく娘むすめは余計な言葉を付け加える。

「だって吸血鬼なんて、コンプレックスの塊かたまりじゃない！　日光に弱い、銀の弾丸を怖がる、にんにくの臭いが嫌い、十字架を見ただけで震える、流水もダメ、鏡に映らないから鼻毛が出てても気付かない！　最低よ！　ラミアの方が、よっぽど優れた種族だわ！」

「そ、それらの欠点の代わりに、他の種族が得ようとしても得られぬ力が手に入るのだ！」

　グリモアは狼ろう狽ばいした様子で叫んだ。俺たちに言っているというよりは、「騙だましたんすか……？」と言いたげに、グリモアへと訝いぶかしげな視線を送る周りの三人に向かっての言葉のようだった。

　あれ、こいつら意外と結束力ないのかな……？

「ど、どうやら、交渉は決裂したようだな！　我は寛大にも、貴様らに生きる道を示してやったのだぞ？　それを無駄にしたのは、他ならぬ貴様たちだ！　……あの世で悔いるがいい！　さあ行け、我が眷けん属ぞくたちよ！」

　自みずから振った話題を打ち切り、グリモアがそう命じると、三人の吸血鬼が俺たちに飛びかかってくる。

「さあ、ソーマ！　わたしの眷けん属ぞくよ！　わたしの盾たてとなって戦いなさい！」

「てめえ！　せっかく見直したところだったのに、急激に自分の評価を下げるをやめろ！　感動したのにい！　やっぱり俺たちは仲間だって思えたのにい！」

「戯たわむれている場合ではござらん！　こやつらは先ほどの影とは実力が根本的に違うでござる！」

　ティアが、一人の吸血鬼に小こ太刀だちの一撃を加えながら叫ぶ。

　しかし、切り裂かれた傷は見る見るうちに再生し、何事もなくまた襲いかかってくる。

「流石さすがは不死身と言われる吸血鬼……！　ならば、これを食らうでござる！　──影えい華が忍法、銀ぎん杏なん！」

　虚こ空くうに黄色い実を付ける木が出現すると、ぶるりと身震いするように幹を揺らした。

　実が方々へと発射され、赤く燃え上がる。燃えた実の中から出てきた種子は、銀色に輝いていた。

「銀の弾丸が苦手ならば！　銀の一撃と化すこの銀ぎん杏なんの一いつ斉せい掃そう射しやは、致命の痛手となるはずでござろう！」

　三人の吸血鬼は、ティアの放った銀色の種子をもろに受けて倒れた。

　しかし──

「ククク、無学なやつめ！　吸血鬼は経験を積むごとに弱点を克服する！　そして、あらゆる弱点をその身から消し去ったとき、完全なる吸血鬼──ノスフェラトゥになるのだ！　こやつらは曲がりなりにも、我の眷けん属ぞくだぞ？　銀など、とうに克服ずみよ！」

「な、何と……!?」

　グリモアの言葉通り、吸血鬼たちは各おの々おの、ズタズタになった自分の身体からだを強引に起き上がらせると、すぐさま再生を始める。

「くっ……！　ならば、やつらの弱点は何でござる……？」

「ティア！　見て！　左のあいつ、鼻毛が出てるわ！」

「おお！　ということは、鏡に映らな……って、そんなことがわかっても仕方がないでござる！　それは彼が恥ずかしい思いをするだけで、別に戦いの弱点にはならんでござるぅ！」

　オメガにノリ突っ込みを返すティア。

「ティア、たった一つだけ確かなことがあるぞ」

　今後はドリーが口を開いた。

「吸血鬼の眷けん属ぞくは、主の力を越えることはない。すなわちグリモアの弱点は、そのままやつらの弱点になるということだ。そして、グリモアが唯一克服できていない弱点こそ、太陽の光！　やつがこんな夜中に行動しているのもそのためなのだ」

「太陽の光？　日光でござるか……」

「うむ。日光を浴びた吸血鬼は再生能力を失う。そのときなら、通常の打撃でも倒すことができるだろう」

「ちょっと待ってくれ」

　俺は待ったをかけた。

「じゃあ絶望的じゃねえか！　夜中に太陽を引っぱり出すなんて不可能だ！　あいつらに勝つには、夜が明けるのを待つしかないってことだろ！」

「いや……そうとも限らんでござる。日光の代わりになるものならば、拙せつ者しやの術で用意できるでござる」

　俺は自分の耳を疑った。

「……えぇ、マジで……？　お前、ちょっと有能すぎだろ……」

　俺がそう言うと、ティアは真っ赤になった顔をマフラーの奥に隠した。

「ほ、褒ほめてもダメでござるっ！　そんなことより、いまから拙者が術を仕掛けるから、その隙すきに、お三方はやつらを攻撃して欲ほしいでござる！」

　そうしてティアは、自分の胸の前で人差し指と中指を伸ばし、




「──影えい華が忍法！　昼顔!!」




　刹せつ那な、夜空に大きなつぼみが現れた！

　つぼみはバッと花弁を開くと、辺りにまばゆい光と熱をまき散らす。

「う、うおおおおおおおおおおお!?　た、太陽がああ！　忌いむべき光がああ！」

　グリモアが絶叫した。

　光を浴びた他の眷けん属ぞくたちも、大地に倒れてのたうち回っている。

「効いてる！　よおし、一気に畳みかけるわ！　出し惜しみなんてしない！　ティアの作ってくれたチャンスを、めいっぱい活いかして見せる！」

　オメガは天に手をかざした。

　こいつ、あれをやる気だ！

　次の瞬間、夜空に巨大な魔ま法ほう陣じんが浮かび上がる。

「今度こそ！　ヴィクティアさま、私の呼びかけに答えて下さい！　神降ろしサモン・ゴツド!!」

　巨大な魔法陣がスパークし、また巨人が姿を現した！

　……しかし、それはどう見ても男だった。

　加えて言うなら、『嘆きの層』のダンジョンで現前した巨人と瓜うり二ふたつの姿だった。

「……あ、あれ？　また外れぇ？　ていうか、またマッスルモンスターさま？」

「ちがああああああう！」

　巨人が咆ほう哮こうした。

「あんなハゲと一緒にするでなああああい！　お前にはこの緑なす黒くろ蛇へびが見えんのか！　とはいえ、お前の誤解もやむなしというもの！　やつとは三つ子の兄弟だからな！　吾わが輩はいはヴィクティアン・ナンバーセブン、ライトニング・イカヅチ！」

　そう言って、びしりとポーズを決める巨人。

　よく見ると巨人の頭には、辮べん髪ぱつのようにチョロンと後ろに垂れ下がった蛇の髪が、一本だけ生えている。

　そして、顔には気取ったかたちのサングラス。

「む？　そこの小僧！　吾わが輩はいのサングラスが気になるか？　ふはは！　吾わが輩はいはハゲた弟とは違ってゴルゴンの能力を失っておらんでな！　このサングラスがなければ、お前たちを石化してしまうのだ！　まったく参った！　この髪の蛇には困ったものよ！　はあーっはっはっは！」

「え……めっちゃ嬉うれしそうだけど、一本しかなくね……？」

「──こ、小僧！　貴様！」

　ぱつりと呟つぶやいた俺に、巨人が摑つかみかかってきた。

「一とゼロでは大きな違いであろうがァ！　ゼロには何をかけてもゼロのまま！　だが、一なら可能性は無限大！　わかったかあああ！」

「ひ、ひいいいい！　ごめんなさい、ごめんなさい！」

「可愛かわいい蛇だわ！　ちっちっちっち……」

　そのときオメガが子犬にするように、舌を打って巨人の頭にいる蛇の気を引こうとした。

　すると蛇へびは鎌かま首くびをもたげ、オメガの方に身をぐんと伸ばし──




　──ぷつん。




「……え、ぷつん？」

　巨人は違和感を覚えたのか、自分の頭をまさぐった。

　そして、手の中でくねくねと動き回る蛇を見て──

「あああああああッ!!　わ、吾輩の髪がああああああああッ[image: ]」

　──この世の終わりとばかりに絶叫した。

「そ、そんなことより！　ライトニング・イカヅチさま、あいつらをやっつけてください！」

　流石さすがに自分のしたことがやばいと思ったらしく、即座に話を切り替えようとするオメガ。

「誰だあああ！　吾輩の髪を誘惑したのはああああ！」

　しかし巨人はその話題に拘こだわる。

　当然である。

　そこで今度、オメガは巨人の怒りを利用しようと思ったのか、

「あいつらです、あいつら！　ほら、あそこで蛇の真似まねをして地面でのたうってるやつら！　あの吸血鬼たちの動きのせいで、蛇が興奮しちゃったんですよ！」

「ゆ、許さあああああん!!

　きっさまらああああ！　む、むごたらしく殺してやる！　このライトニング・イカヅチの究極魔法でなああ！」

　そう叫ぶが早いか、巨人は大地に拳こぶしを振り下ろした。

　凄すさまじい衝しよう撃げきが大気に伝でん播ぱし、空に黒い雲が漂い始める！

　そして、ゴロゴロと辺りに雷鳴が鳴り響き──!!

「───ガイア・インパクトォ!!」

　……最初に殴なぐったあたりの大地が隆起し、吸血鬼たちを飲み込んだ。

　いや、だから！　そこは素直に雷を落とせよ！

　なんでこんなときにも試合巧者ぶりを発揮するんだよ！

「───からの、フィニィィィィッシュッ[image: ]」

　おい、勝手に終わらすな！　突っ込みどころはまだまだあるぞ！

　あんたの名前、ライトニング・イカヅチってんだろ!?

　それで大地魔法を使うのは詐さ欺ぎみたいなもんだ！

　名が体を表していないにも程があるだろ！

　……そんな俺の心の叫びなど、もちろん聞こえるはずもなく。

「こ、これで仕事は終わった！　聞くところによると、世には『三秒ルール』なる魔法が存在するらしい！　早く天界に戻り、植毛を行えば元通りにできるかもしれん！　ではさらばだ、小娘！　精しよう進じんしろよ！」

「が、頑張ってくださいね！　とうに三秒は過ぎてると思いますけど……」

「き、貴様ァ！　いま吾わが輩はいをハゲましたなァ！　しかも髪のない面積が増えたことを『ハゲ増ます』などと上手うまいことを言ったつもりになっておるなあああ！」

「え、思ってないですけど。早く帰ってくれます？　あなたが下界にいると、わたしも疲れるんですから」

「くっそおお！　貴様、次会ったときは覚えておけよおおお！」

　あたふたと落ち着きのない態度で、巨人は立ち消えた。
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「……ああ、やっと帰ってくれた。危ないところだったわ。やっぱり人さまの蛇へびを誘ゆう惑わくなんてするもんじゃないわね」

　汗をぬぐうような仕し草ぐさをするオメガ。

「……いまさらだけどさ？　俺、最近お前が一番性質たち悪い気がしてきたな……」

「はあ!?　何よ！　わたしのおかげで、敵は全滅──」

「──驚いたぞ、小娘！　まさか貴様のような小娘が神降ろしサモン・ゴツドを使うとはな！」

　頭上から声が響き、俺たちはぎょっと空を見上げた。

　そこには大きな傘かさを広げて宙に浮く、グリモアの姿があった。

「……噓うそだろ！　あいつ、不死身かよ！」

「いや、ソーマ！　グリモアは飛ひ翔しようし、大地魔ま法ほうの一撃を逃れたのだ！　しかも、あの傘は伝説の闇やみ宝具『夜の帳とばり』！　吸血鬼が日光から受ける弱体効果を無効化するアイテムだ！　確か、あれはサングリアの所有物のはずだが……」

「クックック……魔王さまにはもはや必要のないもの！　此こ度たびの仕事の前報酬として、我が譲り受けたのよ！」

　グリモアは、傘を持つ手と逆の掌てのひらを地上に向ける。

「……最初からこうしておけばよかったな！　ここから極大暗黒魔法を放ち、貴様らをまとめて消し去ってくれる！　魔王さまからはこの街の現状を見て来るよう仰おおせつかっていたが、こう伝えることにしようか！　『廃はい墟きよも多く、御おん身みが住むにふさわしくない場所でございます』とな！　もはや、この街がどうなろうと知ったことではない！」

「おい！　そんなことをしたら、ヌーコまで死んじまうじゃねえか！　お前にとって、ヌーコはその程度の存在だったのか！」

「クックック……貴様に言われるまでもなく、あの屋や敷しきだけは残しておくに決まっておろう！　楽しみだ！　貴様を失い、失意にくれるヌーコを愛めでるのも一興というもの！」

　グリモアの掌てのひらの前に、漆しつ黒こくの球体が現れた。それは少しずつ大きくなっていく。

「この魔ま法ほうが完成したときが、貴様の最さい期ごだ！　あの愛くるしい娘には永遠を与え、我が一生をかけて幸福にしてやろう！　ソーマ──貴様は安心してあの世へ行け！」

　くそっ！　激情にかられて、完全に周りが見えなくなっていやがる！

　と、そのとき。

　俺の頭に、ある違和感が浮かび上がった。

　それは──




　……あいつ、あんなに盲目的になるほど、ヌーコのどこに惚ほれたっていうんだ？

　いや、確かにヌーコは可愛かわいい。

　ロリコンでない俺ですら、たまにクラッとするときもある。

　だが、あんな血も涙もない吸血鬼が狂ったように追い求めるような、傾国の美女（美猫？）というわけでもない。

　俺はこの世界に来てから変人にばかり会うものだから、感覚が麻ま痺ひしていたのかもしれない。

　こいつも変人なんだろうな……こういう趣味の奴やつもいるだろうな、と。

　しかし、グリモアのそれは明らかに常じよう軌きを逸いつしている。

　一つの街を滅め茶ちや苦く茶ちやにしてでも、何かを手に入れたいとか思うか……!?

　そこまで何かに惚ほれるなんて、周りが見えなくなるくらい好きになるなんて──




「……わかったかもしれないぞ！　グリモアの倒し方が！」

　その違和感から、俺が答えを得るのはすぐだった。

「オメガ！　ドリー！　ティア！　誰でもいい！　俺をあいつと同じところまで運んでくれ！」

「同じところ？　空までってこと？」

「そうだ！　俺ならあいつを止められる！　何か方法はないか！」

　しかし、オメガは力なく首を振った。

「……わたしは、さっきの神降ろしサモン・ゴツドで力を使い果たしちゃったわ」

　顔色が蒼そう白はくで、立っているのもやっとという感じだった。前のように、意識を失っていないだけましというところだろうか。

「そりゃそうだ。曲がりなりにも神の眷けん属ぞくを呼んだんだもんな。もう無理はしない方がいい」

　そう言ってから、俺がティアに顔を向けると、

「……面目ない。拙せつ者しやも忍法を使い過ぎたでござる。くっ……己おのれの未熟さに腹が立つ！」

「いや、ティアも獅し子し奮ふん迅じんの活躍だったじゃねえか。お前が仲間になってくれて本当によかったよ」

　そして、最後にドリーの方を向いたとき。

　──俺は目を剝むいて卒倒しそうになった。

「みなまで言うな！　ソーマ、あとは私に任せるがいい！　ほら、もう準備はできている！」

　そこには、鯨げいホッパーがいた！

　陸性の鯨で、得意技は高跳びからの踵かかと落としという、例のイカれたモンスターだ！

「え……お、お前……ドリーか!?」

「ふっふっふ、他の誰に見えるというのだ！」

　よくよく見ると、鯨の口付近にドリーの顔があった。そして鯨の腹部あたりから、すらっとかたちのいい生足が飛び出している。

　何だろう……いい年した女が、鯨キャラクターの着ぐるみを着ているような感じと言えばいいだろうか？　俺には、この異様な不気味さを表現する術すべがない……。

「……お前、はっきり言って今回の魔承紅鶴拳ゲイン・フラミンゴは相当ひどいぞ……」

「鯨ホッパーは自己主張が激しいやつでな！　いまも精神を乗っ取られそうになっている！

『アタシ──アタシ、男の子を乗せて跳ぶわ！』　い、いかん、ソーマ！　早く私の背に乗れ！」

「なあ、ドリー！　大丈夫なんだよな!?　頼むから気をしっかり持ってくれよ!?」

「『大丈夫よ！　信頼して頂ちよう戴だい！』」

　やばかった。

　はっきり言って、相当やばかった。

　しかし、いまから他の手段を模も索さくしている時間はない。俺は覚かく悟ごを決めて、鯨の背に乗った。

「『行くわよおおおお！　高跳び世界記録ううううう！』」

　俺を乗せ、鯨が跳躍する！

　見る見る内に高度が上がり、空高く舞うグリモアまでもう少しというところで──

「クックック……残念だったな。まあ、健闘賞くらいはくれてやってもいいが」

「『まだよおおおおおお！　二段式発射ロケットおおお！　シオフキ・スプラァァァッシュ！』」

「どわああああああ!?」

　鯨の背中に開いた穴から水が勢いよく噴ふん射しやされ、俺の身体からだをぐんと持ち上げる。

「な、何だとお!?」

「……やったぜ、ドリー！　グリモアの高さに──辿たどりついたああ！」

　俺は剣を掲かかげ、グリモアのいる場所まで一直線に飛んだ。

　──これで決める！

「近寄るでないわ！　汚けがらわしい！」

　しかしもう僅わずかというところで、グリモアはさっと身を翻ひるがえし、俺の突進の軌き道どうから外れてしまった！

　手が虚こ空くうを摑つかむ。

「──くそっ！　くっそおおおお！　あと一歩だったってのに……!!」

　そしてついに、噴出された水の後押しで得た勢いもなくなった。

「一瞬、ヒヤリとはさせられたが……クク、翼つばさを持たん種族は哀れなものよ！　そのまま落ちてひしゃげるがいい！」

　勝ち誇ったグリモアの声が聞こえ、俺は悔くやしさで目を瞑つぶった。

　あいつを倒す手段があるってのに！　本当に、もう少しだったのに！

　──と。




「ソーマ！　何をしている！　羽ばたけ！」




　ドリーの声が響いた。

「私には羽がある！　しかし、お前を抱えてグリモアと対等に戦うのは不可能！　そう判断したからこそ、鯨げいホッパーを使ったのだ！　お前自身に、羽を与えるためにな！」

　は、羽？　俺のどこに羽があるっていうんだ……？

「目を開け！　そして見るがいい！　空にはティアの作った昼顔が咲いている！　そして、お前の身体を覆おおうヤドリギの鎧よろいは……その日の光を浴び！　鯨ホッパーの放った水を吸って！　いま爆発的に成長しているのだ！」

　その瞬間、俺の身体からだがふわりと宙に浮いた。

　思わず目を開くと、俺の身体に纏まとわりついていた植物の鎧よろいが、恐ろしい勢いで増殖を始めていた。肩から翼のような枝が伸び、枝と枝の間を葉が覆おおって、大気の流れを捕らえている。

「──ば、馬鹿な!?」

　グリモアが、驚きよう愕がくの表情を浮かべた。

「あ、ありがてえ！　どうだ！　これで俺とお前は対等だ、グリモア！」

「カスがあああ！　空を飛んだくらいでいい気になるなああ！　我は暗あん黒こく魔ま卿きよう！　暗黒騎き士しの貴様には、万に一つも勝ち目はないわああ！」

　グリモアは魔法を中断し、大剣を抜いて俺の剣を受け止めた。

　そのまま力任せに振り抜かれた大剣の一撃が、俺の手から剣を弾はじき飛とばす。

「どうだあ！　所しよ詮せん、貴様など──」

「いや、これでいい！」

　俺は敵が体勢を立て直す前に、一気に距離を詰め、グリモアの懐ふところへと飛び込んだ。

　──そして！

「──グリモア！　てめえ、そんな可愛かわいいなりをしてやがるが……男だな!?」

「な、な、何を……!?　貴様、まだ我を愚ぐ弄ろうするか！　我のどこが女に見えるというのだ！　正しよう真しん正しよう銘めい、何をどう見ても、我は男であろうがあああ！」

「何ィ！　てめえ、無自覚か！　でもとにかく、それならもうてめえに勝ち目はねえ！　ヌーコにしているような、献身的な態度を俺にも期待するぜ！」

　言いながら、グリモアの手を思い切り握る。

「食らいやがれ！　魅了チヤーム！」
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　思えば俺は、いまのいままで、ヌーコのことを深く考えていなかった。

　元の世界で、俺と一緒に暮らしていた愛猫。この世界には、元々いなかった存在。

　ヌーコはアンノウンである。

　俺と同じように、オメガの身体からだの上に開いた魔ま法ほう陣じんをくぐってこちらの世界にきた。

　となると、俺と同じように、オメガの尻尾しつぽから身体が構成されているのだろう。

　それではやはり、俺と同じように、魅了チヤームの力を持っているはずなのだ。

　魅了チヤームはオスを虜とりこにする能力。

　グリモアのヌーコに対する異常なまでの執着は、多分、彼が何の気なしに、街を歩いていたヌーコに触れた瞬間から引き起こされたのだろう。

　グリモアが女の子にしか見えなかったこと。

　それが、今回の事態を少しばかりややこしくしたのだ。




　ではまたその一方で、なぜいつも身をすりつけてくるヌーコに、男の俺が魅み了りようされなかったのかというと。

　──もともと少しでも好意のある相手に魅了チヤームは効かないものだけど──

　そう言っていたオメガの言葉を思い出す。

　俺はヌーコに恋愛感情がなくとも、最初から親愛の情を抱いていたからだろう。




　ぐったりと力を失い、大地へと真っ逆さまに落ちていくグリモアの身体を、俺は慌あわてて捕まえた。それから、地面にふわりと着地する。

「ソーマ！　やったな！　しかしお前、グリモアが男だと知らなかったのか？」

　ドリーが駆け寄ってくる。どうやら、もうあの恐ろしいフォルムは解除しているらしい。

「いや、普通わかんねえよ。どう見たってこいつ、可愛かわいい女の子じゃねえか……」

「か、可愛かわいい……？」

　腕の中から声がした。

「いま、我のことを可愛かわいいと言ったか……？」

「……は？」

　見ると、俺の腕の中で縮こまるグリモアは、頰ほおをほんのりと朱に染めて、俺の顔をじっと見つめていた。

　ぞわっと、鳥肌が立つ。

「い、いや、あのね……？」

「我は……我は、死のうと思ったのだぞ？　貴様のように麗うるわしい相手に刃を向けていたこと、万ばん死しに値あたいする……だが空から身を投げた我を貴様は救ったのだ……そうか……こ、これが！」

　グリモアの目のなかに、ハートマークが浮かんでいるように見えた。

「これが、噂うわさに聞く両想おもいというやつではないのか！　ソーマ、貴様がそういう態度なら我にも考えがあるぞ？　いますぐ我の治める闇やみ魔ま界かいへといき、式を上げようではないか！　性別？　なあに、問題ではない！　吸血鬼の繁殖方法というのは、まぐわうことだけではないのだからな！　も、もちろん、貴様がそういうことをしたいというのなら、我は………言わせるな、恥ずかしいっ！」

「や、やめろ、気持ち悪い！　離れろおお！　くそっ、そう言えばこいつ、強いんだった！」

　物もの凄すごい力で抱き締めてくるグリモアを、俺は引きはがそうと必死になった。

「抵抗するな、ソーマ！　はあはあ、貴様が悪いんだからな！　我を本気にさせたこと、嫌いやというほど後悔させてやる！」

　顔が近いから！　怖いから！　こ、こうなったら、一時的に魅了チヤームを解除して──

「おお！　見ろ、ソーマ！　夜が明けた！　にもかかわらず、我は何ともないぞ！　やはり愛が人に力を与えるというのは本当だったのだな！　ついに我は弱点のない完かん璧ぺきなる吸血鬼、ノスフェラトゥになったぞ！」

　──畜生めええ！　いま魅了チヤームを解除するのは、まずいいい！

「おい、グリモア。少し落ち着かんか。お前は恋愛のイロハを知らんようだ」

　そのとき、ドリーが救いの手（？）を差し伸べてきた。

「……恋愛のイロハだと？　なんだそれは」

「うむ、押してダメなら引いてみろという格言があるのだ。見ろ、ソーマの顔を。いまのお前の態度にドン引きしているぞ」

「なるほど！　ということは、ソーマのドン引きは、我の気を引こうとする態度ということだな！　なればこそ、我は押しの一手でいいわけだ！　ああ、ソーマあああ！」

「ち、違う！　勝手な解釈は身を滅ぼすぞ！　特に、恋愛業界においてはな！」

「何をぅ！　知ったような口を利ききおって！　しかも身を滅ぼすなどという抽象的な表現を使いおって！　それは具体的にどうなることを指しておるのだ！」

「振られる」

「えっ……」

　途端に、グリモアの手の力が緩んだ。

「振られて、嫌きらわれる。相手が優しければ、『友だちのままでいましょ』とやんわり言われるかもしれん。しかしそれは言葉通りの意味ではなく、大体が『もう話しかけてくんなよ』という意味を含んでいるのだ。それでも相手が忘れられずに付きまとおうものなら、出るとこに出られて訴訟に発展し、社会的な生命を奪うばわれる。そして終わる。具体的に言うと、こういうことだ。特に、グリモア。お前にはその気質がある」

「えっ……」

　グリモアはぱっと俺から離れ、それからおずおずと俺の顔を覗のぞき込こんでくる。

「そ、そうなのか、ソーマ……？」

「まあ、場合によるかなあ……」

　俺が目を逸そらしながら言うと、グリモアは死刑申告を受けたようによろめいた。




　そこには、先ほどまで俺たちと死闘を演じていた暗あん黒こく魔ま卿きようの威厳は欠片かけらもない。

　俺は、ほっと肩を撫なでおろした。

　そのときになって初めて俺は、ようやく戦いが終わったのを悟さとることができたのだった。
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　グリモアとの激闘から少し経たち。

　俺たちパーティーは、ギルドの近くにある酒場の隅に陣じん取どり、ほくほく顔のオメガを中心に話し合いの場を設けていた。

「……じゃあ、これからわたしたちの戦利品を分配するわ！」

「戦利品って。まだ、決まったわけじゃないだろ」

「グリモアは何だって要求を吞のむに決まってるじゃない。大丈夫！　愛いとしのソーマからのお願いなんだから拒否できないはずよ！」

「……お前、本当にいい性格してるよなあ」

「褒ほめ言葉は結構でーす。じゃあまず、ティア！　……何か欲しいものとかある？」

　俺の皮肉を受け流すと、オメガはテーブルの上に真っ白な紙を出し、ペンを取った。




　──あれから。

「じ、慈悲をくれ！　何でもする！　我には財もある！　闇やみ魔ま界かいでの地位もある！　ソーマ、貴様を満足させてやることができるはずだ！」

　グリモアは、懇願するように言った。

　俺たちの仲間には、こういう言葉を聞き逃さない女がいる。

「……すばらしい心意気だわ。暗あん黒こく魔ま卿きようグリモア」

　オメガが、すっと俺の横に立った。

「実は、ソーマには借金があるのよ。いまのままでは、あなたにふさわしくないと思わない？」

「借金だと？　何をみみっちいことを！　そんなものは我が全て返してやる！」

「……やったわ」

　オメガは一人、ぽつりと頷うなずき、

「実はソーマは行くところがなくて、ヌーコの屋や敷しきに住んでいたのよ。でも、あの屋や敷しきにはあなたが魔ま法ほうで大穴を開けちゃったわ。代わりに住むところが必要よね？」

「もちろん、その通りだ！　望みの物件を言うがいい！」

「……やったわ」

　オメガは今度、小さくガッツポーズを取り、

「グリモア、見て。この荒れ果ててしまった街道を。あなたとの悲しい戦闘が引き起こしてしまった結果よ。これはきっと、塔とうの会から、魔法を使った主に請求が行くと思うわ」

「……ん？　しかし、これは貴様の召しよう喚かんしたゴルゴンが引き起こしたのではないのか？」

　グリモアは辺りを見回した。

　あれほど整然としていた石畳の道はもはや面影がなく、ぼこぼこの土面が見えてしまっている。巨人のガイア・インパクトは、街の一区画に凄すさまじい被害を巻き起こしていた。

「わたしとソーマは一いち蓮れん托たく生しようなのよ。だってパーティーメンバーなんだもの。わたしに請求されたお金は、ソーマも一緒になって払わないといけないの」

「なるほど、言われてみると納得だ。では、ここの修しゆう繕ぜん費ひも我が出そう！」

「……やったわ」

　オメガはついに踊り出し、

「さらにソーマはこの世界の珍味、ブリリアントリュフを食べたいと言っていたわ。一つじゃ駄目よ？　焼く、煮る、茹ゆでる、蒸す、揚げる……色んな味を楽しみたいと──」

「おい！」

　ついに俺は待ったをかけた。

「俺をダシにして、自分の要求を通そうとしてやがるだろ！　なんだブリリアントリュフって！　しかもその妙な踊りはなんだ！」

「踊りじゃないわよ、失礼ね！　これはラミア体操っていうの！　ラミア体操第一ぃ！　尻尾しつぽを摑つかんで輪になり、ウロボロスを体現する運どーう！」

　オメガはおもむろに地面に腹ばいになり、エビ反りのまま身体からだを「えいっ」と跳ねさせた。

「……ああ！　尻尾がないからラミア体操第一の一番の肝きもができないわ！　これじゃ毎日の健康が保障されないじゃない！」

「何をやっとるんだ！　だいたい毎日って、お前がそんな妙な体操をしてるとこ見たことねえぞ！」

「夏の時期にすればいいのよ。早朝に起きて。ときが来たら、あんたにも教えてあげるわ」

「いらねえ！　とにかくだ！　無茶な要求ばっかりしてもグリモアが困るだろ！」

「馬鹿ね……！」

　オメガは身を起こし、俺にだけ聞こえるようにひそひそと囁ささやいた。

「そんなお人よしじゃこの先やっていけないわよ？　貰もらえるものは何でも貰もらっとかないと、後で後悔することになるんだから！　むしれるところからむしる。これが混こん沌とんの世界を支配する掟おきてよ！　今回のことはグリモアが勝手に仕掛けてきたんだから、全責任はあっちにあるわ！」

「でも、俺たちの借金とか、拠きよ点てんとかはあいつに関係ないだろ……？」

「賠ばい償しよう金きんみたいなものよ。街の修しゆう繕ぜん費ひに比べれば、ちっぽけなものでしょ？　わたしたちは被害者なの。心にも身体からだにも傷を受けたの。そのことを忘れちゃダメ」

　そうだろうか……？

　俺はすでに、正当防衛が過剰防衛に変わってるような印象を受けるんだけどな……。

「あとはあんたが魅了チヤームを解いても、わたしたちに逆らえないように──ああ、そうだわ！」

　俺たちの内緒話を不可解そう見守るグリモアに、にっこりと微笑ほほえみを向けるオメガ。

「いままでのことを書面にするわ。言葉だけじゃ、後で言った言ってないのイタチごっこになるかもしれないし」

「貴様、我の言葉を信用できんのか！」

「その書面を見て、きっとソーマはあなたへの愛を大きくするわ」

「うむ、なら仕方ない」

　早っ……！

　魅了チヤームって、マジでチートじゃねえか……！　まあ、最初のベヒーモスみたいなこともあるから一概には言えないけど……。

「オッケーね。書面はオウランティアの証書作成マニュアルに従って書かれるから、あなたがサインしたあとは、シュミーアさまの手に渡ることになるわ。それでいいわね？」

「なぜ我とソーマの約束事を、人の手に渡す必要があるのだ？」

　グリモアは訝いぶかしげに眉まゆをひそめる。

　そりゃあ魅了チヤームを解いたあと、絶対あんたが証書を俺たちから取り返そうとするからですよ。

　オメガはきっと、シュミーアさんが証書を守っていれば安全だと考えたに違いない。

　こいつ、結構用意周到だな……。

「馬鹿ね、グリモア。いい？　結婚も、神官に見守られて行われるでしょ。同じことよ」

　自信満々に屁へ理り屈くつをこねるオメガ。

「そ、そうか！　確かに第三者の祝福を得た方が、物事というのは上手うまくいきやすいものだ！　ということは、これは結婚と同等の行為ということだな！　よし！　ならばサインしようではないか！　いやむしろ、早くサインさせろ！　さっさとその書面とやらをまとめて来い！」

　もう不ふ憫びん過ぎて見ていられない！

　確かに仕掛けてきたのはグリモアだ。しかし振り返ってみると、こちらにも悪いところがなかったわけではない。そもそも戦いの発ほつ端たんとなったヌーコの魅了チヤームはオメガに由来するものなのだし、諸悪の根源はオメガなんじゃないかとすら思えてくる。

　そうやって、良心の呵か責しやくに苛さいなまれる俺を尻しり目めに。

　オメガはニコニコと笑いながら、俺たちをこの酒場に連れてきたのだった。




「──この際だから、遠慮はなしね！　みんなの要求を書き出すの。ソーマが欲しいってことにすれば、何だって手に入るわ！　ほら、ティア！　早く！　何かあるでしょ？」

　突然水を向けられて、ティアは戸と惑まどったようだった。

「え……別にないでござるが……」

「ダメダメ！　なくても捻ひねり出だしなさい！」

「そ、それならば……」

　ティアは顔をマフラーに埋もれさせ、もじもじしながら、

「……拙せつ者しやも、スリーキング印のストッキングを履はいてみたいでござる……ござる……」

「はい！　スリーキング印のストッキングね！　でもあのキングは死んじゃったけど、大丈夫かしらね？　在庫ストツクはあるのかしら？　ストッキングのストックは」

「ストッキングのストック、でござるか……？」

　──ぶほっ。

「……いやいや、ティア。それは流石さすがに見境いなさすぎだろ。いまのはそんなに上手うまくもないし。語尾のイングはどこに行ったんだ、イングは」

「……ストッキングは淫いん具ぐではござらんぞ……」

　プルプルと震えながら言うティア。

　え、むしろ、いまの返しの方が上手うまくね……？

　しかしティアは、自分の言葉に吹き出すような様子はない。

　ほんと、こいつの感覚はよくわからないところがあるな……。あと、ストッキングを淫具でないと断定することはできないと思う。世界は広いし、色んな性癖のやつがいると思う。

「よし、じゃあティアはオッケーね。次！　ドリーは何かある？」

「私か。うーむ」

　ドリーは腕を組んだ。

「では、グリモアがサングリアの元に帰った際、この街がすばらしかったと伝えるよう約束させてくれ。シュミーアの夢は魔王なくして完成せん。そしてそれがきっと、この世界のためにもなる」

「え、そんなことでいいの？」

「ああ、構わん」

　飄ひよう々ひようとした態度のドリーに、俺は思わずぽつりと漏らした。

「……お前って、夢に異常な拘こだわりを持ってること以外はわりと普通だよなあ……」

「サキュバスとはそういうものだ。まあ、私の嗜し好こうは少し特殊だがな」

「ほんと、お前のおかげで色々とサキュバスのイメージが変わったよ。いまさらエロいサキュバスが出てきても、違和感しか覚えない気がする」

　カリカリカリカリ……。

　ドリーと俺が言葉を交わす間にも、オメガは一心不乱にペンを動かしていた。

「……ドリーは無欲ね……でも、わたしはそうはいかないんだから……この際だから、食べたいものは全部食べておかないとね……年を取ると、好きなものが食べられなくなるっておばあちゃんも言ってたし……」

　何やら世せ知ち辛がらいことをぶつぶつと呟つぶやきながら、紙面を文字で埋めていく。

「……おい、オメガ、流石さすがにそこまでにしとけよ。それ、ほとんどグルメ情報誌の記事みたいになってるぞ」

「え？　ああ、そうね。まあ、これだけ珍しいものを食べられればいいかしら……？　じゃ、わたしの要求はこれでいいわ。ソーマはどうする？」

「……いや、俺は本当に良心が痛むし、これ以上のことは遠慮しときたいんだけど」

「あ！　アイテムボックスを忘れていたわ！　これも最新式のやつを四つ追加っと……」

「ひ、人の話を聞けえ！　後から後から付け加えるな、この蛇だ足そく娘むすめ！」

「……うん、これでオッケーね！　ほら、みんなも確認して！　これで、わたしたちに借金がなくなるのよ！　新しい拠きよ点てんも、アイテムボックスだって手に入れられる！　やっと一人前の調達士として、スタートラインにつけるんだから！」

　オメガは紙面を俺たちの方に向け、満面の笑顔を浮かべる。
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　こいつ、こういう表情とか仕し草ぐさは可愛かわいいんだけどなあ……。

　でもいかんせん、内面が混こん沌とんに染まり過ぎてるんだよなあ……。

　そんな俺の気も知らずに、嬉き々きとして続けるオメガ。

「ついに本格的な冒険が始まるんだわ！　わたしたちの使命は未み塔とうの完成！　目指すは天空の魔ま法ほう陣じん！　今日は前祝いよ！　みんなでパーッと豪遊しましょ！」

「だからあ！　懲こりてねえのかよ！　俺はもう、ツケが払えなくなってまた借金生活に突入するなんてご免だからな！」

「大丈夫！　今日の料金もいまの書面に書いておいたから！　その辺に抜かりはないわ！」

　付き合い切れねえ！　ほんっとうに！

　溜ため息いきを吐きながら、俺は窓越しにオウランティアの中心にそびえ立つ巨大な建造物をちらりと見つめた。

　──天の魔法陣に向かって伸びる、馬鹿でかい塔──

　それは、まだまだ完成する気配を見せていない。

　しかし元の世界に帰るためには、どうもあの塔を完成させないといけないようなのだ。

　いったい、どれだけの月日がかかるだろう？

　先のことを思うと、本当に気が遠くなる。

「くそっ！」

　俺は自分の境遇を呪のろった。なんでこんな世界に来ちまったんだ！

　こうなったら、もう……!!

「──なるようになれってんだ！　いいぜ、豪遊してやろうじゃねえかあああ！　先のことなんて知るかあああ！　明日は明日の風が吹くだああああ！」

「よく言ったわ、ソーマ！　それでこそわたしたちの仲間よ！　ようやく混こん沌とん値ちがなじんできたようね！」

「うむ、完全に堕おちたな！」

「そ、それは混こん沌とん値ちの風評被害になるでござるよ……？」

　三人の亜人デミヒユーマンが口々に意見を述べる。

　好き勝手言いやがれ！　なあにが混こん沌とん値ちだ！

　俺の想像していた異世界生活が異世界生活じみてないのは、大体混こん沌とん値ちのせいだ！

　これからの生活に、せめて少しでも秩序が築かれますようにと祈りながら──

「さあ、乾杯しましょ！　わたしたちの戦いはまだ始まったばかりよ！」

「だあああああ！　打ち切りエンドみたいに言うんじゃねええええ！」

　──余計な言葉を口にする蛇だ足そく娘むすめに向かって、俺は思い切り突っ込みを加えた。





完！












　　　あとがき




　お世話になっております、旭あさひです。

　本作ができた経緯を軽くお話しさせていただくと、最初は亜人デミヒユーマンたちの社会に迷い込んでしまった主人公が、彼らとともに生活し、彼らの文化を目まの当たりにするうちに、少しずつ人間社会にある矛盾や不合理に気付いていく、というある種「ガリヴァー旅行記」的な風ふう刺し小説チックなものを書こうという姿勢でスタートいたしました。

　そしてプロットを書き、一通り物語を書き終わってみると、なんかニョロ～ンとした作品になっていました。

　ニョロ～ンとしていましたよね？

　ニョロ～ンとしていたはずです。

　そもそも人間というのは物事を型にはめて考えたがるもので、ラミアと言えば尻尾しつぽがあるとか、サキュバスはエロいとか、バンシーは泣くものとか決めてかかっておりますが、そういったアイデンティティを喪そう失しつした亜人たちを目の当たりにし、彼らの考え方に触れたとき、読者の皆さまが、いったいどういった感覚をお持ちになるかを想像するだけでこちとら脳汁が溢あふれだし、ゆくゆくは亜人さんサイドから見た人間社会風刺小説として、岩波文庫から出版され、多くの人々に内容を議論される本になることを夢想しながら書いたとか、もちろんそういう事情は一切なく、

「細かいことはいいだろ、な」

　と、自分自身にええじゃないか精神で語りかけ、楽しみながら書いたらこういう本になりました。




　さて本作が書籍と相あい成なるまで、たくさんの方のお世話になりました。

　前作から引き続き、本作を担当していただきました編集部の阿あ南なんさま、清きよ瀬せさま。

　魅力的なイラストで作品を彩っていただきました紅べに緒おさま。

　タイトルロゴや装丁を可愛かわいらしく仕上げていただきましたデザイン担当さま。

　内容や誤字脱字に目を光らせていただきました校こう閲えつさま。

　そしてアスキー・メディアワークス御一同様をはじめとする、この本の出版、宣伝、営業に関わっていただきました全ての方々。本当に、ありがとうございました。




　そして何より、この本を手に取っていただきました読者の皆さまに最大級の感謝を。





二〇一六年　十月　旭　蓑みの雄お　
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関西在住。趣味は旅行と昆虫採集。
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イラスト／紅緒

北海道出身のイラストレーター。ＴＣＧやライトノベルの挿絵を中心に活動中。異世界は女の子の肌の露出が多いのでしょうか。異世界に行きたいです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「旭 蓑雄先生」係

「紅緒先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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混こん沌とんとした異い世せ界かいさんサイドにも問もん題だいがあるのでは?
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※2016年11月10日発行の電撃文庫『混沌とした異世界さんサイドにも問題があるのでは?』初版に基づき制作
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